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はじめに

ここでは、Cisco MDS 9000 Family NX-OS Fundamentals Configuration Guideの対象読者、構成、
および表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

•対象読者, on page xv
•表記法（xvページ）
•関連資料（xviiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xixページ）

対象読者
このマニュアルは、マルチレイヤディレクタおよびファブリックスイッチの Cisco MDS 9000
ファミリの設定および保守を担当する、経験豊富なネットワーク管理者を対象にしています。

表記法

お客様のニーズを満たすためにドキュメントを更新するという継続的な取り組みの一環とし

て、シスコでは設定タスクの文書化方法を変更しました。そのため、本ドキュメントには、従

来とは異なるスタイルでの設定タスクが説明されている部分もあります。ドキュメントに新た

に組み込まれるようになったセクションは、新しい表記法に従っています。

（注）

コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]
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説明表記法

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン

フォントで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

関連資料
Cisco MDS 9000 ｓシリーズのマニュアルセットには、次の文書が含まれます。オンラインで
ドキュメントを検索するには、次のWebサイトにあるCisco MDS NX-OS Documentation Locator
を使用してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/doclocater.htm

Cisco DCNMのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9369/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

• Cisco MDS NX-OSリリースの Cisco MDS 9000シリーズリリースノート

• MDS SAN-OSリリースの Cisco MDS 9000シリーズリリースノート

•ストレージサービスインターフェイスイメージのCisco MDS 9000シリーズリリースノー

ト

• Cisco MDS 9000 EPLDイメージの Cisco MDS 9000シリーズリリースノート

• Cisco Data Center Network Managerリリースノート

法規制の遵守および安全性情報

Cisco MDS 9000シリーズの規制遵守と安全性情報

互換性に関する情報

•『Cisco Data Center Interoperability Support Matrix』

•『Cisco MDS 9000 NX-OS Hardware and Software Compatibility Information and Feature Lists』

•『Cisco MDS NX-OS Release Compatibility Matrix for Storage Service Interface Images』

• Cisco MDS 9000スイッチ間相互運用性設定ガイド

•『Cisco MDS NX-OS Release Compatibility Matrix for IBM SAN Volume Controller Software for

Cisco MDS 9000』

ハードウェアの設置

• Cisco MDS 9700ディレクターハードウェアインストールガイド
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•『Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation Guide』

•『Cisco MDS 9250i Multiservice Switch Hardware Installation Guide』

•『Cisco MDS 9200 Series Hardware Installation Guide』

ソフトウェアのインストールおよびアップグレード

• Cisco MDS 9000シリーズストレージサービスインターフェイスイメージのインストール

およびアップグレードガイド

• Cisco MDS 9000シリーズストレージサービスモジュールソフトウェアのインストールと

アップグレードガイド

•『Cisco MDS 9000 NX-OS Release 4.1(x)』および『SAN-OS 3(x) Software Upgrade and Downgrade

Guide』

Cisco NX-OS

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OS基本設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSライセンシングガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX-OSシステム管理設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSインターフェイス設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSファブリック設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OS Quality of Service設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSセキュリティ設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OS IPサービス設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSインテリジェントストレージサービス設定ガイド

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSハイアベイラビリティおよび冗長性設定ガイド

•『Cisco MDS 9000 Series NX-OS Inter-VSAN Routing Configuration Guide』

コマンドラインインターフェイス

Cisco MDS 9000シリーズコマンド資料

インテリジェントストレージネットワーキングサービスコンフィギュレーションガイド

•『Cisco MDS 9000 I/O Acceleration Configuration Guide』

•『Cisco MDS 9000 Series SANTap Deployment Guide』

•『Cisco MDS 9000 Series Data Mobility Manager Configuration Guide』
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•『Cisco MDS 9000 Series Storage Media Encryption Configuration Guide』

• Cisco MDS 9000シリーズセキュアイレース設定ガイド

• Cisco mds 9000シリーズクックブック (Cisco MDS SAN OS)

トラブルシューティングおよび参考資料

•『Cisco NX-OS System Messages Reference』

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OSトラブルシューティングガイド

•『Cisco MDS 9000 Series NX-OS MIB Quick Reference』

• Cisco MDS 9000シリーズ NX OS SMI Sプログラミング資料

•『Cisco DCNM for SAN Database Schema Reference』

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

Cisco Bug Search Tool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

新機能と更新情報

•変更点（1ページ）

変更点
次の表に、このマニュアルにおける新機能および変更された機能の要約、および各機能がサ

ポートされているリリースに関する情報を示します。

ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されているすべての機能がサポートされている

とは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/のバ
グ検索ツール、およびご使用のソフトウェアリリースに関するリリースノートを参照してく

ださい。

表 1 :新機能および変更された機能

参照先リリース説明機能名

基本的なデバイス管理

（87ページ）
9.2(2)Secure Erase機能を使

用すると、Cisco MDS
スイッチからすべての

顧客情報を消去できま

す。

安全消去

概要（3ページ）8.4(1)show
consistency-checkerコ
マンドを使用して、ア

クセス制御リスト

（ACL）、転送情報
ベース（FIB）、およ
び永続的ストレージ

サービス（PSS）の整
合性情報を表示するた

めのサポートが追加さ

れました。

整合性チェッカー

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
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C H A P T E R 2
概要

この章では、Cisco NX-OSソフトウェアの概要について説明します。

•ソフトウェアの互換性, on page 3
•サービスアビリティ, on page 4
•管理性, on page 5
• Cisco NX-OSソフトウェアの設定 （5ページ）
•ライセンス, on page 8
• QoS , on page 8

ソフトウェアの互換性
Cisco NX-OSソフトウェアは、Cisco IOSソフトウェアのどのバリエーションを実行するシスコ
製品とも相互運用できます。また、Cisco NX-OSソフトウェアは、IEEEおよび RFC遵守標準
に適合するどのネットワーキングオペレーティングシステムとも相互運用できます。

モジュラ式のソフトウェア設計

Cisco NX-OSソフトウェアは、対称型マルチプロセッサ（SMP）、マルチコアCPU、分散デー
タモジュールプロセッサ上の分散マルチスレッド処理をサポートします。Cisco NX-OSソフ
トウェアは、ハードウェアテーブルプログラミングのような大量の演算処理を要するタスク

を、データモジュールに分散された専用のプロセッサにオフロードします。モジュール化され

たプロセスは、それぞれ別の保護メモリ領域内でオンデマンドに生成されます。機能がイネー

ブルになったときにだけ、プロセスが開始されてシステムリソースが割り当てられます。これ

らのモジュール化されたプロセスはリアルタイムプリエンプティブスケジューラによって制

御されるため、重要な機能が適切なタイミングで実行されます。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
3



サービスアビリティ
Cisco NX-OSソフトウェアには、デバイスがネットワークのトレンドやイベントに対応できる
サービスアビリティ機能が組み込まれています。これらの機能は、ネットワークプランニング

および応答時間の短縮に役立ちます。

スイッチドポートアナライザ

SPAN機能を使用すると、外部アナライザが接続された SPANの終点ポートに、セッションに
負担をかけずに SPANセッショントラフィックが送信されるようになり、ポート（SPANソー
スポートと呼びます）間のすべてのトラフィックを分析できるようになります。SPANの詳細
については、を参照してください。

Call Home
Call Homeは、ハードウェアコンポーネントとソフトウェアコンポーネントを継続的にモニタ
リングし、重要なシステムイベントを Eメールで通知する機能です。さまざまなメッセージ
フォーマットが用意されており、ポケットベルサービス、標準の Eメール、およびXMLベー
スの自動解析アプリケーションに対応します。アラートをグループ化する機能があり、接続先

プロファイルのカスタマイズも可能です。この機能を利用すると、たとえばネットワークサ

ポートエンジニアを直接ポケットベルで呼び出したり、Eメールメッセージをネットワーク
オペレーションセンター（NOC）に送信したり、Cisco AutoNotifyサービスを使用して直接
Cisco Technical Assistance Center（TAC）でケースを生成したりすることができます。コール
ホームの詳細については、Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Configuration Guide
を参照してください。

オンライン診断

Cisco Generic Online Diagnostics（GOLD）では、ハードウェアおよび内部データパスが設計ど
おりに動作していることを確認します。Cisco GOLDには、ブート時診断、継続的監視、オン
デマンドおよびスケジュールによるテストなどの機能があります。GOLDでは障害を迅速に特
定し、システムを継続的に監視できます。GOLDの構成の詳細については、Cisco Nexus 7000
Series NX-OS System Management Configuration Guideを参照してください。

組み込まれている Event Manager
Cisco Embedded Event Manager（EEM）は、ネットワークイベントが発生した場合の動作をカ
スタマイズできる、デバイスおよびシステムの管理機能です。EEMの構成の詳細については、
『Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OSシステム管理構成ガイド』を参照してください。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
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管理性
ここでは、Cisco NX-OSソフトウェアの管理機能について説明します。

簡易ネットワーク管理プロトコル

Cisco NX-OSソフトウェアは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）バージョン 1、2、
および 3に準拠しています。多くの管理情報ベース（Management Information Base）がサポー
トされます。SNMPの詳細については、Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management
Configuration Guideを参照してください。

ロールベースアクセスコントロール

ロールベースアクセスコントロール（RBAC）では、ユーザにロールを割り当てることで、デ
バイス操作のアクセスを制限できます。アクセスが必要なユーザだけにアクセスを許可するよ

うに、カスタマイズすることが可能です。RBACに関する詳細については、『Cisco Nexus 7000

Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

Cisco NX-OSソフトウェアの設定
ここでは、Cisco NX-OSソフトウェアの設定に使用できるツールについて説明します。また、
ソフトウェア設定プロセスの概要と該当する章も示します。

ソフトウェア設定用のツール

SANの設定には、次に示す 2つの設定管理ツールのいずれかを使用できます：

•コマンドラインインターフェイス（CLI）：Telnet、SSH、またはシリアル接続を通じて、
Cisco MDS 9000ファミリスイッチを管理できます。

• Cisco MDS 9000 Fabric Manager：Javaベースのグラフィカルユーザインターフェイス。
SNMPを使用して Cisco MDS 9000ファミリスイッチを管理できます。

図 1 : Cisco NX-OSソフトウェア設定用のツール

この図は、Cisco NX-OSソフトウェアを構成するツールを表示します。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
5

概要

管理性



CLI

CLIを使用して、スイッチプロンプトにコマンドを入力し、Enterキーを押すと、そのコマン
ドが実行されます。CLIパーサーは、コマンドのヘルプ、コマンドの完了、およびバッファ履
歴内の以前実行されたコマンドにアクセスできるようにするキーボードシーケンスを提供しま

す。

CLIを使用したCisco MDSスイッチ設定の詳細については、このマニュアルの以降の章を参照
してください。

NTP

規模の大きい企業ネットワークでは、複数の装置間で記録される相互作用イベントのアソシ

エーションを試みる場合、すべてのネットワーク装置で1つの時間基準を持つことは、管理レ
ポーティングおよびイベントロギング機能において重要です。重要なネットワークを保有する

多くの企業のお客様は、独自のストラタム 1 NTPソースを保持しています。

クライアントとサーバー間で複数のフレームが交換されたときに時刻の同期化が行われます。

クライアントモードにあるスイッチは、1つまたは複数の NTPサーバのアドレスを認識しま
す。NTPサーバはタイムソースとして動作し、クライアントの同期要求を受け取ります。

ピアとして IPアドレスを設定することによって、Cisco NX-OS deviceは必要に応じて時刻を入
手し、提供できます。ピアでは、独自に時刻を提供することができ、サーバが設定されている

場合も対応できます。これらの両方のインスタンスが別のタイムサーバーに指定される場合、

NTPサービスがより信頼性の高いものになります。現用系サーバーリンクが失われた場合で
も、ピアの存在によって正確な時間を保つことができます。

アクティブサーバに障害が発生する場合、設定されたピアが NTP時刻の提供に役立ちます。
現用系サーバーに機能不全が発生した場合のバックアップサポートを確保するには、直接的な

NTPサーバーアソシエーションを指定して、ピアを設定します。

ピアだけを構成すると、最も正確なピアが NTPサーバーの役割を引き受け、他のピアがピア
として動作します。両方のデバイスが正確なタイム送信元を持つ場合、または正確なNTP送信
元を指定する場合、適切な時間に終了します。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
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図 2 : NTPのピアおよびサーバーアソシエーション

ネットワーク内に適切に設定されているスイッチはサーバのダウンタイムにも影響されませ

ん。この図に、2つのNTPストラタム 2サーバーおよび 2つのスイッチを含むネットワークを
示します。

この設定では、スイッチは次のように設定されています。

• Stratum-2 Server-1

• IPv4アドレス -10.10.10.10

• Stratum-2 Server-2

• IPv4アドレス -10.10.10.9

• Switch-1 IPv4アドレス -10.10.10.1

• Switch-1 NTP構成

• NTPサーバ 10.10.10.10

• NTPピア 10.10.10.2

• Switch-2 IPv4アドレス -10.10.10.2

• Switch-2 NTP構成

• NTPサーバ 10.10.10.9

• NTPピア 10.10.10.1

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
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ライセンス
Cisco NX-OSソフトウェアでは、デバイスの高度な機能を使用する場合は、その機能に対応す
るライセンスをインストールする必要があります。ライセンスパッケージに含まれていない機

能は、Cisco NX-OSソフトウェアにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

各デバイス用のライセンスを購入してインストールする必要があります。

ライセンスをインストールせずに機能をイネーブルにできます。Cisco NX-OSソフトウェアに
は、ライセンスを購入する前に機能を試すことができる猶予期間があります。Cisco TrustSec
機能をイネーブルにするには、アドバンスドサービスライセンスパッケージをインストール

する必要があります。

Note

Cisco NX-OSソフトウェアのライセンスの詳細については、Cisco NX-OS Licensing Guideを参照
してください。

QoS
Cisco NX-OSソフトウェアでは、分類、マーキング、キューイング、ポリシング、およびスケ
ジューリングに対する Quality of Service（QoS）機能をサポートしています。Modular QoS CLI
（MQC）では、すべてのQoS機能をサポートしています。MQCを使用すると、シスコのさま
ざまなプラットフォームで同一の構成を行うことができます。詳細については、Cisco Nexus
7000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guideを参照してください。
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第 3 章

Cisco NX-OSセットアップユーティリティ
の使用

この章では、Cisco NX-OSセットアップユーティリティの使用方法について説明します。

• Cisco NX-OSセットアップユーティリティに関する情報, on page 9
•セットアップユーティリティの前提条件, on page 11
•初回のセットアップルーチン（11ページ）
•次の作業, on page 24

Cisco NX-OSセットアップユーティリティに関する情報
Cisco NX-OSセットアップユーティリティは、システムの基本（スタートアップとも呼びま
す）構成をガイドする対話型のコマンドラインインターフェイス（CLI）モードです。セット
アップユーティリティでは、システム管理に使用する接続だけを設定できます。

セットアップユーティリティでは、システム構成ダイアログを使用して初期構成ファイルを作

成できます。セットアップは、デバイスの構成ファイルがNVRAMにない場合に自動的に開始
されます。ダイアログを使って初期構成の操作が順を追って説明されます。ファイルが作成さ

れた後、CLIを使用して追加の設定を行うことができます。

任意のプロンプトに対して Ctrlキーを押した状態で Cキーを押して（Ctrl-C）、残りの構成
オプションをスキップし、その時点までに構成された内容で先に進むことができます。ただ

し、管理者パスワードはスキップできません。質問に対する回答をスキップする場合は、Enter
キーを押します。デフォルトの回答が見つからない場合（たとえば、デバイスホスト名）、デ

バイスでは以前の構成を使用して、次の質問にスキップします。
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Figure 3:セットアップスクリプトのフロー

次の図に、セットアップスクリプトを入力および終了する方法を示します。

セットアップユーティリティは、構成がない場合にシステムを始めて構成するときに主に使用

します。ただし、セットアップユーティリティは基本的なデバイス設定のためにいつでも使用

できます。スクリプト内でステップをスキップすると、セットアップユーティリティによって

構成値が維持されます。たとえば、すでに mgmt0インターフェイスを構成している場合、こ
の手順をスキップしても、セットアップユーティリティではその構成を変更しません。ただ

し、手順のデフォルト値がある場合は、セットアップユーティリティによって構成値ではなく

デフォルトを使用して構成が変更されます。構成を保存する前に、よく構成の変更内容を確認

してください。
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SNMPアクセスを有効にする場合は、必ず IPv4ルート、デフォルトネットワーク IPv4アドレ
ス、およびデフォルトゲートウェイ IPv4アドレスを構成してください。IPv4ルーティングを
有効にすると、デバイスは IPv4ルートとデフォルトネットワーク IPv4アドレスを使用しま
す。IPv4ルーティングが無効の場合、デバイスはデフォルトゲートウェイ IPv4アドレスを使
用します。

Note

セットアップスクリプトでは IPv4だけをサポートしています。Note

セットアップユーティリティの前提条件
セットアップユーティリティには次の前提条件があります。

•ネットワーク環境のパスワード戦略が決まっていること。

•スーパーバイザモジュールのコンソールポートがネットワークに接続されていること。
デュアルスーパーバイザモジュールの場合、両方のスーパーバイザモジュールのコンソー

ルポートがネットワークに接続されていること。

•スーパーバイザモジュールのイーサネット管理ポートがネットワークに接続されているこ
と。デュアルスーパーバイザモジュールの場合は、両方のスーパーバイザモジュールの

イーサネット管理ポートがネットワークに接続されていること。

初回のセットアップルーチン
Cisco MDS 9000ファミリのスイッチに初めてアクセスすると、セットアッププログラムが実
行され、IPアドレスや、スイッチがスーパーバイザモジュールのイーサネットインターフェ
イスを介して通信するために必要なその他の設定情報を入力するよう求められます。この情報

は、スイッチを設定および管理するために必要です。

IPアドレスは、CLIからだけ設定できます。初回のスイッチ始動時に、IPアドレスを割り当て
てください。この手順の実行後、コンソールポートを介して Cisco MDS 9000 Family Fabric
Managerからスイッチにアクセスできるようになります。

帯域外管理の設定

mgmt 0インターフェイスでアウトオブバンド管理を構成できます。
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次に説明する手順のステップ 12cとステップ 12dの両方に Yesを入力すると、帯域内管理と
帯域外管理の両方を構成できます。

（注）

ステップ 1 スイッチの電源を入れます。Cisco MDS 9000ファミリのスイッチは自動的にブートします。

ステップ 2 yes（デフォルトは yes）を入力して、安全なパスワード標準規格を有効にします。

Do you want to enforce secure password standard (yes/no): yes

password strength-checkコマンドを使用して、パスワード標準規格のセキュアをイネーブル
化ができます。セキュアパスワードには小文字、大文字、数字、特殊文字の中から3種類以上
を使用する必要があります。

（注）

ステップ 3 管理者の新しいパスワードを入力します。

Enter the password for admin: admin-password

Confirm the password for admin: admin-password

パスワードが簡潔である場合（短く、解読しやすい場合）、パスワード設定は拒否されます。

サンプル設定のように、強力なパスワードを設定してください。パスワードでは大文字と小

文字が区別されます。

ヒント

ステップ 4 yesを入力すると、セットアップモードが開始されます。

This setup utility will guide you through the basic configuration of
the system. Setup configures only enough connectivity for management
of the system.

*Note: setup is mainly used for configuring the system initially,
when no configuration is present. So setup always assumes system
defaults and not the current system configuration values.

Press Enter at anytime to skip a dialog. Use ctrl-c at anytime
to skip the remaining dialogs.

Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): yes

セットアップユーティリティでは、手順に従って、基本的な設定プロセスを完了できます。どのプロン

プトでも、 Ctrl+Cを押すと、設定プロセスが終了します。

ステップ 5 追加のアカウントを作成しない場合は、yesを入力します（noがデフォルト）。

Create another login account (yes/no) [no]: yes

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
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初回のセットアップ時に、管理者のアカウントのほかにもう 1つユーザアカウント（network-adminロー
ル）を作成できます。

ユーザログイン IDには、数字以外の文字を含める必要があります。（注）

a) ユーザログイン IDを入力します。

Enter the user login ID: user_name

b) ユーザーのパスワードを入力して確認します。

Enter the password for user_name: user-password

Confirm the password for user_name: user-password

c) ユーザーロール network-adminを割り当てます（network-operatorがデフォルトです）。

Enter the user role [network-operator]: network-admin

ステップ 6 読み取り専用または読み書きの SNMPコミュニティストリングを設定します。

a) yes（noがデフォルトです)を入力して、読み取り専用SNMPコミュニティ文字列を設定しないよう
にします。

Configure read-only SNMP community string (yes/no) [n]: yes

b) SNMPコミュニティストリングを入力します。

SNMP community string: snmp_community

ステップ 7 スイッチの名前を入力します。

スイッチの名前は、英数字 32文字以内で指定してください。デフォルトは switchです。（注）

Enter the switch name: switch_name

ステップ 8 設定プロンプトで yes（yesがデフォルトです)を入力して、アウトオブバンド管理を構成します。

Continue with Out-of-band (mgmt0) management configuration? [yes/no]: yes

a) mgmt0の IPv4アドレスを入力します。

Mgmt0 IPv4 address: ip_address

b) mgmt0 IPv4サブネットマスクを入力します。
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Mgmt0 IPv4 netmask: subnet_mask

ステップ 9 デフォルトゲートウェイの構成に yesを入力します（yesがデフォルトです）。

Configure the default-gateway: (yes/no) [y]: yes

a) デフォルトゲートウェイ IPアドレスを入力します。

IP address of the default gateway: default_gateway

ステップ 10 yes（noがデフォルトです)を入力して、インバンド管理、静的ルート、デフォルトネットワーク、ド
メインネームシステム（DNS）、ドメイン名などの高度な IPオプションを構成します。

Configure Advanced IP options (yes/no)? [n]: yes

a) 帯域内管理の設定プロンプトに noを入力します（ noがデフォルト）。

Continue with in-band (VSAN1) management configuration? (yes/no) [no]: no

b) yesを入力して IPv4ルーティング機能をイネーブル化します（yesがデフォルト）。

Enable ip routing capabilities? (yes/no) [y]: yes

c) yes（yesがデフォルトです)を入力して、静的ルートを構成します。

Configure static route: (yes/no) [y]: yes

送信先プレフィックスを入力します。

Destination prefix: dest_prefix

送信先プレフィックスマスクを入力します。

Destination prefix mask: dest_mask

ネクストホップ IPアドレスを入力します。

Next hop ip address: next_hop_address
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SNMPアクセスを有効にする場合は、必ず IPルート、デフォルトネットワーク IPアド
レス、およびデフォルトゲートウェイ IPアドレスを設定してください。IPルーティング
がイネーブルの場合、スイッチは IPルートとデフォルトネットワーク IPアドレスを使
用します。IPルーティングがディセーブルの場合、スイッチはデフォルトゲートウェイ
IPアドレスを使用します。

（注）

d) yes（yesがデフォルトです)を入力して、デフォルトネットワークを構成します。

Configure the default-network: (yes/no) [y]: yes

デフォルトネットワークの IPv4アドレスを入力します。

デフォルトネットワーク IPv4アドレスは、ステップ 10cで入力した接続先プレフィック
スです。

Default network IP address [dest_prefix]: dest_prefix

（注）

e) yes（yes iがデフォルトです)を入力して、DNS IPv4アドレスを構成します。

Configure the DNS IP address? (yes/no) [y]: yes

DNS IPアドレスを入力します。

DNS IP address: name_server

f) yes（noがデフォルトです)を入力して、デフォルトのドメイン名設構成をスキップします。

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes

デフォルトドメイン名を入力します。

Default domain name: domain_name

ステップ 11 yes（yesがデフォルトです)を入力して、SSHサービスをイネーブル化します。

Enabled SSH service? (yes/no) [n]: yes

SSHキーのタイプを入力します。

Type the SSH key you would like to generate (dsa/rsa)? rsa

指定範囲内でキーのビット数を入力します。

Enter the number of key bits? (768-2048) [1024]: 2048
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ステップ 12 yes（noがデフォルトです)を入力して、Telnetサービスをディセーブル化します。

Enable the telnet service? (yes/no) [n]: yes

ステップ 13 yes（yesがデフォルトです)を入力して、FCインターフェイスの輻輳またはno_creditドロップを構成し
ます。

Configure congestion or no_credit drop for fc interfaces? (yes/no) [q/quit] to quit [y]:yes

ステップ 14 con（conがデフォルトです)を入力して、輻輳または no_creditドロップを構成します。

Enter the type of drop to configure congestion/no_credit drop? (con/no) [c]:con

ステップ 15 100～1000（デフォルトはd）の値を入力して、輻輳またはno_creditドロップのミリ秒数を計算します。

Enter number of milliseconds for congestion/no_credit drop[100 - 1000] or [d/default] for default:100

ステップ 16 輻輳または no_creditドロップのモードに入ります。
Enter mode for congestion/no_credit drop[E/F]:

ステップ 17 yes（noがデフォルトです)を入力して、NTPサーバーを構成します。

Configure NTP server? (yes/no) [n]: yes

NTPサーバの IPv4アドレスを入力します。

NTP server IP address: ntp_server_IP_address

ステップ 18 shut（ディセーブル化されています）を入力して、デフォルトスイッチポートインターフェイスをshut
状態にします（shutがデフォルト）。

Configure default switchport interface state (shut/noshut) [shut]: shut

管理イーサネットインターフェイスは、現時点でシャットダウンされていません。ファイバ

チャネル、iSCSI、FCIP、ギガビットイーサネットインターフェイスのみシャットダウンし
ます。

（注）

ステップ 19 on（offがデフォルトです)を入力して、スイッチポートトランクモードを構成します。

Configure default switchport trunk mode (on/off/auto) [off]: on

ステップ 20 yesと入力して、スイッチポートのモード Fを構成します（yesがデフォルトです）。

Configure default switchport mode F (yes/no) [n]: y

ステップ 21 onと入力して（デフォルトは offです）、PortChannelの auto-createステートを構成します。
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Configure default port-channel auto-create state (on/off) [off]: on

ステップ 22 permit（denyがデフォルトです)を入力して、デフォルトゾーンポリシー構成を拒否します。

Configure default zone policy (permit/deny) [deny]: permit

デフォルトゾーンのすべてのメンバへのトラフィックフローを許可します。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーンポリシーを明示的に変更し、VSAN 1を
許可する必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zone default-zone permit vsan 1

（注）

ステップ 23 yes（noがデフォルトです)を入力して、完全ゾーン設定配信を無効にします。

Enable full zoneset distribution (yes/no) [n]: yes

フルゾーンセットの配信機能に対するスイッチ全体のデフォルトを上書きします。

新しい設定を参照します。ここまでに入力した設定を確認して修正します。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーンポリシーを明示的に変更し、VSAN 1を
許可する必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zoneset distribute full vsan 1

（注）

ステップ 24 デフォルトゾーンモードをエンハンスドとして構成するには、enhanced（basicがデフォルトです）
を入力します。

Configure default zone mode (basic/enhanced) [basic]: enhanced

スイッチ全体デフォルトゾーンモードをエンハンスドとして上書きします。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーン分割モードを明示的に変更し、VSAN 1
をエンハンスドに必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zone mode enhanced vsan 1

（注）

ステップ 25 設定に問題がなければ、 noと入力します（デフォルトはno）。
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The following configuration will be applied:
username admin password admin_pass role network-admin
username user_name password user_pass role network-admin
snmp-server community snmp_community ro
switchname switch
interface mgmt0
ip address ip_address subnet_mask
no shutdown

ip routing
ip route dest_prefix dest_mask dest_address
ip default-network dest_prefix
ip default-gateway default_gateway
ip name-server name_server
ip domain-name domain_name
telnet server disable
ssh key rsa 2048 force
ssh server enable
ntp server ipaddr ntp_server
system default switchport shutdown
system default switchport trunk mode on
system default switchport mode F
system default port-channel auto-create
zone default-zone permit vsan 1-4093
zoneset distribute full vsan 1-4093
system default zone mode enhanced

Would you like to edit the configuration? (yes/no) [n]: n

ステップ 26 yes（yesがデフォルトです）と入力すると、この構成を使用および保存できます。

Use this configuration and save it? (yes/no) [y]: yes

ここで、設定を保存しておかないと、次回のスイッチ再起動時に設定が更新されません。yes
と入力して新しい構成を保存します。これによって、キックスタートイメージとシステムイ

メージも自動的に設定されます。

注意

帯域内管理の設定

帯域内管理の論理インターフェイスは VSAN 1です。この管理インターフェイスはファイバ
チャネルインフラストラクチャを使用して IPトラフィックを伝送します。VSAN 1のインター
フェイスはファブリック内のすべてのスイッチで作成されます。スイッチにはそれぞれ同じサ

ブネットワークの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスが設定された VSAN 1インターフェイス
を割り当てる必要があります。ファイバチャネルファブリック内の各スイッチに、IPネット
ワークへのアクセスを提供するスイッチへのデフォルトルートを設定する必要があります。

次に説明する手順のステップ 10cとステップ 10dの両方に Yesを入力すると、帯域内管理と
帯域外管理の両方を構成できます。

（注）
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手順の概要

1. スイッチの電源を入れます。Cisco MDS 9000ファミリのスイッチは自動的にブートしま
す。

2. 管理者の新しいパスワードを入力します。

3. yesを入力すると、セットアップモードが開始されます。

4. yes（デフォルトは yes）を入力して、安全なパスワード標準規格を有効にします
5. 追加のアカウントを作成しない場合は、noを入力します（noがデフォルト）。
6. 読み取り専用または読み書きの SNMPコミュニティストリングを設定します。
7. スイッチの名前を入力します。

8. 帯域外管理を構成する構成プロンプトに noを入力します（デフォルトは yes）。
9. デフォルトゲートウェイの構成に yesを入力します（yesがデフォルト）。
10. yes（noがデフォルトです)を入力して、インバンド管理、静的ルート、デフォルト

ネットワーク、ドメインネームシステム（DNS）、ドメイン名などの高度な IPオプショ
ンを構成します。

11. no（noがデフォルトです)を入力して、Telnetサービスをディセーブル化します。
12. yes（yesがデフォルトです)を入力して、SSHサービスをイネーブル化します。
13. SSHキーのタイプを入力します。
14. 指定範囲内でキーのビット数を入力します。

15. no（noがデフォルトです)を入力して、NTPサーバーを構成します。
16. shut（ディセーブル化されています）を入力して、デフォルトスイッチポートインター

フェイスを shut状態にします（shutがデフォルト）。

17. スイッチポートトランクモードの構成に autoを入力します（デフォルトは off）。

18. yesと入力して、スイッチポートのモード Fを構成します（yesがデフォルトです）。
19. offと入力して（デフォルトはoffです）、PortChannelの auto-createステートを構成し

ます。

20. を入力して deny、デフォルトゾーンポリシーの構成を拒否します（denyがデフォル
トです）。

21. noを入力して、フルゾーンセットの配布をディセーブル化します（noがデフォルト）。

22. デフォルトゾーンモードをエンハンスドとして構成するには、enhanced（basicがデ
フォルトです）を入力します。

23. 設定に問題がなければ、 noと入力します（デフォルトはno）。

24. yes（yesがデフォルトです）と入力すると、この構成を使用および保存できます。

手順の詳細

ステップ 1 スイッチの電源を入れます。Cisco MDS 9000ファミリのスイッチは自動的にブートします。

ステップ 2 管理者の新しいパスワードを入力します。

Enter the password for admin: 2004asdf*lkjh18
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パスワードが簡潔である場合（短く、解読しやすい場合）、パスワード設定は拒否されます。

サンプル設定のように、強力なパスワードを設定してください。パスワードでは大文字と小

文字が区別されます。

ヒント

ステップ 3 yesを入力すると、セットアップモードが開始されます。

This setup utility will guide you through the basic configuration of
the system. Setup configures only enough connectivity for management
of the system.

*Note: setup is mainly used for configuring the system initially,
when no configuration is present. So setup always assumes system
defaults and not the current system configuration values.

Press Enter at anytime to skip a dialog. Use ctrl-c at anytime
to skip the remaining dialogs.

Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): yes

セットアップユーティリティでは、手順に従って、基本的な設定プロセスを完了できます。どのプロン

プトでも、 Ctrl+Cを押すと、設定プロセスが終了します。

ステップ 4 yes（デフォルトは yes）を入力して、安全なパスワード標準規格を有効にします

Do you want to enforce secure password standard (yes/no): yes

password strength-checkコマンドを使用して、パスワード標準規格のセキュアをイネーブル
化ができます。セキュアパスワードには小文字、大文字、数字、特殊文字の中から3種類以上
を使用する必要があります。

（注）

ステップ 5 追加のアカウントを作成しない場合は、noを入力します（noがデフォルト）。

Create another login account (yes/no) [no]: no

ステップ 6 読み取り専用または読み書きの SNMPコミュニティストリングを設定します。

a) noを入力して読み取り専用の SNMPコミュニティストリングの構成を回避します（デフォルトは
no）。

Configure read-only SNMP community string (yes/no) [n]: no

b) yesを入力して読み取り/書き込みのSNMPコミュニティストリングの構成を回避します（デフォル
トは no）。

Configure read-write SNMP community string (yes/no) [n]: yes

c) SNMPコミュニティストリングを入力します。
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SNMP community string: snmp_community

ステップ 7 スイッチの名前を入力します。

スイッチの名前は、英数字 32文字以内で指定してください。デフォルトは switchです。（注）

Enter the switch name: switch_name

ステップ 8 帯域外管理を構成する構成プロンプトに noを入力します（デフォルトは yes）。

Continue with Out-of-band (mgmt0) management configuration? [yes/no]: no

ステップ 9 デフォルトゲートウェイの構成に yesを入力します（yesがデフォルト）。

Configure the default-gateway: (yes/no) [y]: yes

a) デフォルトゲートウェイ IPアドレスを入力します。

IP address of the default gateway: default_gateway

ステップ 10 yes（noがデフォルトです)を入力して、インバンド管理、静的ルート、デフォルトネットワーク、ド
メインネームシステム（DNS）、ドメイン名などの高度な IPオプションを構成します。

Configure Advanced IP options (yes/no)? [n]: yes

a) インバンド管理構成プロンプトでyes（noがデフォルトです)を入力します。

Continue with in-band (VSAN1) management configuration? (yes/no) [no]: yes

VSAN 1 IPv4アドレスを入力します。

VSAN1 IPv4 address: ip_address

IPv4サブネットマスクを入力してください

VSAN1 IPv4 net mask: subnet_mask

b) noを入力して IPv4ルーティング機能をイネーブル化します（yesがデフォルト）。

Enable ip routing capabilities? (yes/no) [y]: no

c) no（yesがデフォルトです)を入力して、静的ルートを構成します。
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Configure static route: (yes/no) [y]: no

d) no（yesがデフォルトです)を入力して、デフォルトネットワークを構成します。

Configure the default-network: (yes/no) [y]: no

e) no（yesがデフォルトです)を入力して、DNS IPv4アドレスを構成します。

Configure the DNS IP address? (yes/no) [y]: no

f) no（noがデフォルトです)を入力して、デフォルトのドメイン名設構成をスキップします。

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: no

ステップ 11 no（noがデフォルトです)を入力して、Telnetサービスをディセーブル化します。

Enable the telnet service? (yes/no) [y]: no

ステップ 12 yes（yesがデフォルトです)を入力して、SSHサービスをイネーブル化します。

Enabled SSH service? (yes/no) [n]: yes

ステップ 13 SSHキーのタイプを入力します。

Type the SSH key you would like to generate (dsa/rsa)? rsa

ステップ 14 指定範囲内でキーのビット数を入力します。

Enter the number of key bits? (768 to 2048): 2048

ステップ 15 no（noがデフォルトです)を入力して、NTPサーバーを構成します。

Configure NTP server? (yes/no) [n]: no

ステップ 16 shut（ディセーブル化されています）を入力して、デフォルトスイッチポートインターフェイスをshut
状態にします（shutがデフォルト）。

Configure default switchport interface state (shut/noshut) [shut]: shut

管理イーサネットインターフェイスは、現時点でシャットダウンされていません。ファイバ

チャネル、iSCSI、FCIP、ギガビットイーサネットインターフェイスのみシャットダウンし
ます。

（注）
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ステップ 17 スイッチポートトランクモードの構成に autoを入力します（デフォルトは off）。

Configure default switchport trunk mode (on/off/auto) [off]: auto

ステップ 18 yesと入力して、スイッチポートのモード Fを構成します（yesがデフォルトです）。

Configure default switchport mode F (yes/no) [n]: y

ステップ 19 offと入力して（デフォルトは offです）、PortChannelの auto-createステートを構成します。

Configure default port-channel auto-create state (on/off) [off]: off

ステップ 20 を入力して deny、デフォルトゾーンポリシーの構成を拒否します（denyがデフォルトです）。

Configure default zone policy (permit/deny) [deny]: deny

デフォルトゾーンのすべてのメンバーへのトラフィックフローを拒否します。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーンポリシーを明示的に変更し、VSAN 1を
許可する必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zone default-zone permit vsan 1

（注）

ステップ 21 noを入力して、フルゾーンセットの配布をディセーブル化します（noがデフォルト）。

Enable full zoneset distribution (yes/no) [n]: no

フルゾーンセット配布機能について、スイッチ全体のデフォルトをディセーブルにします。

新しい設定を参照します。ここまでに入力した設定を確認して修正します。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーンポリシーを明示的に変更し、VSAN 1を
許可する必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zoneset distribute full vsan 1

（注）

ステップ 22 デフォルトゾーンモードをエンハンスドとして構成するには、enhanced（basicがデフォルトです）
を入力します。

Configure default zone mode (basic/enhanced) [basic]: enhanced
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スイッチ全体デフォルトゾーンモードをエンハンスドとして上書きします。

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーン分割モードを明示的に変更し、VSAN 1
をエンハンスドに必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zone mode enhanced vsan 1

（注）

write eraseコマンドを発行した後でセットアップスクリプトを実行する場合、スクリプト終
了後、次のコマンドを使用してデフォルトのゾーンポリシーを明示的に変更し、VSAN 1を
許可する必要があります：

switch# configure terminal
switch(config)# zoneset distribute full vsan 1

（注）

ステップ 23 設定に問題がなければ、 noと入力します（デフォルトはno）。

The following configuration will be applied:
username admin password admin_pass role network-admin
snmp-server community snmp_community rw
switchname switch
interface vsan1
ip address ip_address subnet_mask
no shutdownip default-gateway default_gateway

no telnet server disable
ssh key rsa 2048 forcessh server enablesystem default switchport shutdown
system default switchport trunk mode
autosystem default switchport mode F
no zone default-zone permit vsan 1-4093
no zoneset distribute full vsan 1-4093
system default zone mode enhanced

Would you like to edit the configuration? (yes/no) [n]: n

ステップ 24 yes（yesがデフォルトです）と入力すると、この構成を使用および保存できます。

Use this configuration and save it? (yes/no) [y]: yes

ここで、設定を保存しておかないと、次回のスイッチ再起動時に設定が更新されません。yes
と入力して新しい構成を保存します。これによって、キックスタートイメージとシステムイ

メージも自動的に設定されます。

注意

次の作業
CLIに慣れるために、に進みます。
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第 4 章

PowerOn Auto Provisioningの使用方法

この章では、Cisco MDS 9148、9148s、9250i、および 9396sマルチレイヤファブリックスイッ
チと、Cisco MDS 9700およびMDS 9500マルチレイヤディレクタクラススイッチに Power On
Auto Provisioning（POAP）を展開して使用する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• Power On Auto Provisioningの使用方法（25ページ）

Power On Auto Provisioningの使用方法
この章では、Ciscoマルチレイヤディレクタスイッチ（MDS）9148、Cisco MDS 9148S、Cisco
MDS 9250i、Cisco MDS 9396Sマルチレイヤファブリックスイッチ、および Cisco MDS 9700
およびMDS 9500マルチレイヤディレクタクラススイッチの Power On Auto Provisioning
（POAP）を展開して使用する方法について説明します。

Power On Auto Provisioningについて
POAP機能を備えたCisco MDSシリーズスイッチが起動し、スタートアップ構成が検出されな
い場合、スイッチは POAPモードを開始し、設定スクリプトファイルを含む USBデバイスを
USBポート1でチェックします。USBデバイスが見つかった場合、デバイスをチェックして、
デバイスにソフトウェアイメージファイルとスイッチ構成ファイルも含まれているかどうか

を確認します。

スイッチがUSBデバイスをUSBポート1で検出しない場合、またはUSBデバイスに必要なソ
フトウェアイメージファイルまたはスイッチの構成ファイルが含まれていない場合、スイッチ

は DHCPサーバーを見つけ、サーバーのインターフェイス IPアドレス、ゲートウェイ、およ
び DNSサーバー IPアドレスを使用してブートストラップします。さらに、スイッチは、イ
メージと必要な構成ファイルをダウンロードする TFTPサーバーの IPアドレス、またはHTTP
サーバーの URLを取得します。
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次の理由により、POAPがUSB経由で機能不全した場合にのみ、POAPプロセス中にDHCP情
報が使用されます。

• USBが存在しません。

•スクリプトが存在しないか、スクリプトの名前が正しくありません。

•スクリプトの実行が機能不全になりました。

（注）

POAPコンフィギュレーションスクリプト

シスコから提供される参照スクリプトでは、次の機能がサポートされています：

•スイッチ固有の識別子（シリアル番号など）を取得します。

•スイッチ上にソフトウェア画像（システムイメージとキックスタートイメージ）がまだ
存在しない場合は、それらのファイルをダウンロードします。

•ソフトウェアイメージがスイッチ上にインストールされ、次回のリブート時に使用されま
す。

•ダウンロードされた設定がスイッチの次回のリブート時に適用されるようにスケジュール
します。

•スタートアップ構成として構成を保存します。

POAP構成の注意事項および制約事項

POAP構成時の注意事項および制約事項は次のとおりです。

• FAT32 USBのみがサポートされています。（USB上のファイルシステムは FAT32である
必要があります）。Cisco MDS 9700および 9500シリーズスイッチの両方で、POAPは
USB 1ポートでのみサポートされます。

• Cisco MDS 9396Sマルチレイヤファブリックスイッチを含む Cisco MDS 9000シリーズス
イッチのソフトウェアイメージは、POAPをサポートしている必要があります。

USB経由の POAPは、Cisco MDS NX-OSリリース 7.3（0）D1（1）からサポートされてい
ます。

• POAPは、スタートアップ構成を消去してスイッチをリロードすることにより、どのス
イッチでも開始できます。

• POAPでは、スイッチが設定されて動作可能になった後のスイッチのプロビジョニングを
サポートしません。スタートアップ構成のないスイッチの自動プロビジョニングだけがサ

ポートされます。

•重要なPOAPの更新は syslogに記録され、シリアルコンソールから使用可能になります。
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•重大なPOAPエラーは、ブートフラッシュに記録されます。ファイル名のフォーマットは
date-time_poap_PID_[init,1,2].logです。ここで、 date-timeのフォーマットは
YYYYMMDD_hhmmssで、PIDはプロセス IDになります。

•スクリプトログは、ブートフラッシュディレクトリに保存されます。ファイル名のフォー
マットは date-time_poap_PID_script.logです。ここで、 date-timeのフォーマットは
YYYYMMDD_hhmmssで、PIDはプロセス IDになります。

•スクリプトのログファイルの形式を設定できます。このフォーマットは、スクリプトで指
定されます。スクリプトログファイルのテンプレートは、デフォルトのフォーマットに

なっています。ただし、スクリプト実行ログファイルに別のフォーマットを選択できま

す。

• USBスクリプト実行ログは、ブートフラッシュディレクトリに保存されます。ファイル
名のフォーマットは poap.log_usb_MM_DD_HR_MINです。MMは現在の月、DDは日付、
HRは現在の時間、MINは現在の分です。

• POAP機能にライセンスは必要ありません。デフォルトでイネーブル化になっています。

POAPは、Cisco Data Center Network Management（DCNM）にサ
ポートされていません

（注）

POAPのためのネットワークインフラストラクチャ要件
必要なインストールファイルを備えた USBデバイスがない場合、または構成ファイルが USB
に存在しない場合、POAPには次のネットワークインフラストラクチャが必要です。

•インターフェイス IPアドレス、ゲートウェイアドレス、およびDNSサーバーを自力で設
定するための TFTPアドレス。

•ソフトウェアイメージのインストールと構成のプロセスを自動化する構成スクリプトが保
管されている TFTPと SCPまたは HTTPサーバー。

•必要なソフトウェアイメージと構成ファイルが保管されている 1台以上のサーバー
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図 4 : POAPネットワークインフラ

POAPを使用するためのネットワーク環境の設定

POAPのネットワーク環境は、USBまたは DHCPサーバーのいずれかで設定できます。

USBの使用

POAPのネットワーク環境を設定するときに、ソフトウェアイメージ、構成ファイル、および
構成スクリプトを USBにコピーするときは、次のガイドラインに従ってください。

• USB上のPOAP構成スクリプトは、poap_script.tclというタイトルにする必要があります。

•という名前の構成ファイル conf_ <serialnum>.cfgがUSBに存在する必要があります。
スイッチのシリアル番号を取得するには、次の show sprom backplane 1コマンドを実
行します。

switch# show sprom backplane 1
DISPLAY backplane sprom contents:
Common block:
Block Signature : 0xabab
Block Version : 3
Block Length : 160
Block Checksum : 0x128e
EEPROM Size : 512
Block Count : 6
FRU Major Type : 0x6003
FRU Minor Type : 0x0
OEM String : Cisco Systems, Inc.
Product Number : DS-C9148S48PK9
Serial Number : JAF17353076
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Part Number : 73-15809-01

• USBにコピーされるソフトウェアイメージの名前は、標準規格の名前である必要があり、
POAPスクリプトで指定された名前と一致する必要があります。

たとえば、m9100-s5ek9-kickstart-mz.7.3.0.D1.0.159.binおよびm9100-s5ek9-mz.7.3.0.D1.0.159.bin
イメージで Cisco MDS 9148sスイッチを起動するには、次のことを確認します。 POAP構
成スクリプト（poap_script.tcl）には、次の情報が含まれています。

• set m9148s_image_version 7.3.0.D1.0.159

• set m9148s_kickstart_image_src [format m9100-s5ek9-kickstart-mz.%s.bin
$m9148s_image_version]

• set m9148s_system_image_src [format m9100-s5ek9-mz.%s.bin $m9148s_image_version]

POAPスクリプトがスイッチを識別していることを確認します。（注）

• FAT32 USBのみがサポートされています。（USB上のファイルシステムは FAT32である
必要があります）。Cisco MDS 9700および 9500シリーズスイッチの両方で、POAPは
USB 1ポートでのみサポートされます。

•ソフトウェアイメージと構成ファイルの両方が USBに存在する必要があります。構成が
必要ない場合は、conf_serialnumber.cfgという名前の空のファイルを作成します。構成ファ
イルが空の場合、スイッチは USBからイメージを 2回リロードします。

（注）

DHCPサーバーの使用

ステップ 1 構成スクリプト、ソフトウェアイメージ、および構成ファイルをホストするTFTPサーバーを展開します。

ステップ 2 DHCPサーバーを展開します。

ステップ 3 DHCPサーバーで次のパラメーターを構成します。

•インターフェイスアドレス

•ゲートウェイアドレス

• TFTPサーバーの IPアドレス

•ブートファイル名

Linuxでの dhcpd.confの次の例では、ブートファイル名、TFTPサーバー、およびスクリプトファイル名が
示されています。

option vlan-id code 132 = unsigned integer 32 ;
subnet 10.105.188.0 netmask 255.255.255.0 {
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max-lease-time 7200;
class "cisco MDS" {
match if substring(option vendor-class-identifier, 0, 15) = "cisco MDS - tcl";
option bootfile-name "poap_script.tcl";

option subnet-mask 255.255.255.0;
option domain-name "cisco.com";

}
option routers 10.105.188.1;
option tftp-server-name "10.105.188.159";
}

ステップ 4 スイッチのシリアル番号を取得するには、 show sprom backplane 1コマンドを実行します。

ステップ 5 TFTPサーバーのベースディレクトリに、スイッチごとに個別のディレクトリを作成します。各ディレク
トリの名前は、スイッチのシリアル番号と同じにする必要があります。スイッチごとに個別のディレクト

リを作成すると、スイッチごとに個別のソフトウェアイメージまたは構成ファイルを作成できます。

ベースディレクトリには、ソフトウェアイメージ（キックスタートおよびシステムイメージ）

と server-list.cfgファイルが含まれている必要があります。ソフトウェアイメージのファイル名
は、poap_script.tclおよび device-recipe.cfgと一致する必要があります。

各スイッチ用に新しく作成されたディレクトリで、device-recipe.cfgおよび conf_SN.cfgファイル
を維持します。（SNは、対応するスイッチの正確なシリアル番号に置き換えてください。）

（注）

以下は、device-recipe.cfgの例です：
{"serial-number":"JAF1735307V","kick-start-image":{"image-name":"MDS9148S_boot","download-server":
"Default_SCP_Repository"},"system-image":{"image-name":"MDS9148S_isan","download-server":
"Default_SCP_Repository"},"startup-config":{"config-name":"conf_JAF1735307V.cfg","download-server":
"Default_SCP_Repository"}}

以下は、server-list.cfgの例です：
{ "repositories": {"Default_SCP_Repository":{"url":"scp://server_IP/directory_path","username":
"user","password": "password","last-modified-time":"Mon Mar 24 00:22:33 PDT 2014"} }, "resources":{
}}

POAPプロセスのすべてのサンプルファイルは、次のリンクからダウンロードできます：（注）

https://software.cisco.com/download/release.html?mdfid=283453013&softwareid=282088132&release=6.2(11)&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest

サンプルファイルをダウンロードする前に、正しいバージョンの Cisco MDS NX-OSリリース
を選択していることを確認してください。

（注）

POAP処理
POAPプロセスには次のフェーズが関与します：

1. 電源投入

2. USBの検出

3. DHCPの検出

4. スクリプトの実行

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
30

PowerOn Auto Provisioningの使用方法

POAP処理

https://software.cisco.com/download/release.html?mdfid=283453013&softwareid=282088132&release=6.2(11)&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest


5. インストール後のリロード

これらのフェーズ内では、他の処理や分岐点が発生します。次に、POAP処理のフローを表示
します：

POAPプロセスの詳細については、を参照してください。POAPを使用するためのネットワー
ク環境の設定（28ページ）

図 5 : POAP処理

電源投入フェーズ

スイッチの電源を初めて投入すると、スイッチは製造時にインストールされたソフトウェアイ

メージをロードし、起動に使用する構成ファイルを探すことだけをします。構成ファイルが見

つからなかった場合、POAPモードが開始されます。

起動中、POAPを終了して通常のセットアップに進むかどうかを確認するプロンプトが表示さ
れます。POAPを終了することも、続行することもできます。

POAPを続行する場合、ユーザの操作は必要ありません。POAPを終了するかどうかを確認す
るプロンプトは、POAP処理が完了するまで表示され続けます。

（注）
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POAPモードを終了すると、スクリプトが開始されます。POAPモードを続行すると、すべて
の前面パネルのインターフェイスはデフォルト構成でセットアップされます。

USB検出フェーズ

POAPプロセスが開始すると、スイッチは、POAP構成スクリプトファイル（poap_script.tcl）、
構成ファイル、システムとキックスタートイメージと一緒のアクセス可能な USBデバイスの
プレゼンスのルートディレクトリを検索します。

構成スクリプトファイルが USBデバイスにある場合は、POAPは構成スクリプトの実行を開
始します。構成スクリプトファイルが USBデバイスに存在しない場合は、POAPは DHCPの
検出を実行します（障害が発生した場合は、POAPが成功または手動で POAPプロセスを終了
するまで、POAPプロセスは USB検出と DHCP検出を交互に実行します）。

構成スクリプトで指定されたソフトウェアイメージおよびスイッチ構成ファイルが存在する場

合、POAPは、それらのファイルを使用して、ソフトウェアをインストールし、スイッチを構
成します。ソフトウェアイメージおよびスイッチ構成ファイルが USBデバイスに存在しない
場合、POAPはクリーンアップオペレーションを実行し、 DHCPフェーズを最初から開始し
ます。

DHCP検出フェーズ

スイッチは、1台以上のDHCPサーバからのDHCPオファーを要求するDHCP検出メッセージ
をマネジメントインターフェイスで送信します（下記参照図 6 : DHCP検出プロセス（33ペー
ジ）。）Cisco MDSスイッチ上のDHCPクライアントは、クライアント IDオプションにスイッ
チシリアル番号を使用して、それ自体を DHCPサーバーに識別させます。DHCPサーバーは
この IDを使用して、IPアドレスやスクリプトファイル名などの情報をDHCPクライアントに
返すことができます。

POAPプロセスには、最低3600秒（1時間）のDHCPリース期間が必要です。POAPは、DHCP
リース期間を確認します。DHCPリース期間が 3600秒（1時間）に満たない場合、POAPは
DHCPネゴシエーションを実行しません。しかしPOAPは、USBフェーズに入ります。

POAPプロセスは手動で終了する必要があります。（注）

また、DHCP検出メッセージでは、DHCPサーバーからの次のオプションを要請します。

• TFTPサーバー名または TFTPサーバーアドレス：DHCPサーバーは TFTPサーバー名ま
たはTFTPサーバーアドレスをDHCPクライアントに中継します。この情報を使用して、
スクリプトファイルを取得するために TFTPサーバーにお問合せをします。

•ブートファイル名：DHCPサーバは DHCPクライアントにブートファイル名を中継しま
す。ブートファイル名には、TFTPサーバ上のブートファイルへの完全パスが含まれます。
DHCPクライアントは、この情報を使用してスクリプトファイルをダウンロードします。

要件を満たす複数のDHCPオファーが受信された場合は、1つのオファーがランダムに選択さ
れます。デバイスは、選択された DHCPサーバとの DHCPネゴシエーション（要求と確認応
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答）を実行し、DHCPサーバはスイッチに IPアドレスを割り当てます。POAP処理の後続のス
テップでエラーが発生すると、IPアドレスは DHCPに戻されます。

要件を満たす DHCPオファーが存在しない場合、スイッチは DHCPネゴシエーション（要求
と確認応答）を実行せず、IPアドレスは割り当てられません。ただし、スイッチがUSBフェー
ズに戻るため、POAPプロセスは終了しません。

図 6 : DHCP検出プロセス

スクリプトの実行フェーズ

デバイスがDHCP確認応答の情報を使用してデバイス自体をブートストラップした後で、スク
リプトファイルが TFTPサーバーからダウンロードされます。

スイッチは、コンフィギュレーションスクリプトを実行します。これにより、ソフトウェア

イメージのダウンロードとインストール、およびスイッチ固有のコンフィギュレーションファ

イルのダウンロードが行われます。

ただし、この時点では、構成ファイルはスイッチに適用されません。スイッチ上で現在実行中

のソフトウェアイメージが構成ファイル内の一部のコマンドをサポートしていない可能性があ

るためです。スイッチのリブート後はどの場合でもそのソフトウェアイメージの実行が開始さ

れます。その時点でスイッチにコンフィギュレーションが適用されます。
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スクリプトの実行が機能不全になると、DHCP検出プロセスが再開されます。（注）

インストール後のリロードフェーズ

スイッチが再起動し、アップグレードされたソフトウェアイメージ上でコンフィギュレーショ

ンが適用（リプレイ）されます。その後、スイッチは、実行コンフィギュレーションをスター

トアップコンフィギュレーションにコピーします。

POAPを使用するスイッチの設定

始める前に

POAPを使用するために必要なネットワーク環境がセットアップされていることを確認しま
す。詳細については、 USBの使用（28ページ）を参照してください。

ステップ 1 ネットワークにスイッチを設置します。

ステップ 2 スイッチの電源を投入します。

構成ファイルが見つからない場合は、スイッチは POAPモードで起動し、POAPを終了して通常のセット
アップで続行するかどうかを尋ねるプロンプトを表示します。

POAPモードで起動を続行するためのエントリは必要ありません。

ステップ 3 （オプション）POAPモードを終了して、通常のインタラクティブセットアップスクリプトを開始する場
合は、y（yes）を入力します。

スイッチが起動して、POAP処理が開始されます。

次のタスク

設定を確認します。

デバイスコンフィギュレーションの確認

POAPを使用してデバイスのブートストラップ後の構成を確認するには、次のコマンドのいず
れかを使用します：

目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config
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これらのコマンドの詳細については、Cisco MDS 9000 Family Command Referenceを参照してく
ださい。
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C H A P T E R 5
コマンドラインインターフェイスの概要

この章では、コマンドラインインターフェイスについて説明します。

• CLIプロンプトについての情報, on page 37
•コマンドモード, on page 38
•特殊文字, on page 42
•キーストロークショートカット, on page 42
•コマンドの短縮形, on page 44
•部分的なコマンド名の補完, on page 45
•コマンド階層での場所の特定, on page 46
•コマンドの no形式の使用方法 , on page 46
• CLI変数の設定, on page 47
•コマンドエイリアス, on page 49
•コマンドスクリプト, on page 51
•状況依存ヘルプ , on page 53
•正規表現について, on page 55
• showコマンド出力の検索とフィルタリング, on page 56
• --More--プロンプトからの検索およびフィルタリング, on page 62
•コマンド履歴の使用方法（63ページ）
• CLI確認プロンプトのイネーブルまたはディセーブル（65ページ）
• CLI画面の色の設定（65ページ）
•モジュールへのコマンドの送信（66ページ）
• BIOSローダープロンプト, on page 67
• CLIの使用例 , on page 67

CLIプロンプトについての情報
デバイスに正常にアクセスすると、コンソールポートのターミナルウィンドウまたはリモー

トワークステーションに、次の例のような CLIプロンプトが表示されます。

User Access Verification
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login: admin
Password:<password>
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2009, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php
switch#

デフォルトのデバイスホスト名を変更できます。

CLIプロンプトから、次の方法を実行できます。

•機能を設定するための CLIコマンドを使用する

•コマンド履歴にアクセスする

•コマンド解析機能を使用する

通常の動作では、ユーザ名の大文字と小文字が区別されます。ただし、コンソールポートを介

してデバイスに接続する場合、ユーザ名がどのように定義されているかに関係なく、すべて大

文字でログインユーザ名を入力できます。正しいパスワードを入力すれば、デバイスにログイ

ンできます。

Note

コマンドモード
ここでは、Cisco NX-OS CLIでのコマンドモードについて説明します。

EXECコマンドモード
初めてログインしたときに、Cisco NX-OSソフトウェアでは EXECモードが開始されます。
EXECモードで使用可能なコマンドには、デバイスの状態および構成情報を表示する showコ
マンド、clearコマンド、ユーザーがデバイスコンフィギュレーションに保存しない処理を実
行するその他のコマンドがあります。

グローバル構成コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードでは、広範なコマンドにアクセスできます。この

用語は、デバイスに全体的な影響を与える特性または特徴を示しています。グローバル構成

モードでコマンドを入力すると、デバイスをグローバルに構成したり、より具体的な構成モー

ドを開始してインターフェイスやプロトコルなどの特定の要素を構成したりできます。
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SUMMARY STEPS

1. configure terminal

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

CLIプロンプトが変わり、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに入った

ことが示されます。

Note
switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

インターフェイスコンフィギュレーションモードは、グローバルコンフィギュレーション

モードから開始する、特定のコンフィギュレーションモードの1例です。デバイスのインター
フェイスを設定するには、インターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始する必要があります。

インターフェイスごとに多くの機能をイネーブルにする必要があります。インターフェイスコ

ンフィギュレーションコマンドを使用すると、イーサネットインターフェイスや管理インター

フェイス（mgmt 0）などの、デバイス上のインターフェイスの動作が変更されます。

インターフェイスの構成の詳細については、ご使用のデバイスの Cisco Nexus Interfaces Guide
を参照してください。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface type number

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定します。interface type number

Example:

ステップ 2

CLIにより、指定したインターフェイスのインター
フェイスコンフィギュレーションモードになりま

す。

switch(config)# interface ethernet 2/2 switch(config-if)#
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PurposeCommand or Action

CLIプロンプトが変わり、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードに

入ったことが示されます。

Note

サブインターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードから、サブインターフェイスと呼ばれる VLANイ
ンターフェイスを設定するためのコンフィギュレーションサブモードにアクセスできます。サ

ブインターフェイスコンフィギュレーションモードでは、1つの物理インターフェイスに複数
の仮想インターフェイスを設定できます。サブインターフェイスは、別個の物理インターフェ

イスとしてプロトコルに認識されます。

また、サブインターフェイスは、プロトコルによる単一インターフェイスでの複数のカプセル

化を可能にします。たとえば、IEEE 802.1Qカプセル化を設定して、サブインターフェイスを
VLANに関連付けることができます。

サブインターフェイスの構成の詳細については、ご使用のデバイスの『Cisco Nexus Interfaces
Guide』を参照してください。サブインターフェイスコマンドの詳細については、ご使用のデ
バイスの『Command Reference Guide』を参照してください。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface type number.subint

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定する VLANインターフェイスを指定します。interface type number.subint

Example:

ステップ 2

CLIは、指定したVLANインターフェイスに対する
サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface ethernet 2/2.1
switch(config-subif)#

CLIプロンプトが変わり、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに入った

ことが示されます。

Note
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コマンドモードの保存と復元

Cisco NX-OSソフトウェアでは、現在のコマンドモードを保存しておき、機能を設定した後
に、前のコマンドモードを復元することができます。pushコマンドでコマンドモードを保存
し、popコマンドでコマンドモードを復元します。

次の例は、コマンドモードを保存し、復元する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# event manager applet test
switch(config-applet)# push
switch(config-applet)# configure terminal
switch(config)# username testuser password newtest
switch(config)# pop
switch(config-applet)#

コマンドモードの概要

この表は、主なコマンドモードの概要を示しています。

Table 2:コマンドモードの概要

終了方法プロンプトアクセス方法モード

終了してログインプロンプト

に戻るには、exitコマンドを
使用します。

switch#
ログインプロンプトか

ら、ユーザ名とパス

ワードを入力します。

EXEC

終了してEXECモードに戻る
には、endまたは exitコマン
ドを使用するか、Ctrl-Zを押
します。

switch(config)#
EXECモードで、
configure terminalコマ
ンドを使用します。

グローバルコ

ンフィギュレー

ション

終了してグローバル構成モー

ドに戻るには、exitコマンド
を使用します。

終了してEXECモードに戻る
には、exitコマンドを使用す
るか、Ctrl+Zを押します。

switch(config-if)#
グローバル構成モード

で、interfaceコマンド
を使用してインター

フェイスを指定しま

す。

インターフェイ

スコンフィ

ギュレーション

終了してグローバル構成モー

ドに戻るには、exitコマンド
を使用します。

終了してEXECモードに戻る
には、endコマンドを使用す
るか、Ctrl-Zを押します。

switch(config-subif)#
グローバル構成モード

で、interfaceコマンド
を使用してインター

フェイスを指定しま

す。

サブインター

フェイスコン

フィギュレー

ション
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特殊文字
次の表に、Cisco NX-OSのテキストストリングで特別な意味を持つ文字を示します。正規表現
あるいはその他の特有なコンテキストでのみ使用します。

Table 3:特殊文字

説明文

字

パーセント%

ポンド、ハッシュ、または番号#

省略符号...

縦線|

より小さい、またはより大きい< >

角カッコ[ ]

波カッコ{ }

キーストロークショートカット
次の表に、EXECモードおよびコンフィギュレーションモードの両方で使用されるコマンド
キーの組み合わせを示します。

Table 4:キーストロークショートカット

説明キーストロー

ク

カーソルを行の先頭に移動します。Ctrl+A

カーソルを 1文字左に移動します。複数行にわたってコマンドを入力すると
きは、左矢印キーまたは Ctrl+Bキーを繰り返し押してシステムプロンプト
までスクロールバックして、コマンドエントリの先頭まで移動できます。

あるいは Ctrl+Aキーを押してコマンドエントリの先頭に移動します。

Ctrl+B

コマンドを取り消して、コマンドプロンプトに戻ります。Ctrl+C

カーソル位置にある文字を削除します。Ctrl+D

カーソルを行の末尾に移動します。Ctrl+E
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説明キーストロー

ク

カーソルを 1文字右に移動します。Ctrl+F

コマンドストリングを削除せずに、コマンドモードを終了して以前のコマ

ンドモードに戻ります。

Ctrl+G

カーソル位置からコマンドラインの末尾までのすべての文字を削除します。Ctrl+K

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+L

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。Ctrl+N

端末画面をクリアします。Ctrl+O

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。Ctrl+P

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+R

カーソルの下の文字を、カーソルの右にある文字と置き換えます。その後

カーソルは 1文字右に移動します。
Ctrl+T

カーソル位置からコマンドラインの先頭までのすべての文字を削除します。Ctrl+U

次のキーストロークに関する特別な意味を削除します。たとえば、正規表現

で疑問符（?）を入力する前に、Ctrl+Vを押します。
Ctrl+V

カーソルの左にある単語を削除します。Ctrl+W

入力したコマンドの履歴を表示します。

このキーの組み合わせを使用するときは、CtrlキーとXキーを同時に押して
リリースしてから、Hを押します。

Ctrl+X、H

バッファ内の最新のエントリを呼び出します（キーを同時に押します）。Ctrl+Y

コンフィギュレーションセッションを終了して、EXECモードに戻ります。

有効なコマンドを入力してから、コマンドラインの最後でCtrl+Zを使用する
と、コマンドの結果の設定がまず実行コンフィギュレーションファイルに追

加されます。

Ctrl+Z

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。上矢印キー

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。下矢印キー

コマンドストリング上でカーソルを前後に移動して、現在のコマンドを編集

します。

右矢印キー

左矢印キー

使用可能なコマンドのリストを表示します。?

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
43

コマンドラインインターフェイスの概要

キーストロークショートカット



説明キーストロー

ク

ワードの最初の数文字を入力して Tabキーを押すと、ワードが補完されま
す。文字に一致するすべてのオプションが表示されます。

タブを使用して、次の項目を入力します。

•コマンド名

•ファイルシステム内のスキーム名

•ファイルシステム内のサーバ名

•ファイルシステム内のファイル名

タブ

例：

switch(config)# c<Tab>
callhome class-map clock cts
cdp cli control-plane
switch(config)# cl<Tab>
class-map cli clock
switch(config)# cla<Tab>
switch(config)# class-map

例：

switch# cd bootflash:<Tab>
bootflash: bootflash://sup-1/
bootflash:/// bootflash://sup-2/
bootflash://module-5/ bootflash://sup-active/
bootflash://module-6/ bootflash://sup-local/

例：

switch# cd bootflash://mo<Tab>
bootflash://module-5/ bootflash://module-6/cv
switch# cd bootflash://module-

コマンドの短縮形
コマンドの最初の数文字を入力することで、コマンドおよびキーワードを省略できます。省略

形には、コマンドまたはキーワードを一意に識別でき得る文字数を含める必要があります。コ

マンドの入力で問題が生じた場合は、システムプロンプトを確認し、疑問符（?）を入力して
使用できるコマンドのリストを表示してください。コマンドモードが間違っているか、間違っ

た構文を使用している可能性があります。
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次の表に、コマンド省略形の例を示します。

Table 5:コマンド省略形の例

省略形コマンド

conf tconfigure terminal

copy run
start

copy running-config startup-config

int e 1/2interface ethernet 1/2

sh runshow running-config

部分的なコマンド名の補完
完全なコマンド名を思い出せない場合や、入力の作業量を減らしたい場合は、コマンドの先頭

の数文字を入力して、Tabキーを押します。コマンドラインパーサーは、入力されたストリン
グがコマンドモードで一意である場合に、コマンドを補完します。キーボードに Tabキーが
ない場合は、代わりに Ctrl-Iキーを押します。

コマンドは、コマンドが一意になるのに十分な文字が入力されていれば、CLIによって認識さ
れます。たとえば、特権 EXECモードで confと入力すると、CLIはエントリを configureコマ
ンドと関連付けることができます。これは、confで始まるコマンドが configureコマンドのみ
であるためです。

次の例では、Tabキーを押したときに、CLIによって EXECモードで confの一意の文字列が
認識されます。

switch# conf<Tab>
switch# configure

コマンド補完機能を使用すると、CLIにより完全なコマンド名が表示されます。コマンドは、
ReturnキーまたはEnterキーを押すまで、CLIによって実行されません。これにより、完全な
コマンドが省略形によって意図したものでない場合に、コマンドを修正できます。入力した一

連の文字に対して、対応するコマンドが複数ある場合は、一致するコマンドのリストが表示さ

れます。

たとえば、co<Tab>と入力すると、EXECモードで利用可能な、coで始まるすべてのコマンド
がリストされます。

switch# co<Tab>
configure copy
switch# co

コマンドエントリを補完できるよう、入力した文字は再びプロンプトに表示されることに注意

してください。
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コマンド階層での場所の特定
一部の機能では、コンフィギュレーションサブモード階層が 1つのレベル以上ネストされま
す。この場合は、Present Working Context（PWC）に関する情報を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. where detail

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

PWCを表示します。where detail

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)# interface mgmt0
switch(config-if)# where detail
mode: conf

interface mgmt0
username: admin

コマンドの no形式の使用方法
大部分の構成コマンドには no形式があり、これを使用して、機能を無効化したり、デフォル
ト値に戻したり、設定を削除したりできます。Cisco NX-OSコマンドリファレンスの資料で
は、コマンドの no形式が使用できる場合は、no形式の機能について説明しています。

次に、機能をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature tacacs+
switch(config)# no feature tacacs+

次に、機能をデフォルト値に戻す例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# banner motd #Welcome to the switch#
switch(config)# show banner motd
Welcome to the switch

switch(config)# no banner motd
switch(config)# show banner motd
User Access Verification

次に、機能の設定を削除する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# radius-server host 10.10.2.2
switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1

following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

10.10.2.2:
available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

switch(config)# no radius-server host 10.10.2.2
switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1

following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

次に、EXECモードでコマンドの no形式を使用する例を示します。

switch# cli var name testinterface ethernet1/2
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"
testinterface="ethernet1/2"

switch# cli no var name testinterface
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"

CLI変数の設定
ここでは、Cisco NX-OS CLIの CLI変数について説明します。

CLI変数について
Cisco NX-OSソフトウェアは CLIコマンドでの変数の定義および使用をサポートします。

CLI変数は、次の方法で参照できます。

•コマンドラインで直接入力する。
• run-scriptコマンドを使用して開始されたスクリプトに渡す。親シェルで定義した変数は
子 run-scriptコマンドプロセスで使用できます。

CLI変数には、次の特性があります。
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•入れ子状態の参照を使用して、別の変数から変数を参照することはできません。
•スイッチのリロード時に維持することも、現在のセッションのみに使用することもできま
す。

Cisco NX-OSは、事前定義された TIMESTAMP変数をサポートします。この変数は、コマンド
を実行するときの YYYY-MM-DD-HH.MM.SSフォーマットの現在時刻を参照します。

TIIMESTAMP変数名は大文字と小文字を区別します。文字はすべて大文字です。Note

CLIセッション限定の変数の設定
CLIセッションの間だけ有効なCLIセッション変数を定義できます。これらの変数は定期的に
実行するスクリプトに役立ちます。丸括弧で名前を囲み、変数の前にドル記号（$）を付ける
ことによって、変数を参照できます。たとえば、$(variable-name)です。

SUMMARY STEPS

1. cli var name variable-name variable-text

2. (Optional) show cli variables

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

CLIセッション変数を設定します。variable-name引
数は、31文字以内の英数字で指定します。大文字と

cli var name variable-name variable-text

Example:

ステップ 1

小文字が区別されます。variable-text引数は、200文switch# cli var name testinterface ethernet 2/1
字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が区

別されます。スペースを含めることができます。

CLI変数の設定を表示します。(Optional) show cli variables

Example:

ステップ 2

switch# show cli variables

固定 CLI変数の設定
CLIセッションの終了後やデバイスのリロード後に保持される CLI変数を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. cli var name variable-name variable-text

3. exit
4. (Optional) show cli variables
5. (Optional) copy running-config startup-config
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

CLI固定変数を設定します。変数名は、英数字スト
リングで指定します。大文字と小文字が区別されま

cli var name variable-name variable-text

Example:

ステップ 2

す。変数名の先頭を英字にする必要があります。31
文字以内で指定します。

switch(config)# cli var name testinterface
ethernet 2/1

グローバル構成モードを終了します。exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

CLI変数の設定を表示します。(Optional) show cli variables

Example:

ステップ 4

switch# show cli variables

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

コマンドエイリアス
ここでは、コマンドエイリアスについて説明します。

コマンドエイリアスについて

コマンドエイリアスを定義して、使用頻度の高いコマンドを置き換えることができます。コマ

ンドエイリアスは、コマンド構文の全体または一部を表すことができます。

コマンドエイリアスには、次の特性があります。

•コマンドエイリアスはすべてのユーザセッションに対してグローバルです。

•コマンドエイリアスは、スタートアップコンフィギュレーションに保存しておけば、再
起動後も維持されます。

•コマンドエイリアス変換は常にすべてのコンフィギュレーションモードまたはサブモー
ドのすべてのキーワードの中で最優先されます。

•コマンドエイリアスの設定は他のユーザセッションに対してただちに有効になります。
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• CiscoNX-OSソフトウェアには、デフォルトのエイリアスaliasが用意されています。この
エイリアスは、show cli aliasコマンドと同等であり、ユーザー定義のエイリアスをすべて
表示します。

•デフォルトのコマンドエイリアス aliasは、削除することも変更することもできません。

•エイリアスは最大深度 1までネストできます。1つのコマンドエイリアスは、有効なコマ
ンドを参照する必要がある別のコマンドエイリアスを参照できますが、その他のコマンド

エイリアスは参照できません。

•コマンドエイリアスは必ず、コマンドラインの最初のコマンドキーワードを置き換えま
す。

•任意のコマンドモードでコマンドのコマンドエイリアスを定義できます。

•コマンドエイリアス内で CLI変数を参照すると、変数参照ではなくその変数の現在の値
がエイリアス内で使用されます。

•コマンドエイリアスは showコマンドの検索およびフィルタリングに使用できます。

コマンドエイリアスの定義

よく使用するコマンドにはコマンドエイリアスを定義できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. cli alias name alias-name alias-text

3. exit
4. (Optional) alias
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

コマンドエイリアスを設定します。エイリアス名は

英数字で表します。大文字と小文字は区別されませ

cli alias name alias-name alias-text

Example:

ステップ 2

ん。先頭は英字にする必要があります。30文字以内
で指定します。

switch(config)# cli alias name ethint interface
ethernet

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3
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PurposeCommand or Action
switch(config)# exit
switch#

コマンドエイリアス設定を表示します。(Optional) alias

Example:

ステップ 4

switch# alias

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

ユーザセッション用のコマンドエイリアスの設定

現在のユーザーセッション用のコマンドエイリアスを作成できます。これは Cisco NX-OSデ
バイス上の他のすべてのユーザーが使用できません。また、コマンドエイリアスを保存し、現

在のユーザアカウントであとで使用することもできます。

手順の概要

1. terminal alias [persist] alias-name command -string

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

現在のユーザセッション用のコマンドエイリアス

を設定します。ユーザーアカウントであとで使用す

terminal alias [persist] alias-name command -string

例：

ステップ 1

るようにエイリアスを保存するには、persistキー
ワードを使用します。

switch# terminal alias shintbr show interface
brief

persistキーワードは短縮しないでくださ
い。

（注）

コマンドスクリプト
ここでは、複数のタスクを実行するためにコマンドのスクリプトを作成する方法について説明

します。

コマンドスクリプトの実行

ファイルでコマンドのリストを作成し、CLIからこれらのコマンドを実行できます。コマンド
スクリプトでは CLI変数を使用できます。
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CLIプロンプトではスクリプトファイルを作成できません。スクリプトファイルは、リモー
トデバイスで作成し、Cisco NX-OSデバイス上の bootflash:、slot0:、または volatile:ディレク
トリにコピーします。

Note

SUMMARY STEPS

1. run-script [bootflash: | slot0: | volatile:]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デフォルトディレクトリのファイル内のコマンドを

実行します。

run-script [bootflash: | slot0: | volatile:]filename

Example:

ステップ 1

switch# run-script testfile

端末への情報のエコー

端末に情報をエコーできます。これは、コマンドスクリプトで特に役立ちます。CLI変数を参
照し、エコーされるテキストでフォーマットオプションを使用できます。

次の表に、テキストに挿入できるフォーマットオプションを示します。

Table 6: echoコマンドのフォーマットオプション

説明フォーマットオプショ

ン

バックスペースを挿入します。\b

テキストストリングの最後にある改行文字が削除されます。\c

フォームフィード文字が挿入されます。\f

改行文字が挿入されます。\n

テキスト行の最初に戻ります。\r

水平タブ文字が挿入されます。\t

垂直タブ文字が挿入されます。\v

バックスラッシュ文字が表示されます。\\

対応する ASCII 8進文字が表示されます。\nnn
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SUMMARY STEPS

1. echo [backslash-interpret] [text]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

backslash-interpretキーワードは、テキスト文字列
にフォーマットオプションが含まれることを示しま

echo [backslash-interpret] [text]

Example:

ステップ 1

す。text引数は、英数字で指定します。大文字と小switch# echo This is a test.
This is a test. 文字が区別されます。空白を含めることができま

す。200文字以内で指定します。デフォルトは空白
行です。

コマンド処理の遅延

コマンドアクションを一定の時間、遅延できます。これは、コマンドスクリプト内で特に役

に立ちます。

SUMMARY STEPS

1. sleep seconds

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

遅延をある秒数発生させます。値の範囲は 0～
2147483647です。

sleep seconds

Example:

ステップ 1

switch# sleep 30

状況依存ヘルプ
Cisco NX-OSソフトウェアの CLIには、状況依存ヘルプが用意されています。コマンド内の任
意の位置に疑問符（?）を使用することで、有効な入力オプションを表示できます。

CLIでは、入力エラーを特定するためにキャレット（^）記号が使用されます。^記号は、コマ
ンドストリング内の誤ったコマンド、キーワード、または引数が入力された位置に表示されま

す。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
53

コマンドラインインターフェイスの概要

コマンド処理の遅延



次の表に、状況依存ヘルプの出力例を示します。

Table 7:状況依存ヘルプの例

説明出力例

EXECモードでの clockコマンドのコマンド構
文を表示します。

switchの出力は、clockコマンドを使用するに
は setキーワードが必要であることを示してい
ます。

switch# clock ?
set HH:MM:SS Current Time

switch# clock

時刻を設定するためのコマンド構文を表示しま

す。

ヘルプ出力は、クロックの設定に現在時刻が必

要であること、および時刻のフォーマット方法

を示しています。

switch# clock set ?
WORD HH:MM:SS Current Time

switch# clock set

現在時刻を追加します。

CLIは、コマンドが不完全であることを示して
います。

switch# clock set 13:32:00<CR>
% Incomplete command
switch#

入力した直前のコマンドを表示します。switch# <Ctrl-P>
switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドに対する追加の引数を表示し
ます。

switch# clock set 13:32:00 ?
<1-31> Day of the month

switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドに対する追加の引数を表示し
ます。

switch# clock set 13:32:00 18 ?
April Month of the year
August Month of the year
December Month of the year
February Month of the year
January Month of the year
July Month of the year
June Month of the year
March Month of the year
May Month of the year
November Month of the year
October Month of the year
September Month of the year

switch# clock set 13:32:00 18

クロック設定に日付を追加します。

CLIは、08の位置にキャレット記号（^）を使
用してエラーを示しています。

switch# clock set 13:32:00 18 April 08<CR>
% Invalid input detected at '^' marker.

この年に対応する適切な引数を表示します。
switch# clock set 13:32:00 18 April ?
<2000-2030> Enter the year (no

abbreviation)
switch# clock set 13:32:00 18 April
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説明出力例

clock setコマンドの正しい構文を入力します。
switch# clock set 13:32:00 18 April
2008<CR>
switch#

正規表現について
Cisco NX-OSソフトウェアは、CLI出力（showコマンドなど）の検索またはフィル処理で正規
表現をサポートしています。正規表現では大文字と小文字が区別され、また複雑な一致要件を

設定することができます。

特殊文字

他のキーボード文字（!や ~など）を、単一文字パターンとして使用することもできますが、
特定のキーボード文字は、正規表現内で使用した場合特別な意味を持ちます。

次の表に、特別な意味を持つキーボード文字を示します。

Table 8:特別な意味を持つ特殊文字

特別な意味文字

スペースを含む任意の単一文字と一致します。.

0個以上のパターンのシーケンスと一致します。*

1個以上のパターンのシーケンスと一致します。+

0または 1回のパターンと一致します。?

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

カンマ（,）、左波カッコ（{）、右波カッコ（}）、左カッコ（(）、右
カッコ（)）、ストリングの先頭、ストリングの末尾、またはスペースと
一致します。

_（アンダースコ
ア）

これらの特殊文字を単一文字パターンとして使用するときは、各文字の前にバックスラッシュ

（\）を置いて特別な意味を除外してください。次の例には、ドル記号（$）、アンダースコア
（_）、およびプラス記号（+）にそれぞれ一致する単一文字パターンが含まれています。

\$ \_ \+
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複数文字のパターン

文字、数字、または特別な意味を持たないキーボード文字を連結して、複数文字のパターンを

指定することもできます。たとえば、a4%は複数文字の正規表現です。

複数文字パターンでは、順序が大切です。a4%という正規表現は、aという文字のあとに 4が
続き、そのあとにパーセント記号（%）が続く文字と一致します。ストリングの中にa4%とい
う文字がその順序で含まれていないと、パターンマッチングは失敗します。複数文字正規表現

a.（文字 aの後にピリオド）は、ピリオド文字の特別な意味を使用して、文字 aの後に任意
の単一文字が続くストリングと一致します。この例では、ab、a!、またはa2というストリング
はすべてこの正規表現と一致します。

特殊文字の特別な意味は、特殊文字の前にバックスラッシュを挿入することで無効にできま

す。たとえば、表現a\.がコマンド構文で使用されている場合、文字列a.だけが一致します。

位置指定

特殊文字を使用してストリング内での正規表現の位置を指定することで、正規表現パターンを

ストリングの先頭または末尾と一致させることができます。

次の表に、位置指定に使用可能な特殊文字を示します。

Table 9:位置指定に用いられる特殊文字

説明文

字

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

たとえば、正規表現 ^conは conで始まる任意の文字列と一致し、sole$は soleで終わる任意の
文字列と一致します。

^記号は、角カッコで囲まれた範囲に論理関数「not」を指定する場合にも使用されます。たと
えば、正規表現[^abcd]は、a、b、c、または d以外の任意の単一文字に一致する範囲を示し
ます。

Note

showコマンド出力の検索とフィルタリング
多くの場合、showコマンドの出力は、長くて煩雑になります。Cisco NX-OSソフトウェアで
は、情報を簡単に見つけ出すために、出力の検索およびフィルタリングを行うことができま

す。検索およびフィルタリングのオプションは、 showコマンドの末尾にパイプ記号（|）を
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付け、その後に指定します。これらのオプションは、CLI状況依存ヘルプ機能を使用して表示
できます。

switch# show running-config | ?
cut Print selected parts of lines.
diff Show difference between current and previous invocation (creates temp files:

remove them with 'diff-clean' command and don't use it on commands with big
outputs, like 'show tech'!)

egrep Egrep - print lines matching a pattern
grep Grep - print lines matching a pattern
head Display first lines
human Output in human format
last Display last lines
less Filter for paging
no-more Turn-off pagination for command output
perl Use perl script to filter output
section Show lines that include the pattern as well as the subsequent lines that are

more indented than matching line
sed Stream Editor
sort Stream Sorter
sscp Stream SCP (secure copy)
tr Translate, squeeze, and/or delete characters
uniq Discard all but one of successive identical lines
vsh The shell that understands cli command
wc Count words, lines, characters
begin Begin with the line that matches
count Count number of lines
end End with the line that matches
exclude Exclude lines that match
include Include lines that match

フィルタリングおよび検索のキーワード

Cisco NX-OS CLIには、showコマンドと併用してコマンド出力の検索やフィルタ処理を実行で
きる、一連のキーワードが用意されています。

次の表に、CLI出力のフィルタリングや検索を行うためのキーワードを示します。

Table 10:フィルタリングおよび検索のキーワード

説明キーワードの構文

検索ストリングと一致するテキストが含まれ

ている行から表示を開始します。検索ストリ

ングは大文字と小文字が区別されます。

begin string

例：

show version | begin Hardware

コマンド出力の行数を表示します。count

例：

show running-config | count
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説明キーワードの構文

一部の出力行のみを表示します。一定のバイ

ト数（-b）、文字数（-vcut [-d character] {-b |
-c | -f | -s}）、またはフィールド数（-f）を表示
できます。また、-dキーワードを使用して、
デフォルトのタグ文字以外のフィールドデリ

ミタを定義することもできます。-sキーワー
ドは、デリミタが含まれない行の表示を抑制

します。

cut [-d character] {-b | -c | -f | -s}

例：

show file testoutput | cut -b 1-10

検索ストリングの最後の一致になるまですべ

ての行を表示します。

end string

例：

show running-config | end interface

検索ストリングが含まれていない行をすべて

表示します。検索ストリングは大文字と小文

字が区別されます。

exclude string

例：

show interface brief | exclude down

出力の先頭を指定の行数だけ表示します。デ

フォルトの行数は 10です。
head [lines lines]

例：

show logging logfile | head lines 50

検索ストリングが含まれている行をすべて表

示します。検索ストリングは大文字と小文字

が区別されます。

include string

例：

show interface brief | include up

出力の末尾を指定の行数だけ表示します。デ

フォルトの行数は 10です。
last [lines]

例：

show logging logfile | last 50

途中で停止せずにすべての出力を表示します。

画面の一番下に「––More––」プロンプトは
表示されなくなります。

no-more

例：

show interface brief | no-more

Streaming Secure Copy（sscp）を使用して出力
を名前付き SSH接続にリダイレクトします。
名前付きの SSH接続は、ssh nameコマンドを
使用して作成できます。

sscp SSH-connection-name filename

例：

show version | sscp MyConnection
show_version_output

文字数、行数、または単語数を表示します。

デフォルトでは、行数、単語数、および文字

数を表示します。

wc[bytes |lines |words]

例：

show file testoutput | wc bytes
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diffユーティリティ
showコマンドからの出力と、そのコマンドを以前に実行したときの出力を比較できます。

diff-clean [all-session] [all-users]

次の表で、diffユーティリティのキーワードについて説明します。

説明キーワード

現在のユーザーのすべてのセッション（過去

および現在のセッション）から比較の一時ファ

イルが削除されます。

all-sessions

すべてのユーザーのすべてのセッション（過

去および現在のセッション）から比較の一時

ファイルが削除されます。

all-users

Cisco NX-OSソフトウェアは、現在および以前のすべてのユーザーセッションに対する show
コマンドの最新の出力について、一時ファイルを作成します。これらの一時ファイルを削除す

るには、diff-cleanコマンドを使用します。

diff-clean [all-sessions | all-users]

デフォルトでは、diff-cleanコマンドによって現在のユーザーのアクティブセッションに対す
る一時ファイルが削除されます。all-sessionsキーワードを指定すると、現在のユーザーの過去
および現在の全セッションに対する一時ファイルが削除されます。all-usersキーワードを指定
すると、すべてのユーザーの過去および現在の全セッションに対する一時ファイルが削除され

ます。

grepおよび egrepユーティリティ
Global Regular Expression Print（grep）および Extended grep（egrep）コマンドラインユーティ
リティを使用して、showコマンド出力をフィルタリングすることができます。

grepと egrepの構文は次のとおりです。

{grep | egrep} [count] [ignore-case] [invert-match] [line-exp] [line-number] [next lines] [prev lines]
[word-exp] expression}]

次の表に、grepと egrepのパラメータを示します。

Table 11: grepおよび egrepのパラメータ

説明パラメータ

一致した行の合計数のみを表示します。count

一致した行の大文字と小文字の相違を無視するように指定します。ignore-case

表現が一致しない行を表示します。invert-match
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説明パラメータ

行に完全に一致する行だけを表示します。line-exp

一致した各行の前の行番号を表示するように指定します。line-number

一致した行の後に表示する行数を指定します。デフォルトは0です。有効な範囲
は 1～ 999です。

next lines

一致した行の前に表示する行数を指定します。デフォルトは0です。有効な範囲
は 1～ 999です。

prev lines

単語が完全に一致する行だけを表示します。word-exp

出力を検索するための正規表現を指定します。式

lessユーティリティ
lessユーティリティを使用して、showコマンド出力の内容を 1画面ずつ表示できます。「:」
プロンプトにおいて lessコマンドを入力できます。使用可能な lessコマンドをすべて表示する
には、「:」プロンプトで hを入力します。

sedユーティリティ
ストリームエディタ（sed）ユーティリティを次のように使用して、showコマンド出力のフィ
ルタリングや操作を実行できます。

sed command

command引数には、sedユーティリティのコマンドを含みます。

sortユーティリティ
ソートユーティリティを使用して、showコマンドの出力のフィルタ処理を行えます。

sortユーティリティの構文は次のとおりです。

sort [-M] [-b] [-d] [-f] [-g] [-i] [-k field-number[.char-position][ordering]] [-n] [-r] [-t delimiter] [-u]

次の表に、ソートユーティリティのパラメータの説明を示します。

表 12 : sortユーティリティのパラメータ

説明パラメータ

月でソートします。-M
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説明パラメータ

先頭のブランク（空白文字）を無視します。

デフォルトのソートでは、先頭のブランクが

考慮されます。

-b

ブランクと英数字のみを比較してソートしま

す。デフォルトのソートでは、すべての文字

が考慮されます。

-d

小文字を大文字として処理します。-f

一般的な数値を比較してソートします。-g

印刷可能な文字だけを使用してソートします。

デフォルトのソートでは、印刷不可能な文字

も考慮されます。

-i

キー値に従ってソートします。デフォルトの

キー値はありません。

-k field-number[.char-position][ordering]

数値ストリングの値に従ってソートします。-n

ソート結果の順序を逆にします。デフォルト

のソート出力は昇順です。

-r

指定のデリミタを使用してソートします。デ

フォルトのデリミタは空白文字です。

-t delimiter

ソート結果から重複行を取り除きます。ソー

ト出力では重複行が表示されます。

-u

sscpユーティリティ
Streamed Secure Copy Protocol（sscp）を使用して、 showコマンドの出力をリモートサーバ上の
ファイルにリダイレクトできます。

sscp connection-name destination-file
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sscpコマンドを使用する前に、セキュアシェル（SSH）接続を作成する必要があります。

SSH接続は、 ssh nameコマンドを使用して作成できます。パスワードは、ssh-primary-connection
を作成するときに一度だけ指定します。したがって、パスワードをもう一度入力する必要はあ

りません。SSHサーバーはcatコマンドをサポートする必要があります。SSHサーバがWindows
システムで実行されている場合は、GNUの binutilsから cat.exeファイルをWindowsパスへコ
ピーする必要があります。sscpコマンドは、パイプ文字（|）の最後に使用されます。

このコマンドにライセンスは必要ありません。

（注）

次の例は、sscpを使用して showコマンドの出力をリモートサーバーにコピーする方法を示し
ています：

switch# ssh name mybox admin 172.23.152.34

WARNING!!!
READ THIS BEFORE ATTEMPTING TO LOGON

This System is for the use of authorized users only. Individuals
using this computer without authority, or in excess of their
...

admin@172.23.152.34's password:
switch# show version | sscp mybox /users/admin/sscp_output

--More--プロンプトからの検索およびフィルタリング
showコマンド出力の --More–-プロンプトで出力の検索やフィルタ処理を実行できます。

次の表に、--More–プロンプトコマンドの説明を示します。

Table 13: --More--プロンプトコマンド

説明コマンド

指定した行数か現在の画面サイズ分の出力行を表示します。[lines]<space>

指定した行数か現在の画面サイズ分の出力行を表示します。lines引数
を使用すると、その値が新しいデフォルト画面サイズになります。

[lines]z

指定した行数か現在のデフォルトの行数で出力行を表示します。初期

のデフォルトは 1行です。オプションの lines引数を使用すると、そ
の値がこのコマンドで表示する新しいデフォルトの行数になります。

[lines]<return>

指定した行数か現在のデフォルトの行数で出力行をスクロールしま

す。初期のデフォルトは 11行です。オプションの lines引数を使用す
ると、その値がこのコマンドで表示する新しいデフォルトの行数にな

ります。

[lines]dまたは
[lines]Ctrl+shift+D
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説明コマンド

--More--プロンプトを終了します。qまたは Qまたは
Ctrl-C

指定した行数か現在のデフォルトの行数だけ出力をスキップし、1画
面分の出力行を表示します。デフォルトは 1行です。

[lines]s

指定した画面数か現在のデフォルトの画面数だけ出力をスキップし、

1画面分の出力行を表示します。デフォルトは 1画面です。
[lines]f

現在の行番号を表示します。=

正規表現に一致する行までスキップし、1画面分の出力行を表示しま
す。正規表現の複数回の繰り返しで行を検索する場合は、オプション

の count引数を使用します。このコマンドにより、他のコマンドで使
用可能な現在の正規表現が設定されます。

[count]/expression

現在の正規表現に次に一致する行までスキップし、1画面分の出力行
を表示します。複数の一致をスキップする場合は、オプションのcount
引数を使用します。

[count]n

shell-cmd引数に指定したコマンドをサブシェルで実行します。{! | :![shell-cmd]}

前のコマンドを繰り返します。.

コマンド履歴の使用方法
Cisco NX-OSソフトウェアのCLIでは、現在のユーザセッションのコマンド履歴にアクセスで
きます。コマンドを呼び出し、そのまま再実行できます。また、実行前に修正することも可能

です。コマンド履歴はクリアすることもできます。

コマンドの呼び出し

コマンド履歴内のコマンドを呼び出して、必要に応じて修正し、再入力できます。

次に、コマンドを呼び出して再入力する例を示します。

switch(config)# show cli history
0 11:04:07 configure terminal
1 11:04:28 show interface ethernet 2/24
2 11:04:39 interface ethernet 2/24
3 11:05:13 no shutdown
4 11:05:19 exit
5 11:05:25 show cli history
switch(config)# !1
switch(config)# show interface ethernet 2/24
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Ctrl+PとCtrl+Nのキーストロークショートカットを使用してコマンドを呼び出すこともでき
ます。

CLI編集モードの設定
Ctrl-Pおよび Ctrl-Nキーストロークショートカットを使用して CLI履歴からコマンドを呼び
出し、コマンドを再発行する前に編集することができます。デフォルトの編集モードは、emacs
です。編集モードを viに変更できます。

手順の概要

1. [no] terminal edit-mode vi [persist]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ユーザセッションの CLI編集モードを viに変更し
ます。persistキーワードを使用すると、現在のユー
ザー名の設定がセッション間で保持されます。

[no] terminal edit-mode vi [persist]

例：

switch# terminal edit-mode vi

ステップ 1

emacsの使用に戻すには、noを使用します。

CLI履歴の再呼び出しの制御
CLI履歴から再呼び出しするコマンドを制御するには、 Ctrl-Pおよび Ctrl-Nキーストローク
ショートカットキーストロークショートカットを使用します。Cisco NX-OSソフトウェアは、
現在のコマンドモード以上のコマンドモードのすべてのコマンドを再呼び出しします。たと

えば、グローバルコンフィギュレーションモードで作業をしている場合は、コマンド呼び出

しキーストロークショートカットを使用すると、EXECモードコマンドとグローバルコンフィ
ギュレーションモードコマンドの両方が呼び出されます。

コマンド履歴の表示

show cli historyコマンドを使用して、コマンド履歴を表示できます。.

show cli historyコマンドの構文は次のとおりです。

デフォルトで表示される行数は 12であり、出力にはコマンド番号とタイムスタンプが含まれ
ます。

次に、コマンド履歴のデフォルトの行数を表示する例を示します。

switch# show cli history

次に、コマンド履歴の 20行を表示する例を示します。
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switch# show cli history 20

次に、コマンド番号とタイムスタンプなしでコマンド履歴内のコマンドだけを表示する例を示

します。

switch(config)# show cli history unformatted

CLI確認プロンプトのイネーブルまたはディセーブル
多くの機能について、作業を続行する前に確認を求めるプロンプトが、Cisco NX-OSソフト
ウェアによってCLIに表示されます。これらのプロンプトをイネーブルにしたり、ディセーブ
ルにしたりできます。デフォルトではイネーブルになっています。

手順の概要

1. [no] terminal dont-ask [persist]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

CLI確認プロンプトをディセーブルにします。persist
キーワードを使用すると、現在のユーザー名の設定

[no] terminal dont-ask [persist]

例：

ステップ 1

がセッション間で保持されます。デフォルトではイ

ネーブルになっています。
switch# terminal dont-ask

CLI確認プロンプトをイネーブルにするには、コマ
ンドの no形式を使用します。

CLI画面の色の設定
表示する CLIの色は次のように変更できます。

•直前のコマンドが成功した場合は、プロンプトが緑色で表示されます。
•直前のコマンドが失敗した場合は、プロンプトが赤色で表示されます。
•ユーザ入力は青色で表示されます。
•コマンド出力はデフォルトの色で表示されます。

デフォルトの色は、ターミナルエミュレータソフトウェアにより設定された色です。

手順の概要

1. terminal color [evening] [persist]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ターミナルセッションに対してCLI画面の色を設定
します。eveningキーワードはサポートされていま

terminal color [evening] [persist]

例：

ステップ 1

せん。persistキーワードを使用すると、現在のユーswitch# terminal color
ザー名の設定がセッション間で保持されます。デ

フォルト設定は保持されません。

モジュールへのコマンドの送信
slotコマンドを使用して、スーパーバイザモジュールセッションからモジュールにコマンドを
直接送信できます。

slotの構文は次のとおりです。

slot slot-number [quoted] command-string

デフォルトでは、command-string引数内のキーワードと引数はスペースで区切られます。モ
ジュールに複数のコマンドを送信するには、スペース文字、セミコロン（;）、スペース文字
でコマンドを区切ります。

quotedキーワードは、コマンドストリングの先頭と末尾に二重引用符（"）が使用されること
を示します。スーパーバイザモジュールセッションでだけサポートされているdiffなどのフィ
ルタリングユーティリティにモジュールコマンド出力をリダイレクトする場合は、このキー

ワードを使用します。

次に、モジュール情報を表示したり、フィルタリングしたりする例を示します。

switch# slot 2 show version | grep lc

次に、スーパーバイザモジュールセッションに関するモジュール情報をフィルタリングする

例を示します。

switch# slot 2 quoted "show version" | diff
switch# slot 4 quoted "show version" | diff -c
*** /volatile/vsh_diff_1_root_8430_slot__quoted_show_version.old Wed Apr 29
20:10:41 2009
--- - Wed Apr 29 20:10:41 2009
***************
*** 1,5 ****
! RAM 1036860 kB
! lc2
Software
BIOS: version 1.10.6
system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]

--- 1,5 ----
! RAM 516692 kB
! lc4
Software
BIOS: version 1.10.6
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system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]
***************
*** 12,16 ****
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 34 second(s)

--- 12,16 ----
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 42 second(s)

BIOSローダープロンプト
スーパーバイザモジュールの起動時に、特殊な BIOSイメージが、システム起動用の有効な
キックスタートイメージを自動的にロードしたり、検索しようとしたりします。有効なキック

スタートイメージが見つからない場合は、次の BIOSローダープロンプトが表示されます。

loader>

<loader>プロンプトからCisco NX-OSソフトウェアをロードする方法については、ご使用のデ
バイスの『Cisco Nexus troubleshooting guide（Cisco Nexusトラブルシューティングガイド）』
を参照してください。

CLIの使用例
ここでは、CLIの使用例を示します。

コマンドエイリアスの定義

次に、コマンドエイリアスを定義する例を示します。

cli alias name ethint interface ethernet
cli alias name shintbr show interface brief
cli alias name shintupbr shintbr | include up | include ethernet

次に、コマンドエイリアスを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ethint 2/3
switch(config-if)#
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CLIセッション変数の使用方法
$(variable-name)構文を使用して変数を参照できます。

次に、ユーザ定義の CLIセッション変数を参照する例を示します。

switch# show interface $(testinterface)
Ethernet2/1 is down (Administratively down)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0000.0000.0000 (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
L3 in Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

L3 out Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

システム定義のタイムスタンプ変数の使用方法

次の例では、showコマンド出力をファイルにリダイレクトするときに $(TIMESTAMP)を使用
します：

switch# show running-config > rcfg.$(TIMESTAMP)
Preparing to copy....done
switch# dir

12667 May 01 12:27:59 2008 rcfg.2008-05-01-12.27.59

Usage for bootflash://sup-local
8192 bytes used
20963328 bytes free
20971520 bytes total
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コマンドスクリプトの実行

次の例では、スクリプトファイル内で指定されている CLIコマンドを表示します。
switch# show file testfile
configure terminal
interface ethernet 2/1
no shutdown
end
show interface ethernet 2/1

次の例では、run-scriptコマンドの実行時の出力を表示します。

switch# run-script testfile
`configure terminal`
`interface ethernet 2/1`
`no shutdown`
`end`
`show interface ethernet 2/1 `
Ethernet2/1 is down (Link not connected)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0019.076c.4dac (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters 1d26.2uh
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

sscpユーティリティを使用した showコマンド出力のリダイレクト
次の例は、sscpユーティリティを使用して [表示（show）]コマンドの出力をリダイレクトす
る方法を示しています：
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switch# ssh name MyConnection MyId 172.28.255.18

WARNING!!!
READ THIS BEFORE ATTEMPTING TO LOGON

This System is for the use of authorized users only. Individuals
using this computer without authority, or in excess of their
authority, are subject to having all of their activities on this
system monitored and recorded by system personnel. In the course
of monitoring individuals improperly using this system, or in the
course of system maintenance, the activities of authorized users
may also be monitored. Anyone using this system expressly
consents to such monitoring and is advised that if such
monitoring reveals possible criminal activity, system personnel
may provide the evidence of such monitoring to law enforcement
officials.

MyId@172.28.255.18's password:
switch# show version | sscp MyConnection show_version_output
switch#
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第 6 章

端末設定とセッションの設定

この章では、端末設定とセッションを構成する方法について説明します。

•端末設定とセッションの概要, on page 71
•コンソールポートの設定, on page 73
• COM1ポートの設定, on page 75
•仮想端末の設定 , on page 77
•モデム接続の設定, on page 79
•ターミナルセッションのクリア, on page 84
•端末およびセッション情報の表示, on page 84
•端末ディスプレイのデフォルト設定とセッションパラメータ, on page 85

端末設定とセッションの概要
ここでは、端末設定とセッションの概要について説明します。

ターミナルセッションの設定

Cisco NX-OSソフトウェア機能では、端末の次の特性を管理できます。

端末タイプ

リモートホストと通信する際に Telnetで使用される名前
Length
一時停止する前に表示されるコマンド出力の行数

幅

行を折り返す前に表示される文字数

非アクティブセッションのタイムアウト

デバイスによって停止される前にセッションが非アクティブの状態でいられる分数
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コンソールポート

コンソールポートは非同期のシリアルポートで、初期設定用に、RJ-45コネクタを使用して標
準 RS-232ポート経由でデバイスに接続できます。このポートに接続されるデバイスには、非
同期伝送の機能が必要です。コンソールポートには、次のパラメータを設定できます。

データビット

データに使用するビット数を 8ビットのバイト単位で指定します。
非アクティブセッションのタイムアウト

セッションが終了になるまでの非アクティブ時間を分単位で指定します。

パリティ

エラー検出用の奇数パリティまたは偶数パリティを指定します。

スピード

接続の送信速度を指定します。

ストップビット

非同期回線に対するストップビットを指定します。

ターミナルエミュレータは、9600ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなし
に設定してください。

COM1ポート
COM1ポートは、DB-9インターフェイスを備えたRS-232ポートで、モデムなどの外部シリア
ル通信デバイスに接続できます。COM1ポートについて次のパラメータを設定できます。

データビット

データに使用するビット数を 8ビットのバイト単位で指定します。
ハードウェアのフロー制御

flow-control hardwareをイネーブルにします。
パリティ

エラー検出用の奇数パリティまたは偶数パリティを指定します。

スピード

接続の送信速度を指定します。

ストップビット

非同期回線に対するストップビットを指定します。

ターミナルエミュレータは、9600ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなし
に設定してください。

仮想端末

仮想端末回線を使用して、Cisco NX-OSデバイスを接続できます。セキュアシェル（SSH）お
よび Telnetは、仮想ターミナルセッションを作成します。仮想端末の非アクティブセッショ
ンタイムアウトおよびセッション数の上限を設定できます。
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モデムのサポート

モデムはスーパーバイザ 1モジュールの COM1ポートまたはコンソールポートに接続できま
す。Cisco NX-OSソフトウェアが動作するデバイス上で、次のモデムがテスト済みです。

• MultiTech MT2834BA

• Hayes Accura V.92

デバイスの起動中にモデムを接続しないでください。必ずデバイスの電源がオンになってか

ら、モデムを接続してください。

Note

Cisco NX-OSソフトウェアには、接続されたモデムを検出するためのデフォルトの初期化スト
リング（ATE0Q1&D2&C1S0=1\015）があります。このデフォルトストリングの定義は次のと
おりです。

AT
Attention

E0（必須）
エコーなし

Q1
結果コードを有効化

&D2
通常のデータ端末動作可能（DTR）オプション

&C1
データキャリア状態の追跡がイネーブル

S0=1
1回の呼び出し音の後に応答

\015（必須）
8進数の復帰（CR）コード

コンソールポートの設定
コンソールポートに対して次の特性を設定できます。

•データビット

•非アクティブセッションのタイムアウト

•パリティ

•スピード

•ストップビット
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Before you begin

コンソールポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line console
3. databits bits

4. exec-timeout minutes

5. parity {even | none | odd}
6. speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 | 115200}
7. stopbits {1 | 2}
8. exit
9. (Optional) show line console
10. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

コンソールコンフィギュレーションモードを開始

します。

line console

Example:

ステップ 2

switch# line console
switch(config-console)#

1バイトあたりのデータビット数を設定します。指
定できる範囲は 5～ 8です。デフォルトは 8です。

databits bits

Example:

ステップ 3

switch(config-console)# databits 7

非アクティブセッションのタイムアウトを設定し

ます。有効値は 0～ 525600分（8760時間）です。
exec-timeout minutes

Example:

ステップ 4

0分の値を設定すると、セッションタイムアウトは
ディセーブルになります。デフォルトは30分です。

switch(config-console)# exec-timeout 30

パリティを設定します。デフォルトは noneです。parity {even | none | odd}

Example:

ステップ 5

switch(config-console)# parity even

送信および受信速度を設定します。デフォルトは

9600です。

speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 |
115200}

Example:

ステップ 6

switch(config-console)# speed 115200
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PurposeCommand or Action

ストップビットを設定します。デフォルトは 1で
す。

stopbits {1 | 2}

Example:

ステップ 7

switch(config-console)# stopbits 2

コンソールコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 8

switch(config-console)# exit
switch(config)#

コンソールの設定値を表示します。(Optional) show line console

Example:

ステップ 9

switch(config)# show line console

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

COM1ポートの設定
COM1ポートについて次の特性を設定できます。

•データビット

•ハードウェアのフロー制御

•パリティ

•スピード

•ストップビット

Before you begin

コンソールポートまたは COM1ポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line com1
3. databits bits

4. flowcontrol hardware
5. parity {even | none | odd}
6. speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 | 115200}
7. stopbits {1 | 2}
8. exit
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9. (Optional) show line com1
10. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

COM1コンフィギュレーションモードを開始しま
す。

line com1

Example:

ステップ 2

switch# line com1
switch(config-com1)#

1バイトあたりのデータビット数を設定します。指
定できる範囲は 5～ 8です。デフォルトは 8です。

databits bits

Example:

ステップ 3

switch(config-com1)# databits 7

ハードウェアのフロー制御をイネーブルにします。

デフォルトではイネーブルになっています。

flowcontrol hardware

Example:

ステップ 4

no flowcontrol hardwareコマンドを使用してハード
ウェアのフロー制御を無効化します。

switch(config-com1)# flowcontrol hardware

パリティを設定します。デフォルトは noneです。parity {even | none | odd}

Example:

ステップ 5

switch(config-com1)# parity even

送信および受信速度を設定します。デフォルトは

9600です。

speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600 | 38400 | 57600 |
115200}

Example:

ステップ 6

switch(config-com1)# speed 115200

ストップビットを設定します。デフォルトは 1で
す。

stopbits {1 | 2}

Example:

ステップ 7

switch(config-com1)# stopbits 2

COM1コンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

Example:

ステップ 8

switch(config-com1)# exit
switch(config)#

COM1ポートの設定を表示します。(Optional) show line com1

Example:

ステップ 9

switch(config)# show line com1
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PurposeCommand or Action

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

仮想端末の設定
ここでは、Cisco NX-OSデバイスで仮想端末を設定する方法について説明します。

非アクティブセッションタイムアウトの設定

Cisco NX-OSデバイスでは、仮想ターミナルの非アクティブセッションのタイムアウトを設定
できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line vty
3. exec-timeout minutes•

• absolute-timeout minutes

4. exit
5. (Optional) show running-config all | begin vty
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

line vty

Example:

ステップ 2

switch# line vty
switch(config-line)#

VDCを設定します。有効値は 0～ 525600分（8760
時間）です。0分の値を設定すると、タイムアウト

ステップ 3 • exec-timeout minutes

• absolute-timeout minutes
はディセーブルになります。デフォルト値は 30で
す。

Example:
switch(config-line)# exec-timeout 30
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PurposeCommand or Action

仮想端末（vty）回線のタイムアウト間隔を設定しま
す。範囲は 0～ 10000です。

Example:
switch(config-line)# absolute-timeout 30

指定した時間ピリオドが経過したら、その時点で接

続が使用されているかどうかに関係なく接続を終了

するには、absolute-timeoutコマンドを使用します。
ポートごとに絶対的なタイムアウト値を指定できま

す。ユーザには、セッションが終了する前に 20秒
通知を渡されます。この logout-warningコマンド
は、差し迫ったログアウトをユーザーに通知するコ

マンドとともに使用できます。

ラインコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:

ステップ 4

switch(config-line)# exit
switch(config)#

仮想端末の設定を表示します。(Optional) show running-config all | begin vty

Example:

ステップ 5

switch(config)# show running-config all | begin
vty

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

セッション制限の設定

Cisco NX-OSデバイスでは、仮想ターミナルセッションの数を制限できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. line vty
3. session-limit sessions

4. exit
5. (Optional) show running-config all | being vty
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1
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PurposeCommand or Action
switch# configure terminal
switch(config)#

ラインコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

line vty

Example:

ステップ 2

switch# line vty
switch(config-line)#

Cisco NX-OSデバイス向けの仮想セッションの最大
数を設定します。有効な範囲は 1から 60です。デ
フォルトは 32です。

session-limit sessions

Example:
switch(config-line)# session-limit 10

ステップ 3

ラインコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:

ステップ 4

switch(config-line)# exit
switch(config)#

仮想端末の設定を表示します。(Optional) show running-config all | being vty

Example:

ステップ 5

switch(config)# show running-config all | begin
vty

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

モデム接続の設定
モデムは COM1ポートまたはコンソールポートのいずれかに接続できます。

COM1ポートを使用してモデムに接続することを推奨します。

モデム接続のイネーブル化

モデムを使用する前に、ポートでモデム接続をイネーブルにする必要があります。

Before you begin

コンソールポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

3. modem in
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4. exit
5. (Optional) show line
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

COM1コンフィギュレーションモードまたはコン
ソールコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

次のいずれかのコマンドを入力します。

目的コマンド

ステップ 2

COM1コンフィギュレーション
モードを開始します。

line com1

コンソールコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

line console

Example:
switch# line com1
switch(config-com1)#

COM1またはコンソールポートでモデム入力をイ
ネーブルにします。

modem in

Example:

ステップ 3

switch(config-com1)# modem in

COM1コンフィギュレーションモードまたはコン
ソールコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 4

コンソールおよび COM1の設定を表示します。(Optional) show line

Example:

ステップ 5

switch(config)# show line

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

デフォルトの初期化ストリングのダウンロード

Cisco NX-OSソフトウェアによって、モデムと接続するためにダウンロードできるデフォルト
の初期化ストリングが提供されます。デフォルトの初期化文字列は ATE0Q1&D2&C1S0=1\015
です。
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Before you begin

コンソールポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

3. modem init-string default
4. exit
5. (Optional) show line
6. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 2

説明オプション

COM1コンフィギュレーション
モードを開始します。

line com1

コンソールコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

line console

Example:
switch# line com1
switch(config-com1)#

デフォルトの初期化ストリングをモデムに書き込み

ます。

modem init-string default

Example:

ステップ 3

switch(config-com1)# modem init-string default

COM1コンフィギュレーションモードまたはコン
ソールコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 4

COM1およびコンソールの設定を表示します。(Optional) show line

Example:

ステップ 5

switch(config)# show line

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6
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PurposeCommand or Action
switch(config)# copy running-config startup-config

ユーザ指定の初期化ストリングの設定およびダウンロード

デフォルトの初期化ストリングがお使いのモデムと互換性がない場合、独自の初期化ストリン

グを設定したり、ダウンロードしたりすることができます。

Before you begin

コンソールポートにログインします。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

3. modem set-string user-input string

4. modem init-string user-input
5. exit
6. (Optional) show line
7. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 2

説明オプション

COM1コンフィギュレーション
モードを開始します。

line com1

コンソールコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

line console

Example:
switch# line com1
switch(config-com1)#

COM1またはコンソールポート用のユーザ指定の初
期化ストリングを設定します。この初期化ストリン

modem set-string user-input string

Example:

ステップ 3

グは、最大 100文字の長さの英数字で、大文字と小
文字が区別され、特殊文字を含むことができます。

switch(config-com1)# modem set-string
user-input ATE0Q1&D2&C1S0=3\015
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PurposeCommand or Action

ストリングを初期化する前に、まずユー

ザ入力のストリングを設定する必要があ

ります。

Note

ユーザ指定の初期化ストリングを、COM1またはコ
ンソールポートに接続されたモデムに書き込みま

す。

modem init-string user-input

Example:
switch(config-com1)# modem init-string
user-input

ステップ 4

COM1コンフィギュレーションモードまたはコン
ソールコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

Example:
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 5

COM1およびコンソールの設定を表示します。(Optional) show line

Example:

ステップ 6

switch(config)# show line

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

電源がオンになっている Cisco NX-OSデバイスのモデムの初期化
電源がオンになっている物理デバイスにモデムを接続する場合、モデムを使用する前に初期化

する必要があります。

Before you begin

Cisco NX-OSデバイスがブートシーケンスを完了し、システムイメージが実行されるまで待っ
てから、モデムをデバイス上の COM1ポートまたはコンソールポートのいずれかに接続しま
す。

ポートでモデム接続をイネーブルにします。

SUMMARY STEPS

1. modem connect line {com1 | console}

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスに接続されたモデムを初期化します。modem connect line {com1 | console}

Example:

ステップ 1
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PurposeCommand or Action
switch# modem connect line com1

Related Topics

モデム接続のイネーブル化（79ページ）

ターミナルセッションのクリア
Cisco NX-OSデバイスのターミナルセッションをクリアできます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show users
2. clear line name

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスのユーザセッションを表示します。(Optional) show users

Example:

ステップ 1

switch# show users

特定の回線のターミナルセッションをクリアしま

す。回線名では大文字と小文字が区別されます。

clear line name

Example:

ステップ 2

switch# clear line pts/0

端末およびセッション情報の表示
端末およびセッション情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

端末設定を表示します。show terminal

COM1およびコンソールポートの設定を表示します。show line

仮想ターミナルセッションを表示します。show users

実行コンフィギュレーションのユーザアカウント設定を表示しま

す。allキーワードを指定すると、ユーザアカウントのデフォルト
値が表示されます。

show running-config [all]

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの Cisco Nexusコマ
ンドリファレンスガイドを参照してください。
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端末ディスプレイのデフォルト設定とセッションパラ

メータ
次の表に、端末表示とセッションパラメータのデフォルト設定値を示します。

Table 14:デフォルトの端末表示とセッションパラメータの設定

デフォルトパラメータ

ansi端末タイプ

コンソールセッションの場合は 0
行

仮想端末セッション用の 31回線

端末の長さ

80カラム端末の幅

無効（0分）端末の非現用系セッションのタイムアウト

8コンソールセッションデータビット

無効（0分）コンソール非現用系セッションタイムアウト

noneコンソールセッションパリティ

11520bpsコンソールセッション速度

1コンソールセッションストップビット

8COM1セッションデータビット

有効COM1ハードウェアフロー制御

noneCOM1セッションパリティ

9600 bpsCOM1セッション速度

1COM1セッションストップビット

無効（0分）仮想端末の非現用系セッションタイムアウト

32仮想端末セッションの制限

ATE0Q1&D2&C1S0=1\015モデム：初期化文字列
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第 7 章

基本的なデバイス管理

この章では、Cisco NX-OSデバイスの基本設定を構成、管理、確認する方法について説明しま
す。

•基本的なデバイス管理の概要, on page 87
•デバイスのホスト名の変更, on page 90
•管理インターフェイスの設定（91ページ）
•デフォルトゲートウェイの構成（92ページ）
• MOTDバナーの設定, on page 93
•タイムゾーンの設定, on page 94
•夏時間の設定, on page 95
•デバイスクロックの手動設定, on page 96
•ユーザーの管理, on page 97
• Telnetサーバー接続の有効化または無効化（98ページ）
• Secure Erase（99ページ）
•デバイスコンフィギュレーションの確認, on page 100
•基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定, on page 101

基本的なデバイス管理の概要
ここでは、基本的なデバイス管理の概要について説明します。

デバイスのホスト名

コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別のスト
リングに変更できます。デバイスに固有のホスト名を付けると、コマンドラインインターフェ

イス（CLI）プロンプトからそのデバイスを容易に特定できます。
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インターフェイス

Cisco MDS 9700シリーズスイッチの管理 10/100イーサネットポート（mgmt0）インターフェ
イスに、削除できない事前設定済みの /0 IPv6アドレスがある場合は、write erase bootコマン
ドを使用してデバイスの完全な構成をクリアし、リロードします。このプロセスをシステムの

現用系なスーパーバイザに適用すると、ユーザートラフィックが中断されるため、デバイスを

実稼働にコミッショニングする前にこのプロセスを実行します。このプロセスにより mgmt0
インターフェイスの IPv4アドレスが削除されるため、スーパーバイザへの現用系なコンソー
ル接続を確認してください。

Note

管理インターフェイスは、同時に複数のTelnetまたはSNMPセッションを許可します。スイッ
チは、管理インターフェイス（mgmt0）を介してリモートで構成できますが、スイッチにアク
セスできるようにまず一部の IPパラメータを構成しておく必要があります。CLIから手動で管
理インターフェイスを設定できます。IPv4アドレスパラメータまたは IPv6アドレスが設定さ
れた mgmt0インターフェイスを設定できます。

デュアルスーパーバイザモジュールを備えたデバイスでは、単一の IPアドレスを使用してス
イッチを管理します。アクティブスーパーバイザモジュールのmgmt0インターフェイスがこ
の IPアドレスを使用します。スタンバイスーパーバイザモジュール上のmgmt0インターフェ
イスは非アクティブなままで、スイッチオーバーが発生するまでアクセスできません。スイッ

チオーバーが行われると、スタンバイスーパーバイザモジュール上のmgmt0インターフェイ
スがアクティブになり、アクティブであったスーパーバイザモジュールと同じ IPアドレスを
引き継ぎます。

管理ポート（mgmt 0）は自動検知で、全二重モードおよび10/100/1000 Mbpsの速度で動作しま
す。自動検知では、この速度とデュプレックスモードがサポートされます。

デフォルトゲートウェイ
図 7 :デフォルトゲートウェイ

スーパーバイザモジュールは、接続先 IPv4アドレスを取得していない IPパケットをデフォル
トゲートウェイに送信します。
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Message-of-the-Dayバナー
Message-of-The-Day（MOTD）バナーは、デバイス上でユーザログインプロンプトの前に表示
されます。このメッセージには、デバイスのユーザに対して表示する任意の情報を含めること

ができます。

デバイスクロック

デバイスを NTPクロックソースなどの有効な外部の時間調整機構と同期させない場合は、デ
バイスの起動時にクロックタイムを手動で設定できます。

タイムゾーンと夏時間

デバイスのタイムゾーンと夏時間を設定できます。これらの値により、クロックの時刻が協定

世界時（UTC）からオフセットされます。UTCは、国際原子時（TAI）をベースにしており、
うるう秒を定期的に追加することで地球の自転の遅れを補償しています。UTCは、以前はグリ
ニッジ標準時（GMT）と呼ばれていました。

ユーザセッション

デバイス上のアクティブなユーザセッションを表示できます。また、ユーザセッションにメッ

セージを送信することもできます。ユーザーセッションおよびアカウントの管理の詳細につい

ては、ご使用のデバイスのCisco Nexus security configuration guideを参照してください。
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Telnetサーバの接続
Cisco MDS 9000ファミリのすべてのスイッチにおいてデフォルトでディセーブル化されていま
す。セキュアなSSH接続が必要ない場合は、Telnetサーバーを有効にすることができます。し
かし、セキュアSSH接続が必要な場合、デフォルトのTelnet接続をディセーブル化してから、
SSH接続をイネーブルにする必要があります。

スーパーバイザモジュールのコンソールポートに端末を接続する方法については、『Cisco

MDS 9200 Series Hardware Installation Guide』または『Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation

Guide』を参照してください。

（注）

Cisco NX-OS softwareは、Cisco MDS 9500シリーズまたは Cisco MDS 9200シリーズのすべての
スイッチで、最大 16のセッションが可能です。

（注）

デバイスのホスト名の変更
コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別のスト
リングに変更できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. {hostname | switchname} name

3. exit
4. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスのホスト名を変更します。name引数は、63
文字以内の英数字で指定します。大文字と小文字が

区別されます。デフォルト名は switchです。

{hostname | switchname} name

Example:

hostnameコマンドの使用：

ステップ 2

switchnameコマンドは、hostnameコマ
ンドと同じ機能を実行します。

Note
switch(config)# hostname Engineering1
Engineering1(config)#

switchnameコマンドの使用：
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PurposeCommand or Action
Engineering1(config)# switchname Engineering2
Engineering2(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

Engineering2(config)# exit
Engineering2#

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

Engineering2# copy running-config startup-config

管理インターフェイスの設定
CLIから手動で管理インターフェイスを設定できます。IPv4アドレスパラメータまたは IPv6
アドレスが設定された mgmt0インターフェイスを設定できます。

現用系スーパーバイザモジュールでmgmt0インターフェイスを設定するだけで済みます。スー
パーバイザモジュールのスイッチオーバーが発生すると、新しい現用系スーパーバイザモ

ジュールは mgmt0インターフェイスに同じ構成を使用します。

（注）

始める前に

コンソールポートへの接続を確立します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface mgmt 0
3. ip address {ipv4-address subnet-mask | ipv6-address}
4. exit

5. （任意） show interface mgmt 0

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

mgmt0インターフェイスを指定しますそして、イン
ターフェイス構成モードを開始します。

interface mgmt 0

例：

ステップ 2

switch(config)# interface mgmt 0
switch(config-if)#

mgmt 0インターフェイス上の IPv4または IPv6アド
レスを構成します。

ip address {ipv4-address subnet-mask | ipv6-address}

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ip address 1.1.1.0
255.255.255.0

グローバル構成モードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch(config)#

mgmt 0インターフェイス情報を表示します。（任意） show interface mgmt 0

例：

ステップ 5

switch(config)# show interface mgmt 0

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config
startup-config

デフォルトゲートウェイの構成
CLIから手動で管理インターフェイスを設定できます。IPv4アドレスパラメータまたは IPv6
アドレスが設定された mgmt0インターフェイスを設定できます。

始める前に

コンソールポートへの接続を確立します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip default gateway ipv4-address

3. （任意） show ip route

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルトゲートウェイの IPv4アドレスを設定し
ます。

ip default gateway ipv4-address

例：

ステップ 2

switch(config)# ip default-gateway 172.16.1.1

出荷時のデフォルトゲートウェイ構成を表示しま

す。

（任意） show ip route

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip route

mgmt 0インターフェイス上の IPv4または IPv6アド
レスを構成します。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

MOTDバナーの設定
ユーザーがログインするときに端末でログインプロンプトの後にMOTDが表示されるよう設
定できます。MOTDバナーには、次の特徴があります。

• 1行あたり最大 254文字

•最大 40行

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. banner motd delimiting-character message delimiting-character

3. exit
4. (Optional) show banner motd
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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PurposeCommand or Action

MoTDバナーを設定します。メッセージテキストで
は、区切り文字を使用しないでください。

banner motd delimiting-character message
delimiting-character

Example:

ステップ 2

"または%は、区切り文字に使用しない
でください。

Note
switch(config)# banner motd #Welcome to the
Switch#
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

設定されたMOTDバナーを表示します。(Optional) show banner motd

Example:

ステップ 4

switch# show banner motd

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

タイムゾーンの設定
UTCからデバイスのクロック時刻をオフセットするためにタイムゾーンを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. clock timezone zone-name offset-hours offset-minutes

3. exit
4. (Optional) show clock
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイムゾーンを設定します。zone-name引数は、タ
イムゾーンの略語（PSTや ESTなど）である 3文

clock timezone zone-name offset-hours offset-minutes

Example:

ステップ 2

字の文字列です。offset-hours引数は、UTCからのオswitch(config)# clock timezone EST -5 0
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PurposeCommand or Action

フセット値であり、有効な範囲は –23～ 23時間で
す。offset-minutes引数の範囲は、0～ 59分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

時間とタイムゾーンを表示します。(Optional) show clock

Example:

ステップ 4

switch# show clock

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

夏時間の設定
デバイスで夏時間を有効にする時期と、オフセット（分単位）を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. clock summer-time zone-name start-week start-day start-month start-time end-week end-day

end-month end-time offset-minutes

3. exit
4. (Optional) show clock detail
5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

夏時間を設定します。clock summer-time zone-name start-week start-day
start-month start-time end-week end-day end-month
end-time offset-minutes

ステップ 2

zone-name引数は、タイムゾーンの略語（PST、EST
など）である 3文字のストリングです。

Example:
start-day引数と end-day引数の値は、Monday、
Tuesday、Wednesday、Thursday、Friday、
Saturday、および Sundayです。

switch(config)# clock summer-time PDT
1 Sunday March 02:00 1 Sunday
November 02:00 60
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PurposeCommand or Action

start-monthおよび end-month引数の値は January、
February、March、April、May、June、July、
August、September、October、November、および
December.です。

start-timeおよび end-time引数の値は、hh:mmフォー
マットです。

offset-minutes引数の範囲は、0～ 1440分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

Example:

ステップ 3

switch(config)# exit
switch#

設定されたMOTDバナーを表示します。(Optional) show clock detail

Example:

ステップ 4

switch(config)# show clock detail

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

デバイスクロックの手動設定
デバイスがリモートの時刻源にアクセスできない場合、クロックを手動で設定できます。

Before you begin

タイムゾーンを設定します。

SUMMARY STEPS

1. clock set time day month year

2. (Optional) show clock

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスクロックを設定します。clock set time day month year

Example:

ステップ 1

time引数のフォーマットは hh:mm:ssです。
switch# clock set 15:00:00 30 May 2008
Fri May 30 15:14:00 PDT 2008 day引数の範囲は 1～ 31です。
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PurposeCommand or Action

month引数の値は January、February、March、
April、May、June、July、August、September、
October、November、および Decemberです。

yearの引数の範囲は 2000～ 2030です。

現在のクロック値を表示します。(Optional) show clock

Example:

ステップ 2

switch(config)# show clock

Related Topics

タイムゾーンの設定（94ページ）

ユーザーの管理
デバイスにログインしたユーザの情報を表示したり、それらのユーザにメッセージを送信した

りできます。

ユーザセッションに関する情報の表示

デバイス上のユーザセッションに関する情報を表示できます。

SUMMARY STEPS

1. show users

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ユーザセッションを表示します。show users

Example:

ステップ 1

switch# show users

ユーザーへのメッセージ送信

デバイス CLIを使用して、現在アクティブなユーザにメッセージを送信できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show users
2. send [session line] message-text
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

アクティブなユーザセッションを表示します。(Optional) show users

Example:

ステップ 1

switch# show users

すべてのアクティブなユーザまたは特定のユーザに

メッセージを送信します。このメッセージは最大80
文字の英数字で、大文字と小文字が区別されます。

send [session line] message-text

Example:
switch# send Reloading the device is 10 minutes!

ステップ 2

Telnetサーバー接続の有効化または無効化
Telnetサーバー接続をイネーブル化または、ディセーブル化できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature telnet

3. （任意） show telnet server

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Telnetサーバー接続をイネーブル化します。Telnet
サーバー接続をディセーブル化するにはコマンドの

[no] feature telnet

例：

ステップ 2

no形式を使用します。デフォルトではディセーブル
になっています。

switch(config)# feature telnet

Telnetサーバの設定を表示します。（任意） show telnet server

例：

ステップ 3

switch(config)# show telnet server

実行構成を、スタートアップ設定にコピーします。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config
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Secure Erase
Secure Erase機能を使用すると、Cisco MDSスイッチからすべての顧客情報を消去できます。
Cisco MDSスイッチは、システムソフトウェアイメージ、スイッチ構成、ソフトウェアログ、
および動作履歴を保存します。保存される情報には、ネットワークアーキテクチャの詳細、

ユーザーのログイン情報、データ盗難の標的となる可能性のある顧客データなど、顧客固有の

情報が含まれている可能性があります。

安全に消去する機能は、次のシナリオで使用できます。

•デバイスの返品:交換のためにデバイスをサプライヤに返品する必要がある場合。

•侵害を受けたデバイスのリカバリ：デバイスに保存されているキー情報またはクレデン
シャルが侵害を受けた場合は、デバイスを初期設定にリセットし、デバイスを再構成して

ください。

•デバイスの廃止：デバイスがデータセンターのセキュリティを離れる可能性がある再配置
またはサポート終了の一部としてデバイスがサービスから削除される場合。

安全な消去を実行するための前提条件

•安全な消去操作を実行する前に、すべてのソフトウェアイメージ、構成、個人データ、
等々がバックアップ（必要な場合）されていることを確認してください。

•安全な消去プロセスの進行中に電源が遮断されないようにしてください。そうしないと、
消去は完了しません。

•安全な消去プロセスを開始する前に、In-Service Software Upgrade（ISSU）または In-Service
Software Downgrade（ISSD）が進行中でないことを確認します。

安全な消去の注意事項と制約事項

•安全な消去プロセスは、ターゲットデバイスを通過するネットワークトラフィックに影
響を与えます。この操作が稼働中のデバイスで実行される場合は、データトラフィックに

対して代替リンクまたはパスが現用系であることを確認してください。

•安全な消去プロセスが完了すると、ファブリックスイッチとモジュラスイッチの動作が
異なります：

•ディレクタスイッチとファブリックスイッチのスーパーバイザの場合、デバイスは
ローダープロンプトのままです。

•ディレクタスイッチのラインカードの場合、ラインカードの電源が切れます。

•ディレクタスイッチの現用系スーパーバイザまたはファブリックスイッチを消去すると、
リモート接続が永久に失われます。プロセスがいつ完了し、エラーがないことを確認する

には、コンソールセッションでコマンドを実行します。ただし、ディレクタラインカー
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ドとスタンバイスーパーバイザの消去は、SSHセッションから開始およびモニタリング
できます。

安全に消去するを実行します

Directorスイッチのモジュールは個別に消去する必要があります。ディレクタスイッチ上のす
べてのモジュールを消去するには、1)ラインカード、2)スタンバイスーパーバイザ、3)現用
系スーパーバイザの順に消去します。

Directorモジュールのすべての情報を安全に消去するには、次の手順を実行します。

モジュール上のすべてのデータを消去します：

switch# factory-reset module number

消去プロセスの後、モジュールはスーパーバイザの場合はローダープロンプトのままになり、

ラインカードの場合は電源が切断された状態になります。

モジュールが交換対象のラインカードである場合、新しいラインカードは、次のようにスロッ

トに挿入した後に電源を入れる必要があります。

1. グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure t

2. ラインカードの電源投入をします。

Switch(config)# no poweroff module number

ファブリックスイッチはシングルモジュールスイッチであり、moduleオプションは必要あり
ません。ファブリックスイッチ上のすべての情報を安全に消去するには、次の手順を実行しま

す。

スイッチ上のすべてのデータを消去します。

switch# factory-reset

消去プロセスの後、スイッチはローダープロンプトのままになります。

デバイスコンフィギュレーションの確認
POAPを使用してデバイスのブートストラップ後の構成を確認するには、次のコマンドのいず
れかを使用します：

目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config
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これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの Cisco Nexusコマ
ンド参考資料を参照してください。

基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定
次の表に、基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 15:デフォルトの基本的なデバイスパラメータ

デフォルトパラメータ

User Access VerificationMOTDバナーテキスト

UTCクロックタイムゾーン
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C H A P T E R 8
デバイスのファイルシステム、ディレク

トリ、およびファイルの使用方法

この章では、デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法につい

て説明します。

•デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外部ストレージデバイスについて
の情報, on page 103

•外部ストレージデバイスの操作（105ページ）
•ディレクトリの操作, on page 107
•ファイルの使用, on page 109
•アーカイブファイルの操作（113ページ）
•ファイルシステムの使用例, on page 115

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および外

部ストレージデバイスについての情報
このセクションでは、デバイス上の外部ストレージデバイスに提供されるファイルシステム、

ディレクトリ、ファイル、およびサポートについて説明します。

ファイルシステム

このトピックでは、Cisco MDSデバイスでサポートされるファイルシステムコンポーネント
に関する情報を提供します。（ローカルファイルシステムを指定するためのシンタックスは、

filesystem:[//modules/]です。）

デフォルトのファイルシステムパラメータは bootflash:です。Note
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この表は、Cisco MDSデバイスで使用できるファイルシステムコンポーネントについて説明
しています。

Table 16:ファイルシステムのコンポーネント

説明モジュールファイルシステム名

アクティブスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。初期
デフォルトディレクトリは

bootflashです。

sup-active

sup-local
ブートフラッシュ

スタンバイスーパーバイザモ

ジュールにある内部コンパク

トフラッシュメモリ。イメー

ジファイル、構成ファイル、

およびその他のファイルを格

納するためにスーパーバイザ

モジュールに搭載された外部

USBフラッシュメモリ。

sup-standby

sup-remote

スーパーバイザモジュールに

搭載された揮発性ランダムア

クセスメモリ（VRAM）。一
時的または保留中の変更に使

用されます。

—volatile

現用系スーパーバイザモ

ジュールのメモリ。ファイル

統計ログの保存に使用されま

す。

—log

スーパーバイザモジュールの

メモリ。実行構成ファイルの

保存に使用されます。

—システム

スーパーバイザモジュールの

メモリ。デバッグログの保存

に使用されます。

—debug
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ディレクトリ

bootflash:および外部フラッシュメモリ（slot0:、usb1:、および usb2:）にディレクトリを作成
できます。ユーザーはディレクトリからファイルを作成、保存、およびアクセスすることがで

きます。

ファイル

ユーザーは、bootflash:、volatile:、slot0:、usb1:、および usb2:ファイルシステムにファイルを
作成し、アクセスすることができます。system:ファイルシステムのファイルにはアクセスだ
けが可能です。debug:ファイルシステムには、debug logfileコマンドを使用して指定されたデ
バッグログファイルを保存できます。

FTP、Secure Copy（SCP）、Secure File Transfer Protocol（SFTP）、およびTFTPを使用すれば、
リモートサーバーからシステムイメージファイルなどのファイルをダウンロードできます。

デバイスは SCPサーバーとして動作できるので、外部サーバーからデバイスへファイルをコ
ピーすることもできます。

外部ストレージデバイスの操作

このセクションでは、デバイスでの外部ストレージデバイスのフォーマット、マウント、お

よびアンマウントについて説明します。

外部フラッシュデバイスのフォーマット

外部フラッシュデバイスを、Cisco MDSデバイス内のアクティブなスーパーバイザモジュー
ルに挿入します。

外部フラッシュデバイスをフォーマットするには、次のコマンドを実行します。

format {slot0: | usb1: | usb2:}

例：

switch# format slot0:

外部フラッシュデバイスをフォーマットすると、格納ファイルが消去され、デバイスは、工場

出荷時の状態に復元されます。フォーマットを使用して破損したブートフラッシュを回復する

方法については、『。

（注）
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USBドライブのマウントまたはマウント解除
USBドライブを Cisco MDSデバイスに接続または取り外して、USBドライブを自動的にマウ
ントまたはマウント解除します。また、ユーザEXECモードまたは特権EXECモードでmount
コマンドまたは unmountコマンドを使用して、デバイスをマウントまたはマウント解除する
こともできます。

• Cisco MDSデバイスに USBドライブをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mount {usb1: | usb2:}

例:
switch# mount usb1:

• Cisco MDSデバイスから USBドライブをマウント解除するには、次のコマンドを実行し
ます。

unmount {usb1: | usb2:}

例：

switch# unmount usb1:

外部ストレージデバイスサポートマトリックス

このセクションでは、各タイプの Cisco MDSプラットフォームでの外部ストレージデバイス
ポートのハードウェアおよびソフトウェアサポートについて説明します。

Cisco MDSスイッチは、FAT32ファイルシステムでフォーマットされたデバイスをサポート
します。

USB1PCMCIAプラットフォー

ム（Platform）
usb2usb1slot0最初にサポート

された

slot0

ハードウェ

アポートが

ありません

有効有効Cisco MDS
NX-OSリリース
6.2（1）

ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS 9700
シリーズマル

チレイヤディ

レクタ

有効有効ハードウェア

ポートがありませ

ん

Cisco MDS
NX-OSリリース
6.2（1）

有効Cisco MDS 9500
シリーズマル

チレイヤディ

レクタ

ハードウェ

アポートが

ありません

有効ハードウェア

ポートがありませ

ん

Cisco MDS
NX-OSリリース
6.2（1）

ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS
9396S 16Gマル
チレイヤファ

ブリックス

イッチ
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USB1PCMCIAプラットフォー

ム（Platform）
usb2usb1slot0最初にサポート

された

slot0

ハードウェ

アポートが

ありません

有効ハードウェア

ポートがありませ

ん

Cisco MDS
NX-OSリリース
6.2（1）

ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS
9250iマルチ
サービスファ

ブリックス

イッチ

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェア

ポートがありませ

ん

—ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS
9222iマルチ
サービスモ

ジュラスイッ

チ

ハードウェ

アポートが

ありません

有効ハードウェア

ポートがありませ

ん

Cisco MDS
NX-OSリリース
6.2（1）

ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS
9148S 16Gマル
チレイヤファ

ブリックス

イッチ

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェア

ポートがありませ

ん

—ハードウェア

ポートがあり

ません

Cisco MDS 9148
マルチレイヤ

ファブリック

スイッチ

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェ

アポートが

ありません

ハードウェア

ポートがありませ

ん

—ハードウェア

ポートがあり

ません

HP BladeSystem
c-Class用の
Cisco MDS 8Gb
ファブリック

スイッチ

1 USB 2.0以上のデバイスがサポートされています。

ディレクトリの操作

カレントディレクトリの特定

現在のディレクトリの名前を表示するには、次のコマンドを実行します：

pwd

例：

switch# pwd
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カレントディレクトリの変更

ファイルシステムの操作のためカレントディレクトリを変更できます。デフォルトディレク

トリは bootflashです：。

ファイルシステム、モジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されま

す。

（注）

新しいディレクトリに変更するには、次のコマンドを実行します。

cd {directory | filesystem:[//module/][directory]}

例：

switch# cd slot0:

ディレクトリの作成

bootflash:およびフラッシュデバイスファイルシステムでディレクトリを作成できます。

•ファイルシステム、モジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され
ます。

• filesystem引数では、大文字と小文字が区別されます。directory引数は、64文字以内の英
数字で指定できます。そして、大文字と小文字が区別されます。

（注）

新しいディレクトリを作成するには、次のコマンドを実行します：

mkdir [filesystem:[//module/]]directory

例：

switch# mkdir test

ディレクトリの内容の表示

ディレクトリの内容を表示するには、次のコマンドを実行します：

dir [directory | filesystem:[//module/][directory]]

例：

switch# dir bootflash:

ディレクトリの削除

ディレクトリは、Cisco MDSデバイス上のファイルシステムから削除できます。
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•ディレクトリを削除する前に、ディレクトリが空白であることを確認します。ディレクト
リが空白でない場合は、ディレクトリを削除する前に、ディレクトリ内のすべてのファイ

ルを削除する必要があります。

•ファイルシステム名およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されます。

（注）

ディレクトリを削除するには、次のコマンドを実行します：

rmdir [filesystem :[//module/]]directory

例：

switch# rmdir test

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル（リモート）上のすべてのファイルシステムにアクセスできます。この機能は、アクティブ

スーパーバイザモジュールにファイルをコピーしたら、同じファイルをスタンバイスーパー

バイザモジュール上にもコピーする必要がある場合に役立ちます。

アクティブスーパーバイザモジュール上のセッションからスタンバイスーパーバイザモジュー

ル上のファイルシステムにアクセスするには、 filesystem://sup-remote/コマンドまたは
filesystem://sup-standby/コマンドを使用して、ファイルのパスにスタンバイスーパーバイザモ
ジュールを指定します。

ファイルの使用

ファイルの移動

ファイルは一つのディレクトリから別のディレクトリに移動できます。

moveコマンドを使用して、同じディレクトリ内もしくは別のディレクトリにファイルを移動
することにより、ファイルの名前を変更できます。

ファイルシステム、モジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されま

す。

（注）

ファイルをあるディレクトリから別のディレクトリに移動するには、次のコマンドを実行しま

す。
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move [filesystem:[//module/][directory /] | directory/]source-filename {{filesystem:[//module/][directory
/] | directory/}[target-filename] | target-filename}

例：

switch# move test old_tests/test1

target-filename引数は、64文字以内の英数字で指定できます。そして、大文字と小文字が区別
されます。target-filename引数を指定しないと、ファイル名はデフォルトで source-filename引
数値に設定されます。

（注）

一つのディレクトリから別のディレクトリへとファイルを移動する時、接続先ディレクトリに

同名のファイルがすでに存在する場合は、そのファイルは移動対象のファイルによって上書き

されます。

注意

ファイルをコピー

ファイルのコピーは、同じディレクトリまたは別のディレクトリのいずれかで作成できます。

• dirコマンドを使用して、コピー先のファイルシステムに十分な領域があることを確認し
ます。十分な領域が残っていない場合は、deleteコマンドを使用して不要なファイルを削
除します。

•ファイルシステム、モジュール、およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別され
ます。

（注）

ファイルをコピーするには、次のコマンドを実行します：

copy [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]source-filename | {filesystem:[//module/][directory/]]
| directory/}[target-filename]

例：

switch# copy test old_tests/test1

• source-filename引数は、64文字以内の英数字で指定できます。大文字と小文字が区別され
ます。target-filename引数を指定しないと、ファイル名はデフォルトで source-filename引
数値に設定されます。

• copyコマンドは、FTP、SCP、SFTP、TFTPと HTTPプロトコルをサポートします。

（注）
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ファイルを削除

1つのディレクトリを指定している場合、deleteコマンドではディレクトリ全体とその格納ファ
イルすべてが削除されます。

注意

ファイルシステム名、ディレクトリ名とsource-filename引数は、大文字と小文字を区別しま
す。

（注）

ファイルを削除するには、次のコマンドを実行します：

delete {filesystem:[//module/][directory/] | directory/}filename

例：

switch# delete test old_tests/test1

ファイルの格納ファイルを表示

ファイルの内容を表示するには、次のコマンドを実行します：

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

例：

switch# show file bootflash:test-results

ファイルのチェックサムの表示

チェックサムを使用して、ファイルの完全性を検証できます。

ファイルのチェックサムまたはMD5チェックサムを表示するには、次のコマンドを実行しま
す。

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum | md5sum}

例：

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum

ファイルの圧縮と解凍

Lempel-Ziv 77（LZ77）コーディングを使用してデバイス上のファイルの圧縮と圧縮解除が行
えます。

ファイルシステム名およびディレクトリ名では、大文字と小文字が区別されます。（注）
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•ファイルを圧縮するには、次のコマンドを実行します。

gzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename

例：

switch# gzip show_tech

ファイルが圧縮されると、.gzサフィクスが付けられます。（注）

•ファイルを解凍するには、次のコマンドを実行します：

gunzip [filesystem:[//module/][directory/] | directory/]filename .gz

例：

switch# gunzip show_tech.gz

圧縮解除の必要があるファイルのサフィクスは、.gzである必要が
あります。ファイルが圧縮解除されると、サフィクスは .gzでは
なくなります。

（注）

•現在のディレクトリの内容を表示するには、次のコマンドを実行します：

dir [filesystem :[//module/][directory]]

例：

switch# dir bootflash:

ファイルの最終行の表示

デフォルトの行数は 10です。有効な範囲は 0～ 80行です。（注）

ファイルの最後の行を表示するには、次のコマンドを実行します。

tail [filesystem:[//module/]][directory/]filename [lines]

例：

switch# tail ospf-gr.conf

ファイルへの showコマンド出力のリダイレクト
showコマンドの出力は、bootflash:、slot0:、volatile:、またはリモートサーバー上のファイルに
リダイレクトできます。

showコマンドからの出力をファイルにリダイレクトするには、次のコマンドを実行します。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
112

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用方法

ファイルの最終行の表示



show command > [filesystem:[//module/][directory] | [directory /]]filename

例：

switch# show tech-support > bootflash:techinfo

ファイルの検索

現在の作業ディレクトリとそのサブディレクトリで特定の文字列で始まる名前のファイルを見

つけることができます。

デフォルトディレクトリとサブディレクトリでファイル名プレフィックスで始まるファイル全

てを探すには次のコマンドを実行します：

find filename-prefix

例：

switch# find bgp_script

ファイル名プレフィクスでは、大文字と小文字が区別されます。（注）

アーカイブファイルの操作

アーカイブファイルの作成

アーカイブファイルを作成し、アーカイブファイルにファイルを追加できます。次の圧縮タ

イプを指定できます。

• bzip2

• gzip

•未圧縮

デフォルトの圧縮タイプは gzipです。

ファイル名は、240文字以内の英数字で指定できます。大文字と小文字は区別されません。（注）

アーカイブファイルを作成してファイルを追加するには、次のコマンドを実行します：

tar create {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [bz2-compress] [gz-compress] [remove]
[uncompressed] [verbose] filename-list

次に、gzip圧縮アーカイブファイルを作成する例を示します。
switch# tar create bootflash:config-archive gz-compress bootflash:config-file
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absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文字（\）を、アーカイブファイルに追加さ
れたファイルの名前から削除しないことを指定します。デフォルトでは、先頭のバックスラッ

シュ文字は削除されます。

bz2-compress、gz-compress、および uncompressedのキーワードは、アーカイブにファイルを
追加するとき（または後で追加するとき）に使用する圧縮ユーティリティと、ファイルを抽出

するときに使用する解凍ユーティリティを決定します。アーカイブファイルに拡張子を指定し

ない場合、デフォルト拡張機能は次のようになります：

• bz2-compressの場合、拡張子は .tar.bz2です。

• gz-compressの場合、拡張子は .tar.gzです。

• uncompressedの場合、拡張子は .tarです。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加した後に、ソフトウェアがファイルシス
テムからこれらのファイルを削除することを指定します。デフォルトでは、ファイルは削除さ

れません。

verboseキーワードは、ソフトウェアが、ファイルをアーカイブに追加するときにリスト表示
することを指定します。デフォルトで、ファイルは追加されると一覧表示されます。

アーカイブファイルへのファイルの追加

デバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを追加できます。

アーカイブファイル名では、大文字と小文字は区別されません。（注）

既存のアーカイブファイルにファイルを追加するには、次のコマンドを実行します。

tar append {bootflash: | volatile:}archive-filename [absolute] [remove] [verbose] filename-list

例：

switch# tar append bootflash:config-archive.tar.gz bootflash:new-config

absoluteキーワードは、先頭のバックスラッシュ文字（\）を、アーカイブファイルに追加さ
れたファイルの名前から削除しないことを指定します。デフォルトでは、先頭のバックスラッ

シュ文字は削除されます。

removeキーワードは、アーカイブにファイルを追加した後に、ソフトウェアがファイルシス
テムからこれらのファイルを削除することを指定します。デフォルトでは、ファイルは削除さ

れません。

verboseキーワードは、ソフトウェアが、ファイルをアーカイブに追加するときにリスト表示
することを指定します。デフォルトで、ファイルは追加されると一覧表示されます。
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アーカイブファイルからのファイルの抽出

デバイス上の既存のアーカイブファイルからファイルを抽出できます。

アーカイブファイル名では、大文字と小文字は区別されません。（注）

既存のアーカイブファイルからファイルを抽出するには、次のコマンドを実行します：

tar extract {bootflash: | volatile:}archive-filename [keep-old] [screen] [to {bootflash: |
volatile:}[/directory-name]] [verbose]

例：

switch# tar extract bootflash:config-archive.tar.gz

keep-old キーワードは、ソフトウェアが、抽出されるファイルと同じ名前を持つファイルを
上書きしないことを示します。

screenキーワードは、ソフトウェアが、抽出されたファイルの格納ファイルを端末画面に表示
することを指定します。

to キーワードは、ターゲットファイルシステムを指定します。ディレクトリ名を含めること
ができます。ディレクトリ名は、240文字以内の英数字で指定できます。大文字と小文字は区
別されます。

verbose キーワードは、ソフトウェアが、抽出されるファイルの名前を表示することを指定し
ます。

アーカイブファイルのファイル名の表示

アーカイブファイル名では、大文字と小文字は区別されません。（注）

アーカイブファイル内のファイル名を表示するには、次のコマンドを実行します。

tar list {bootflash: | volatile:}archive-filename

例：

switch# tar list bootflash:config-archive.tar.gz
config-file
new-config

ファイルシステムの使用例
ここでは、デバイスでのファイルシステムの使用例を示します。
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スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルのリストを表示する例を示します。

switch# dir bootflash://sup-remote
12198912 Aug 27 16:29:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mzg.1.3.0.39a.bin
1864931 Apr 29 12:41:59 2003 dplug2
12288 Apr 18 20:23:11 2003 lost+found/

12097024 Nov 21 16:34:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.1.3.1.1.bin
41574014 Nov 21 16:34:47 2003 m9500-sf1ek9-mz.1.3.1.1.bin

Usage for bootflash://sup-remote
67747169 bytes used
116812447 bytes free
184559616 bytes total

次に、スタンバイスーパーバイザモジュール上のファイルを削除する例を示します。

switch# delete bootflash://sup-remote/aOldConfig.txt

USBドライブを使用した ISSUまたは ISSDの実行
次に、USBドライブのシステムイメージまたはキックスタートイメージを使用して、インサー
ビスソフトウェアアップグレード（ISSU）またはインサービスソフトウェアダウングレード
（ISSD）を実行する例を示します。
switch# install all system usb1:m9300-s1ek9-mzg.6.2.13.FM.0.65.bin.S0 kickstart
usb1:m9300-s1ek9-kickstart-mzg.6.2.13.FM.0.65.bin.S0
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第 9 章

設定ファイルの取り扱い

この章では、デバイスの構成ファイルを操作する手順を説明します。

•構成ファイルの概要, on page 117
•コンフィギュレーションファイルの管理, on page 118
•デバイスコンフィギュレーションの確認, on page 129
•コンフィギュレーションファイルを使用した作業例, on page 129

構成ファイルの概要
コンフィギュレーションファイルには、Cisco NX-OSデバイス上の機能を設定するために使用
されるCisco NX-OSソフトウェアのコマンドが保存されます。コマンドは、システムを起動し
たとき（startup-configファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマン
ドを入力したときに、Cisco NX-OSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップ構成ファイルを変更するには、copy running-config startup-configコマンドを使
用してスタートアップ構成に実行構成ファイルを保存するか、ファイルサーバーからスタート

アップ構成へ構成ファイルをコピーします。

コンフィギュレーションファイルのタイプ

Cisco NX-OSソフトウェアのコンフィギュレーションファイルには、実行コンフィギュレー
ションとスタートアップコンフィギュレーションの2種類があります。デバイスは、その起動
時にスタートアップコンフィギュレーション（startup-config）を使用して、ソフトウェア機能
を設定します。実行コンフィギュレーション（running-config）には、スタートアップコンフィ
ギュレーションファイルに対して行った現在の変更が保存されます。2つのコンフィギュレー
ションファイルは別々の設定にできます。デバイス構成は、永続的ではなく一時的に変更する

こともできます。この場合、グローバルコンフィギュレーションモードでコマンドを使用す

ることにより、実行コンフィギュレーションを変更しますが、スタートアップコンフィギュ

レーションにはその変更を保存しないようにします。

実行構成を変更するには、configure terminalコマンドを使用して、グローバル構成モードを開
始します。Cisco NX-OSコンフィギュレーションモードの使用時には、通常コマンドはすぐに
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実行され、入力直後またはコンフィギュレーションモードを終了した時点で実行コンフィギュ

レーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、実行コンフィギュレーショ

ンファイルをスタートアップコンフィギュレーションに保存するか、コンフィギュレーショ

ンファイルをファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードし

ます。

Related Topics

コマンドモードについて

実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーションへの保存（118
ページ）

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダウンロード（121ペー
ジ）

コンフィギュレーションファイルの管理
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理方法について説明します。

実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーショ

ンへの保存

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存することで、次

にデバイスをリロードするときのために変更を保存できます。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show running-config
2. copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 1

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 2

switch# copy running-config startup-config
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リモートサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

内部メモリに保存されたコンフィギュレーションファイルをリモートサーバにコピーして、

バックアップとして使用したり、他のCisco NX-OSデバイスを設定するために使用したりする
ことができます。

SUMMARY STEPS

1. copy schemerunning-configserver://[url /]filename /

2. copy schemestartup-configserver://[url /]filename /

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

リモートサーバへ実行コンフィギュレーションファ

イルをコピーします。

copy schemerunning-configserver://[url /]filename /

Example:

ステップ 1

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy running-config
tftp://10.10.1.1/sw1-run-config.bak

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

スタートアップコンフィギュレーションファイル

をリモートサーバにコピーします。

copy schemestartup-configserver://[url /]filename /

Example:

ステップ 2

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy startup-config
tftp://10.10.1.1/sw1-start-config.bak

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

Example

リモートサーバからの実行コンフィギュレーションのダウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレー
ションファイルを使用して、Cisco NX-OSデバイスを設定できます。このファイルを、リモー
トサーバから TFTP、FTP、Secure Copy（SCP）を使用してデバイスに、または Secure Shell
FTP（SFTP）を使用して実行コンフィギュレーションにダウンロードします。
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Before you begin

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクト

リにあることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、

誰でも読み取り可能に設定されている必要があります。

Cisco NX-OSデバイスがリモートサーバにルーティングされることを確認します。サブネット
間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合、Cisco
NX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク内にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバーへの接続を確認します。

SUMMARY STEPS

1. copy scheme://server/[url/]filename running-config
2. (Optional) show running-config
3. (Optional) copy running-config startup-config
4. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

リモートサーバから実行コンフィギュレーション

ファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url/]filename running-config

Example:

ステップ 1

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 2

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 3

switch# copy running-config startup-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 4

switch# show startup-config

Related Topics

ファイルのコピー
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リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダ

ウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレー
ションファイルを使用して、Cisco NX-OSデバイスを設定できます。このファイルを、リモー
トサーバから TFTP、FTP、Secure Copy（SCP）を使用してデバイスに、または Secure Shell
FTP（SFTP）を使用してスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードします。

この手順を実行すると、Cisco NX-OSデバイス上のすべてのトラフィックが中断されます。Caution

Before you begin

コンソールポート上のセッションにログインします。

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクト

リにあることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、

誰でも読み取り可能に設定されている必要があります。

Cisco NX-OSデバイスがリモートサーバにルーティングされることを確認します。サブネット
間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合、Cisco
NX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク内にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバーへの接続を確認します。

SUMMARY STEPS

1. write erase
2. reload
3. copy scheme://server/[url /]filename running-config
4. copy running-config startup-config
5. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

スタートアップコンフィギュレーションファイル

を削除します。

write erase

Example:

ステップ 1

switch# write erase

Cisco NX-OSデバイスをリロードします。reload

Example:

ステップ 2

デバイスを設定するために、セットアッ

プユーティリティを使用しないでくだ

さい。

Note
switch# reload
This command will reboot the system. (y/n)? [n]
y
...
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PurposeCommand or Action
Enter the password for "admin": <password>
Confirm the password for "admin": <password>
...
Would you like to enter the basic configuration
dialog (yes/no): n
switch#

リモートサーバから実行コンフィギュレーション

ファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url /]filename running-config

Example:

ステップ 3

scheme引数に対しては、tftp:、ftp:、scp:、または
sftp:を入力できます。server引数は、リモートサー

switch# copy tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモート
サーバにあるソースファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小
文字を区別して入力します。

実行コンフィギュレーションファイルをスタート

アップコンフィギュレーションファイルとして保

存します。

copy running-config startup-config

Example:
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4

実行設定を表示します。(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 5

switch# show startup-config

Related Topics

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーションファイ

ルのコピー

後で使用するために、コンフィギュレーションファイルをバックアップとして外部フラッシュ

メモリデバイスにコピーできます。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy running-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename

3. copy startup-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:

外部フラッシュメモリデバイスに実行コンフィギュ

レーションをコピーします。filenameの引数では大
文字と小文字が区別されます。

copy running-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

Example:
switch# copy running-config
slot0:dsn-running-config.cfg

ステップ 2

外部フラッシュメモリデバイスにスタートアップ

コンフィギュレーションをコピーします。filename
の引数では大文字と小文字が区別されます。

copy startup-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

Example:
switch# copy startup-config
slot0:dsn-startup-config.cfg

ステップ 3

Related Topics

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスからの実行構成のコピー

Cisco NX-OSデバイスを設定するには、別の Cisco NX-OSデバイスで作成され、外部フラッ
シュメモリデバイスに保存されたコンフィギュレーションファイルをコピーします。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename running-config
3. (Optional) show running-config
4. (Optional) copy running-config startup-config
5. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:
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PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイスから実行コンフィ

ギュレーションをコピーします。filenameの引数で
は大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename
running-config

Example:
switch# copy slot0:dsn-config.cfg running-config

ステップ 2

実行設定を表示します。(Optional) show running-config

Example:

ステップ 3

switch# show running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 5

switch# show startup-config

Related Topics

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスからのスタートアップ構成のコピー

Cisco NX-OSデバイス上のスタートアップコンフィギュレーションを復元するには、外部フ
ラッシュメモリデバイスに保存された新しいスタートアップコンフィギュレーションファイ

ルをダウンロードします。

Before you begin

外部フラッシュメモリデバイスを、アクティブなスーパーバイザモジュールに挿入します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename startup-config
3. (Optional) show startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表

示します。

(Optional) dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

Example:

ステップ 1

switch# dir slot0:
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PurposeCommand or Action

外部フラッシュメモリデバイスからスタートアッ

プコンフィギュレーションをコピーします。filename
の引数では大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename
startup-config

Example:
switch# copy slot0:dsn-config.cfg startup-config

ステップ 2

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

(Optional) show startup-config

Example:

ステップ 3

switch# show startup-config

Related Topics

ファイルのコピー

内部ファイルシステムへのコンフィギュレーションファイルのコピー

後で使用するために、コンフィギュレーションファイルをバックアップとして内部メモリにコ

ピーできます。

SUMMARY STEPS

1. copy running-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename

2. copy startup-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

実行コンフィギュレーションファイルを内部メモリ

にコピーします。

copy running-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

Example:

ステップ 1

filesystem、directory、および filenameの各引数では、
大文字と小文字が区別されます。switch# copy running-config

bootflash:sw1-run-config.bak

スタートアップコンフィギュレーションファイル

を内部メモリにコピーします。

copy startup-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

Example:

ステップ 2

filesystem、directory、および filenameの各引数では、
大文字と小文字が区別されます。switch# copy startup-config

bootflash:sw1-start-config.bak

Related Topics

ファイルのコピー

以前の構成へのロールバック

メモリ破損などの障害が発生し、バックアップされたバージョンからコンフィギュレーション

を復元することが必要になる場合があります。
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copy running-config startup-configコマンドを実行するたびに、バイナリファイルが作成され、
ASCIIファイルが更新されます。有効なバイナリコンフィギュレーションファイルを使用す
ると、ブート全体の時間が大幅に短縮されます。バイナリファイルはアップロードできません

が、その内容を使用して既存のスタートアップコンフィギュレーションを上書きできます。

write eraseコマンドがバイナリファイルをクリアします。

Note

SUMMARY STEPS

1. write erase
2. reload
3. copy configuration_file running-configuration
4. copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

スイッチの現在のコンフィギュレーションを削除し

ます。

write erase

Example:

ステップ 1

switch# write erase

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

ファイルを提供するよう求められます。

reload

Example:
switch# reload

ステップ 2

デフォルトでは、reloadコマンドは、ス
タートアップ構成のバイナリバージョ

ンを使用してデバイスをリロードしま

す。

Cisco NX-OS 6.2(2)以降、reload asciiコ
マンドを使用して、デバイスのリロード

時に構成のASCIIバージョンをスタート
アップ構成にコピーできます。

Note

以前に保存されたコンフィギュレーションファイル

を実行コンフィギュレーションにコピーします。

copy configuration_file running-configuration

Example:

ステップ 3

configuration_fileファイル名引数では、
大文字と小文字が区別されます。

Noteswitch# copy bootflash:start-config.bak
running-configuration

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config
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存在しないモジュールのコンフィギュレーションの削除

シャーシから I/Oモジュールを取り外す場合は、実行コンフィギュレーションからそのモジュー
ルのコンフィギュレーションを削除することもできます。

シャーシの空のスロットに対するコンフィギュレーションのみを削除できます。Note

Before you begin

シャーシから I/Oモジュールを取り外します。

SUMMARY STEPS

1. (Optional) show hardware
2. purge module slot running-config
3. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

デバイスに取り付けられたハードウェアを表示しま

す。

(Optional) show hardware

Example:

ステップ 1

switch# show hardware

実行コンフィギュレーションから存在しないモジュー

ルのコンフィギュレーションを削除します。

purge module slot running-config

Example:

ステップ 2

switch# purge module 3 running-config

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 3

switch# copy running-config startup-config

構成の削除

デバイス上のコンフィギュレーションを削除して、工場出荷時のデフォルト値に戻すことがで

きます。

デバイス上の永続メモリに保存された次のコンフィギュレーションファイルを削除できます。

•新興企業

• Boot

• [デバッグ（Debug）]
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write eraseコマンドを使用すると、次のものを除くすべてのスタートアップ構成が削除されま
す。

•ブート変数定義

•次のものを含む mgmt0インターフェイス上の IPv4コンフィギュレーション

•アドレス

•サブネットマスク

ブート変数の定義を削除するには、手順 1と手順 2に従います。

管理インターフェイスのブート変数、実行構成、および IP構成を削除するには、手順 3から
手順 5に従います。

SUMMARY STEPS

1. write erase boot
2. reload
3. write erase
4. write erase boot
5. reload

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

ブート変数定義を消去します。write erase boot

Example:

ステップ 1

switch# write erase boot

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

reload

Example:

ステップ 2

ファイルを提供するよう求められます。デフォルト

switch# reload では、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバ
イナリバージョンを使用してデバイスをリロードし

ます。

ブート変数定義を消去します。write erase

Example:

ステップ 3

switch# write erase

管理インターフェイスのブート変数定義と IPv4構成
が消去されます。

write erase boot

Example:

ステップ 4

switch# write erase boot
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PurposeCommand or Action

デバイスを再起動します。ブートして実行するデバ

イス用のキックスタートおよびシステムイメージ

reload

Example:

ステップ 5

ファイルを提供するよう求められます。デフォルト

switch# reload では、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバ
イナリバージョンを使用してデバイスをリロードし

ます。

デバイスコンフィギュレーションの確認
POAPを使用してデバイスのブートストラップ後の構成を確認するには、次のコマンドのいず
れかを使用します：

目的コマンド

Running Configurationを表示しますshow running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。show startup-config

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの Cisco Nexusコマ
ンド参考資料を参照してください。

コンフィギュレーションファイルを使用した作業例
ここでは、コンフィギュレーションファイルを使用した作業例を示します。

コンフィギュレーションファイルのコピー

次に、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをコピーする例を示します。

コンフィギュレーションファイルのバックアップ

この例では、bootflash:ファイルシステムにスタートアップコンフィギュレーションをバック
アップする方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config bootflash:my-config

この例では、TFTPサーバにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップする方法
を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config tftp://172.16.10.100/my-config
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この例では、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをバックアップする
方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy running-config bootflash:my-config

以前の構成へのロールバック

現在のコンフィギュレーションを以前保存したコンフィギュレーションのスナップショットコ

ピーにロールバックするには、次の手順を実行する必要があります。

1. write eraseコマンドで、現在の実行イメージをクリアします。

2. reloadコマンドで、デバイスを再起動します。

デフォルトでは、reloadコマンドは、スタートアップ構成のバイナリバージョンを使用してデ
バイスをリロードします。

Cisco NX-OS 6.2(2)以降、reload asciiコマンドを使用して、デバイスのリロード時に構成の
ASCIIバージョンをスタートアップ構成にコピーできます。

Note

3. copy configuration_file running-configurationコマンドで、以前保存した構成ファイルを実
行構成にコピーします。

4. copy running-config startup-configコマンドを使用して、実行構成をスタートアップ構成に
コピーします。
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第 10 章

CDPの設定

この章では、Cisco MDS 9000ファミリスイッチ上で Cisco Discovery Protocol（CDP）を設定す
る方法について説明します。

• CDPに関する情報, on page 131
• CDPの設定, on page 132
• CDPコンフィギュレーションの確認, on page 135
• CDPカウンターとテーブルのクリア（135ページ）
• CDP構成例, on page 135
• CDPのデフォルト設定, on page 136

CDPに関する情報
このセクションには、CDPに関する情報が含まれています。

CDPの概要
Cisco Discovery Protocol（CDP）は、シスコデバイスによって使用されるアドバタイズプロト
コルであり、同一ネットワーク上の他のシスコデバイスに自身をアドバタイズします。CDP
はデータリンク層で実行されるため、レイヤ 3プロトコルとは関係ありません。CDPパケッ
トを受け取るシスコデバイスは、情報をキャッシュして CLIおよび SNMPを介したアクセス
を可能にします。

Cisco NX-OSソフトウェアは、スーパーバイザモジュールの管理イーサネット（mgmt0）イン
ターフェイスと、IP Storage Services（IPS）および 14/2ポートマルチプロトコルサービス
（MPS-14/2）モジュールのギガビットイーサネットインターフェイスでCDPをサポートしま
す。CDPデーモンは、再始動および切り替えが可能です。実行およびスタートアップコンフィ
ギュレーションは、再始動およびスイッチオーバーにおいても使用できます。

CDPバージョン 1（v1）とバージョン 2（v2）が、Cisco MDS 9000ファミリスイッチでサポー
トされます。他のバージョン番号を持つ CDPパケットは、受信時にそのまま廃棄されます。
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インターフェイスのリンクが確立されると、デフォルトによってCDPがイネーブルにされ、3
つの CDPパケットが 1秒間隔で送信されます。このアクションのあと、グローバルに構成さ
れたリフレッシュ間隔で CDPフレームが送信されます。

CDPは NPVデバイスではサポートされていません。（注）

CDPの高可用性
Cisco NX-OSソフトウェアは、CDPのステートレスリスタートをサポートします。リブート
またはスーパーバイザモジュールスイッチオーバーの後、Cisco NX-OSソフトウェアは実行
構成を適用します。ハイアベイラビリティの詳細については、を参照してください。

CDPの設定
ここでは、CDPの設定方法を説明します。

CDPのグローバルな有効化または無効化
CDPはデフォルトで有効になっています。CDPをディセーブルにしてから、もう一度イネー
ブルにできます。

インターフェイス上で CDPをイネーブルにするには、先にデバイス上で CDPをイネーブルに
しておく必要があります。CDPがグローバルにディセーブルになっているときに、特定のイン
ターフェイス上で CDPをイネーブルにしても、これらのインターフェイス上で CDPが現用系
になることはないです。これが発生しても、システムはエラーメッセージを返しません。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. cdp enable
3. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイス全体でCDP機能をイネーブルにします。こ
の設定はデフォルトでイネーブルになっています。

cdp enable

Example:

ステップ 2

switch(config)# cdp enable
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PurposeCommand or Action

この設定変更を保存します。(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

インターフェイス上での CDPの有効化または無効化
CDPはデフォルトで、インターフェイス上でイネーブルです。インターフェイス上で CDPを
ディセーブルにできます。

CDPがグローバルにディセーブルになっているときに、特定のインターフェイス上で CDPを
イネーブルにしても、これらのインターフェイス上で CDPが現用系になることはないです。
これが発生しても、システムはエラーメッセージを返しません。

Before you begin

CDPがイネーブルになっていることを確認します。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. cdp enable
4. (Optional) show cdp interface interface-type slot/port

5. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

Example:

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

Example:

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスで CDPをイネーブルにしま
す。この設定はデフォルトでイネーブルになってい

ます。

cdp enable

Example:
switch(config-if)# cdp enable

ステップ 3

インターフェイスの CDP情報を表示します。(Optional) show cdp interface interface-type slot/port

Example:

ステップ 4
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PurposeCommand or Action
switch(config-if)# show cdp interface ethernet
1/2

この設定変更を保存します。(Optional) copy running-config startup-config

Example:

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

CDPオプションパラメータの設定
CDPを変更するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のオプションコマンド
を使用します。

目的コマンド

デバイスがサポートする CDPのバージョンを設定しま
す。デフォルトは v2です。

cdp advertise {v1 | v2}

Example:
switch(config)# cdp advertise v1

CDPデバイス IDを設定します。オプションは次のとお
りです。

• mac-address —シャーシのMACアドレスを指定し
ます。

• serial-number —シャーシのシリアル番号または組織
固有識別子（OUI）

• system-name —システム名もしくは、完全修飾ドメ
イン名（FQDN）。

デフォルトは system-nameです。

cdp format device-id {mac-address
| serial-number | system-name}

Example:
switch(config)# cdp format
device-id mac-address

CDPネイバー情報を削除するまでに保持する時間を設定
します。範囲は 10～ 255秒です。デフォルト値は 180秒
です。

cdp holdtime seconds

Example:
switch(config)# cdp holdtime 150

CDPがネイバーにアドバタイズメントを送信するリフ
レッシュタイムを設定します。範囲は 5～ 254秒です。
デフォルトは 60秒です。

cdp timer seconds

Example:
switch(config)# cdp timer 50
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CDPコンフィギュレーションの確認
CDP構成を検証するために次のコマンドを使用します：

目的コマンド

CDPがイネーブルになっているすべてのインター
フェイスを表示します。

show cdp all

CDPデータベースエントリを表示します。show cdp entry {all | name entry-name}

CDPグローバルパラメータを表示します。show cdp global

CDPインターフェイスのステータスを表示します。show cdp interface interface-type slot/port

CDPネイバーのステータスを表示します。show cdp neighbors {device-id | interface
interface-type slot/port} [detail]

インターフェイスのCDPトラフィック統計を表示
します。

show cdp traffic interface interface-type
slot/port

CDPカウンターとテーブルのクリア
すべてのインターフェイスのCDPトラフィックカウンタをクリアするには、clear cdp counters
コマンドを使用します。このコマンドは、指定されたインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス（管理およびギガビットイーサネットインターフェイス）に対して発行できま

す。

switch# clear cdp counters

すべてのインターフェイスのネイバーの CDPエントリーを消去するには、clear cdp tableコマ
ンドを使用します。このコマンドは、指定されたインターフェイスまたはすべてのインター

フェイス (管理およびギガビットイーサネットインターフェイス)に対して発行できます。

switch# clear cdp table interface gigabitethernet 4/1

CDP構成例
CDP機能をイネーブルにして、リフレッシュタイマーおよびホールドタイマーを設定する例
を示します。

configure terminal
cdp enable
cdp timer 50
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cdp holdtime 100

CDPのデフォルト設定
この表は、CDPのデフォルト設定を示します。

Table 17: CDPのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

グローバルおよびすべてのインターフェイスでイネーブ

ル

CDP

バージョン 2CDP version

シリアル番号CDP device
ID

60秒CDP timer

180秒CDP hold
timer
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第 11 章

NTPの設定

この章では、Cisco MDS 9000シリーズスイッチデバイスでネットワークタイムプロトコル
（NTP）を構成する方法について説明します。

• NTPの概要, on page 137
• NTPの前提条件 , on page 139
• NTPの注意事項と制約事項（139ページ）
• NTPの設定, on page 139
• NTPの確認, on page 149
• NTPのトラブルシューティング（150ページ）
•例: NTPを構成, on page 153
• NTPのデフォルト設定（154ページ）

NTPの概要
ここでは、NTPの情報について説明します：

NTP
規模の大きい企業ネットワークでは、複数の装置間で記録される相互作用イベントのアソシ

エーションを試みる場合、すべてのネットワーク装置で1つの時間基準を持つことは、管理レ
ポーティングおよびイベントロギング機能において重要です。重要なネットワークを保有する

多くの企業のお客様は、独自のストラタム 1 NTPソースを保持しています。

クライアントとサーバー間で複数のフレームが交換されたときに時刻の同期化が行われます。

クライアントモードにあるスイッチは、1つまたは複数の NTPサーバのアドレスを認識しま
す。NTPサーバはタイムソースとして動作し、クライアントの同期要求を受け取ります。

ピアとして IPアドレスを設定することによって、Cisco NX-OS deviceは必要に応じて時刻を入
手し、提供できます。ピアでは、独自に時刻を提供することができ、サーバが設定されている

場合も対応できます。これらの両方のインスタンスが別のタイムサーバーに指定される場合、

NTPサービスがより信頼性の高いものになります。現用系サーバーリンクが失われた場合で
も、ピアの存在によって正確な時間を保つことができます。
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アクティブサーバに障害が発生する場合、設定されたピアが NTP時刻の提供に役立ちます。
現用系サーバーに機能不全が発生した場合のバックアップサポートを確保するには、直接的な

NTPサーバーアソシエーションを指定して、ピアを設定します。

ピアだけを構成すると、最も正確なピアが NTPサーバーの役割を引き受け、他のピアがピア
として動作します。両方のデバイスが正確なタイム送信元を持つ場合、または正確なNTP送信
元を指定する場合、適切な時間に終了します。

図 8 : NTPのピアおよびサーバーアソシエーション

ネットワーク内に適切に設定されているスイッチはサーバのダウンタイムにも影響されませ

ん。この図に、2つのNTPストラタム 2サーバーおよび 2つのスイッチを含むネットワークを
示します。

この設定では、スイッチは次のように設定されています。

• Stratum-2 Server-1

• IPv4アドレス -10.10.10.10

• Stratum-2 Server-2

• IPv4アドレス -10.10.10.9

• Switch-1 IPv4アドレス -10.10.10.1

• Switch-1 NTP構成

• NTPサーバ 10.10.10.10

• NTPピア 10.10.10.2

• Switch-2 IPv4アドレス -10.10.10.2

• Switch-2 NTP構成

• NTPサーバ 10.10.10.9
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• NTPピア 10.10.10.1

NTPの前提条件
NTPの前提条件は、次のとおりです。

•スイッチには、他の NTP対応デバイスへの IP接続が必要です。

NTPの注意事項と制約事項
NTPに関する設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•スイッチのクロックの信頼性が高い（高品質のローカルクロックがあるか、スイッチ自体
が信頼できる NTPサーバーのクライアントである）ことが確実な場合にのみ、別のデバ
イスとのピアアソシエーションを許可する必要があります。

•単独で設定したピアは、サーバーの役割を担いますが、バックアップとして使用する必要
があります。サーバが2台ある場合、いくつかのデバイスが一方のサーバに接続し、残り
のデバイスが他方のサーバに接続するように設定できます。その後、2台のサーバ間にピ
アアソシエーションを設定すると、信頼性の高い NTP構成になります。

•サーバが1台だけの場合は、すべてのデバイスをそのサーバのクライアントとして設定す
る必要があります。

•設定できる NTPエンティティ（サーバおよびピア）は、最大 64です。

NTPの設定
ここでは、NTPの設定方法について説明します。

NTPをイネーブル化
スイッチで NTPを有効にするには：

NTPはデフォルトでイネーブルです。Note

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal
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ステップ 2 NTPイネーブル化：

switch(config)# feature ntp

NTPのディセーブル化
スイッチで NTPを無効にするには：

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTPを無効にします：

switch(config)# no feature ntp

認証キーの設定

ntp trusted-keyコマンドにより、デバイスが、信頼されていない時刻源と誤って同期する、と
いうことが防止されます。サーバーデバイスのタイムゾーンをクライアントデバイスのタイ

ムゾーンと同期させるには、サーバーデバイスでのみ NTP認証機能を有効にすることができ
ます。クライアントデバイスのタイムゾーンをサーバーデバイスのタイムゾーンと同期する

には、両方のデバイスで NTP認証機能を有効にする必要があり、クライアントデバイスで指
定されたキーは、サーバーデバイスで指定されたキーの1つである必要があります。サーバー
デバイスとクライアントデバイスで指定されたキーが異なる場合、サーバーデバイスのタイ

ムゾーンのみがクライアントデバイスのタイムゾーンと同期できます。

NTPアソシエーションの認証に使用するキーを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

この手順で指定する予定の認証キーによって、NTPサーバが設定されていることを確認しま
す。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 認証キーを定義します：

switch(config)# ntp authentication-key id md5 key [0 | 7]

key識別子の範囲は 1～ 65535です。 keyは、最大 8文字の英数字を入力できます。
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ステップ 3 1つ以上のキーを指定します。デバイスが時刻ソースと同期するために、時刻送信元はこのキーを NTPパ
ケット内に提供する必要があります。

switch(config)# ntp trusted-key id

key識別子の範囲は 1～ 65535です。

次のタスク

一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャスト NTPアソシエーションの認証の有効
化（141ページ）.

一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャスト NTPアソシ
エーションの認証の有効化

信頼できないソースがデバイスに更新を注入するのを防ぐために、（サーバーまたはピアの更

新とは対照的に）一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャストの更新を認証する必

要があります。

これらのタイプの NTPアソシエーションの認証を有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 リモートネットワークホストとの新しい一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャストアソシ
エーションからのパケットの NTP認証を有効にします（これは、 ntp serverコマンドまたは ntp peerコマ
ンドを使用して作成されたピアアソシエーションを認証しません）。

switch# ntp authenticate

一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャスト NTPアソシ
エーションの認証の無効化

これらのタイプの NTPアソシエーションの認証を無効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 リモートネットワークホストとの新しい一時、対称、ブロードキャスト、またはマルチキャストアソシ
エーションからのパケットのNTP認証を無効にします (これは、 ntp serverコマンドまたは ntp peerコマン
ドを使用して作成されたピアアソシエーションを認証しません)。
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switch(config)# no ntp authenticate

NTP認証はデフォルトでディセーブルになっています。

NTPサーバーとピアの有効化
NTPサーバーは、NTP更新の信頼できる送信元です。ローカルデバイスはサーバーの時刻に
従いますが、サーバーはローカルデバイスの時刻から更新されません。NTPピアは更新を送
信し、受信したピア更新に調整して、すべてのピアが同時に収束するようにします。デバイス

は、複数のサーバーまたはピアに関連付けられている場合があります。

NTPは、キーによる認証を導入します。NTPキーを使用して、信頼できるデバイスのみに交
換をフィルタ処理します。これにより、誤って構成された、または悪意のある送信元からの

NTP更新を信頼することを回避できます。

NTPサーバーとピアをイネーブル化するには、次のステップを実行します：

Before you begin

使用しているNTPサーバーと、そのピアの IPアドレスまたはドメインネームシステム（DNS）
名がわかっていることを確認します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 1つのサーバーと 1つのサーバーアソシエーションを形成します：

switch(config)# ntp server {ip-address | ipv6-address | dns-name} [key id] [prefer] [maxpoll interval] [minpoll
interval]

複数のサーバーアソシエーションを指定できます。

keyキーワードを使用して、指定されたキーを使用して指定されたサーバーでの認証を有効にします。id
引数の範囲は 1～ 65535です。

このサーバーをデバイスの優先 NTPサーバーにするには、 preferキーワードを使用します。

サーバーをポーリングする最大および最小の間隔を構成するには、 maxpollと minpollキーワードを使用
します。インターバルの範囲は、4から 16秒です。maxpollのデフォルト値は、6で、minpollのデフォル
ト値は、4です。

NTPサーバとの通信で使用するキーを設定する場合は、そのキーが、デバイス上の信頼できる
キーとして存在していることを確認してください。

Note

ステップ 3 ピアとのアソシエーションを形成します：

switch(config)# ntp peer {ip-address | ipv6-address | dns-name} [key id] [prefer] [maxpoll interval] [minpoll interval]

複数のピアアソシエーションを指定できます。
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keyキーワードを使用して、指定されたキーを使用して指定されたサーバーでの認証を有効にします。id
引数の範囲は 1～ 65535です。

デバイスに対して対象の NTPピアを優先にするには、preferキーワードを使用します。

ピアをポーリングする最大および最小の間隔を設定するには、 maxpollと minpollキーワードを使用しま
す。インターバルの範囲は、4から 17秒です。maxpollのデフォルト値は、6で、minpollのデフォルト値
は、4です。

NTPピアとの通信で使用するキーを構成する場合は、そのキーが、デバイス上の信頼できるキー
として存在していることを確認してください。

Note

NTPサーバーとピアのディセーブル化
NTPサーバーとピアをディセーブル化するには、次のステップを実行します：

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTPサーバーをディセーブル化します：

switch(config)# no ntp server {ip-address | ipv6-address | dns-name}

ステップ 3 NTPピアをディセーブル化します：

switch(config)# no ntp peer {ip-address | ipv6-address | dns-name}

NTPモードをイネーブル化
NTP制御モードおよびプライベートモードパケットの処理を有効にするには、次の手順を実
行します：

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 コントロールモードおよびプライベートモードパケットの処理を有効にします。

switch(config)# ntp allow {private | control [rate-limit seconds]}

デフォルトの持続時間は 3秒です。これは、制御モードパケットが 3秒ごとに処理または応答されること
を意味します。値の範囲は 1～ 65535です。
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NTPモードのディセーブル化
NTP制御モードおよびプライベートモードパケットの処理をディセーブル化にするには、次
の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 コントロールモードとプライベートモードのパケットの処理を無効にします。

switch(config)# no ntp allow {private | control [rate-limit seconds]}

送信元インターフェイスでの NTPのイネーブル化
スイッチから送信される NTPパケットのデフォルトの送信元アドレスを上書きするには、次
の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 スイッチから送信される NTPパケットのデフォルトの送信元アドレスを上書きします。

switch(config)# ntp source-interface {ethernet slot/port.sub-interface | mgmt number | port-channel number}

指定できる ntp source-interfaceコマンドは 1つだけです。すべてのインターフェイスを介して送信される
すべての NTPパケットは、このコマンドで指定されたアドレスを送信元アドレスとして使用します。

送信元インターフェイスでの NTPのディセーブル化
NTPパケットのデフォルトの送信元アドレスを復元するには、次の手順を実行します：

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTPパケットのデフォルトの送信元アドレスを復元します：

switch(config)# no ntp source-interface {ethernet slot/port.sub-interface | mgmt number | port-channel number}
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NTPロギングをイネーブル化します。
NTPメッセージの syslogへのロギングを有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTPロギングをイネーブル化します：

switch(config)# ntp logging

NTPロギングを無効化
syslogへの NTPメッセージのロギングを無効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTPロギングを無効にします：

switch(config)# no ntp logging

NTP Syslogロギングレベルの構成
NTP Syslogメッセージの重大度しきい値を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTP Syslogメッセージの重大度しきい値を構成します：

switch(config)# logging level ntp {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7}

次のキーワードは、重大度レベルを指定します：

• 0 —ログに緊急事態メッセージを指定します。

• 1 —アラートメッセージをログに記録することを指定します。

• 2 —ログに重大メッセージを指定します。

• 3 —ログにエラーメッセージを指定します。
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• 4 —警告メッセージをログに記録することを指定します。

• 5 —通知メッセージをログに記録することを指定します。

• 6 —情報メッセージをログすることを指定します。

• 7 —デバックメッセージをログに記録することを指定します。

デフォルトの NTP Syslog重大度ログレベルの設定
デフォルトの NTP syslog重大度ロギングレベルに戻すには、次の手順を実行します：

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 デフォルトの NTP syslog重大度ロギングレベルに戻ります：

switch(config)# no logging level ntp {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7}

NTP統計のクリアと表示
NTPは、必要に応じて表示および消去できる統計を生成します。

NTP統計を表示およびクリアするには、次の手順を実行します：

ステップ 1 NTP統計情報を表示します：

switch# show ntp statistics {peers | io | local | memory}

次の NTP統計を表示できます：

• peer—ピアごとの NTP統計。

• io— NTPパケット処理の統計。

• local— NTPパケットタイプの統計。

• memory— NTPによるメモリ使用量の統計。

ステップ 2 NTPの統計情報をクリアします：

switch# clear ntp statistics {peer | io | local | memory}
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NTPの再同期
スイッチの NTPクライアントがサーバーまたはピアとの同期を失った場合、NTPクライアン
トを再起動する必要がある場合があります。これにより、ローカルスイッチで構成されている

すべての NTPサーバーとピアとの同期プロセスが再開されます。NTPサーバーとクライアン
トのステータスを確認するには、NTPのトラブルシューティングセクションを参照してくださ
い。

スイッチ上の NTPクライアントを再起動するには、次の手順を実行します：

同期を再試行：

switch# ntp sync-retry

CFSを使用した NTP構成の配布
CFSを使用して、ファブリック内の他のスイッチにローカル NTP構成を配布できます。

CFSを介して配布されるのは、NTPサーバーとピアの構成だけです。（注）

NTP構成流通のイネーブル化

NTP設定の CFS配信をイネーブル化するには、次の手順を実行します。

始める前に

• CFSがイネーブルになっていることを確認します。詳細については、Cisco MDS 9000 Series
System Management Configuration Guide内の「CFS配布ステータスを検証」セクションを参
照してください。

• NTPがイネーブル化されていることを確認します。詳細については、「NTPの確認（149
ページ）」を参照してください。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTP設定の配信をファブリック内のすべてのスイッチでイネーブル化します：

switch(config)# ntp distribute
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このコマンドは、ファブリックのロックを取得して、その後の設定変更をすべて保留データベースに格納

します。

NTP構成配布の無効化

NTP設定の CFS配信を無効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 NTP構成の配布を無効にします。

switch(config)# no ntp distribute

NTP設定変更のコミット

NTP構成の変更をコミットすると、Cisco NX-OSソフトウェアは、保留中の変更をローカル
Cisco MDSスイッチの実行構成と、NTP構成配信を受信できるファブリック内のすべてのCisco
MDSスイッチに適用します。

保留中の NTP構成をファブリック内の NTP CFS対応ピアに適用するには、次の手順を実行し
ます。

始める前に

別の Cisco MDSスイッチ内のファブリックの NTP構成流通をイネーブル化します。

ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 保留中の NTP構成を、ファブリック内の NTP CFS対応ピアに配布します。

switch(config)# ntp commit

NTP設定変更の廃棄

NTP配布モードでは、構成の変更は、ユーザーがコミットするまでバッファリングされます。
abortコマンドでコミットされる前に、変更を破棄できます。

スイッチで既存の NTP CFS配信セッションを終了してロックを解除するには、次の手順を実
行します。
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ステップ 1 次の設定モードを入力します。

switch# configure terminal

ステップ 2 スイッチ上の既存の NTP CFS配信セッションを終了してロックを解除します：

switch(config)# ntp abort

失われた NTP構成セッションの強制終了

ユーザーが配布モードで NTP構成の変更を開始すると、セッションが作成され、CFSがファ
ブリック全体のセッションロックを作成します。セッションロックは、他のユーザーが同時

にセッションを作成し、NTP構成を変更することを防止するためのものです。ユーザーが変更
をコミットまたはキャンセルしない場合、ロックが解除されるまで、以降のNTP構成セッショ
ンは阻止されます。この場合、セッションロックは別のユーザーによってリリースされる可能

性があり、このアクションにより、セッション内の保留中のすべての NTP構成変更が破棄さ
れ、ロックが解放されます。セッションロックのリリースは、ファブリック内のどのスイッチ

からでも実行できます。管理者がこのタスクを実行すると、保留中の構成変更は廃棄され、

ファブリックロックがリリースされます。

管理者権限を使用し、ロックされた NTPセッションをリリースする手順は、次の手順を実行
します：

ロックされた NTPセッションをリリースします：

switch# clear ntp session

NTPの確認
次のコマンドを使用して、NTPを確認します：

次に、NTPがイネーブル化されていることを確認する例を表示します：

switch(config)# show running-config all | include "feature ntp"
feature ntp

次に、現在の NTP構成を表示する例を表示します：

switch# show running-config ntp

!Command: show running-config ntp
!Time: Fri Jan 1 1:23:45 2018
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version 8.2(1)
logging level ntp 6
ntp peer 192.168.12.34
ntp server 192.168.86.42
ntp authentication-key 1 md5 fewhg12345 7
ntp logging

この例は、現在のセッションのコミットされていない（保留中の）NTP構成を示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp distribute
switch(config)# ntp peer 192.168.12.34
switch(config)# show ntp pending peers

ntp peer 192.168.12.34

switch(config)# ntp commit
switch(config)# show ntp pending peers

保留 CFSデータベースと現行の NTP構成の差異をこの例は、表示します：

switch# show ntp pending-diff

次の例は、次の time-stampコマンドを使用してタイムスタンプチェックが有効になっている
かどうかを示しています。

switch# show ntp timestamp status
Linecard 3 does not support Timestamp check.

NTPのトラブルシューティング
NTPのトラブルシューティングには、次の情報を使用します。

この例は、NTP CFSステータスを示しています。

switch# show ntp status
Distribution : Disabled
Last operational state: No session

次の例は、NTP構成の変更がどのスイッチに配布されるかを確認する方法を示しています：

switch1# show cfs peers name ntp

Scope : Physical-fc-ip
-------------------------------------------------------------------------
Switch WWN IP Address
-------------------------------------------------------------------------
20:00:8c:60:4f:0d:2b:b0 192.168.12.34 [Local]

[switch1]
20:00:8c:60:4f:0d:32:d0 192.168.56.78 [Merged]

[switch2.mydomain.com]
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Total number of entries = 2

この例は、NTPセッション情報を表示します：

switch# show ntp session status
Last Action Time Stamp : None
Last Action : None
Last Action Result : None
Last Action Failure Reason : none

この例は、すべての NTPピアを表示します：

switch# show ntp peers
--------------------------------------------------
Peer IP Address Serv/Peer

--------------------------------------------------
10.105.194.169 Server (configured)

この例は、show ntp pending peersコマンドと show ntp pending-diffコマンドの違いを表示しま
す。出力は、NTPサーバーまたはピアを追加した場合と同様です。

switch1# configure terminal
switch1(config)# ntp authenticate
switch1(config)# ntp authentication-key 1 md5 aNiceKey
switch1(config)# ntp server 192.168.12.34 key 1
switch1(config)# ntp authentication-key 2 md5 goodTime
switch1(config)# ntp peer 192.168.56.78 key 2
switch1(config)# show ntp pending peers

ntp server 192.168.12.34

ntp peer 192.168.56.78

switch1(config)# show ntp pending-diff
+ntp peer 192.168.56.78
+ntp server 192.168.12.34
switch1(config)# ntp commit
switch1(config)# show ntp pending peers
switch1(config)# show ntp pending-diff

サーバーおよびピアコマンドのみが NTPピアスイッチに配布されます。認証の有効化や認証
キーの設定などの他のパラメータは、各スイッチで構成する必要があります。

注意

スイッチ 1の例を続けると、サーバーまたはピアを削除すると出力が異なります。

switch1(config)# no ntp peer 192.168.56.78
switch1(config)# show ntp pending peers

ntp server 192.168.12.34

switch1(config)# show ntp pending-diff
-ntp peer 192.168.56.78
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switch1(config)# ntp commit
switch1(config)# show ntp pending peers
switch1(config)# show ntp pending-diff
switch1(config)# end

この例は、ピアのステータスを示しています。各ピアに関する情報が、1回線に 1つのピアと
して表に表示されます。各行の最初の文字はステータスフラグです。表の上の凡例は、このフ

ラグの意味を表示しています。同期してローカル時刻の更新に使用される NTPサーバーとピ
アには、等号（=）フラグがあります。更新されるローカルスイッチの時間に対して、このフ
ラグを持つデバイスが少なくとも1つ必要です。パッシブピアは、現在同期されていないピア
です。これは、ローカルスイッチがこれらのピアからの時刻更新を使用しないことを意味しま

す。リモート列には、ピアの送信元 IPアドレスが表示されます。ピアの送信元クロックまた
はストラタムの正確度は、st列に表示されます。stratumの値が高いほど、ピアのクロック送
信元の精度が低くなり、16が最も低い正確度になります。秒数の投票間隔は、投票列で表示
されています。リーチ列の到達可能性フィールドは、そのピアとの最後の 8つのトランザク
ションの循環ビットマップであり、「1」は成功を示し、「0」は失敗を示し、最下位ビットの
最新のトランザクションを示します。このピアは、最後の6つのポーリングメッセージを失っ
ていません。ローカルスイッチとピア間の往復時間（秒単位）は、遅延列に表示されます。

switch# show ntp peer-status
Total peers : 1
* - selected for sync, + - peer mode(active),
- - peer mode(passive), = - polled in client mode

remote local st poll reach delay
-----------------------------------------------------------------
*10.105.194.169 0.0.0.0 4 16 77 0.00099

この例は、単一のサーバーまたはピアの詳細な NTP情報を示しています。

最後に受信したパラメータは、そのサーバーまたはピアからフレームを受信するたびにゼロに

戻ります。したがって、ピアが到達不能であるか、ローカルスイッチの NTPクライアントに
送信していない場合、このパラメータは着実に増加します。

switch# show ntp statistics peer ipaddr 10.105.194.169
remote host: 10.105.194.169
local interface: Unresolved
time last received: 9s
time until next send: 54s
reachability change: 54705s
packets sent: 3251
packets received: 3247
bad authentication: 0
bogus origin: 0
duplicate: 0
bad dispersion: 0
bad reference time: 0
candidate order: 6

次の例は、スイッチのローカル NTPクライアントによって維持されるカウンタを示していま
す。

switch# show ntp statistics local
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system uptime: 24286
time since reset: 24286
old version packets: 13
new version packets: 0
unknown version number: 0
bad packet format: 0
packets processed: 13
bad authentication: 0

例: NTPを構成
次の例は、NTPプロトコルをイネーブル化にする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# feature ntp

次の例は、NTPプロトコルをディセーブル化にする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no feature ntp

次の例は、NTPサーバーを構成する例を表示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ntp server 192.0.2.10

次の例は、NTPピアを設定する方法を表示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp peer 2001:0db8::4101

次の例は、NTP認証を設定する方法を表示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp authentication-key 42 md5 key1_12
switch(config)# ntp trusted-key 42
switch(config)# ntp authenticate

次の例は、プライベートモードパケットの処理をイネーブルにする方法を示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp allow private

次の例は、レート制限が10秒の制御モードパケットの処理を有効にする方法を示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp allow control rate-limit 10
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次の例は、NTP送信元インターフェイスを構成する方法を表示しています：

switch# configure terminal
switch(config)# ntp source-interface ethernet 2/2

この例では、syslogへのNTPメッセージのロギングを有効にし、syslogロギングのしきい値を
「情報」に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# ntp logging
switch(config)# logging logfile messages 6
switch(config)# end
switch# show logging | include "logfile:" next 1
Logging logfile: enabled
Name - messages: Severity - information Size - 4194304
switch# show logging logfile | include %NTP
2017 Jan 1 1:02:03 switch %NTP-6-NTP_SYSLOG_LOGGING: : Peer 192.168.12.34 is reachable
2017 Jan 1 2:34:56 switch %NTP-6-NTP_SYSLOG_LOGGING: : System clock has been updated,
offset= sec

次に、NTPのロギングをディセーブルにする例を表示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no ntp logging

NTPのデフォルト設定
次の表に、NTPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 18 :デフォルトの NTP設定

無効NTP

無効NTPモード

mgmt0NTP送信元インターフェイ
ス

無効NTPロギング

ディセーブ

ル

NTP流通
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第 12 章

システムハードウェアの管理

この章では、サービスおよびスイッチングモジュール以外のシステムハードウェアの管理方

法およびスイッチ状態のモニタリング方法について説明します。

•スイッチハードウェアインベントリの表示（155ページ）
• CompactFlashテストの実行（159ページ）
•スイッチのシリアル番号の表示（159ページ）
•電力使用状況情報の表示（160ページ）
•電源モード（161ページ）
•モジュール温度モニタリングについて（177ページ）
•ファンモジュールの概要（180ページ）
•環境情報の表示（181ページ）
•デフォルト設定（183ページ）

スイッチハードウェアインベントリの表示
製品 ID、シリアル番号とバージョン IDを含むスイッチ内の現場交換可能ユニット（FRU）の
情報を表示するには、 show inventoryコマンドを使用します。次の例は、show inventoryコマ
ンドの出力を表示します。

switch# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis "
PID: DS-C9710 , VID: V00 , SN: JAF1647AQTL

NAME: "Slot 2", DESCR: "2/4/8/10/16 Gbps Advanced FC Module"
PID: DS-X9448-768K9 , VID: V02 , SN: JAE192008U7

NAME: "Slot 3", DESCR: "4/8/16/32 Gbps Advanced FC Module"
PID: DS-X9648-1536K9 , VID: V01 , SN: JAE203901Z0

NAME: "Slot 5", DESCR: "Supervisor Module-3"
PID: DS-X97-SF1-K9 , VID: V02 , SN: JAE17360E6B

NAME: "Slot 6", DESCR: "Supervisor Module-3"
PID: DS-X97-SF1-K9 , VID: , SN: JAE164300E8

NAME: "Slot 7", DESCR: "1/10/40G IPS,2/4/8/10/16G FC Module"
PID: DS-X9334-K9 , VID: V00 , SN: JAE195001TJ
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NAME: "Slot 8", DESCR: "4/8/16/32 Gbps Advanced FC Module"
PID: DS-X9648-1536K9 , VID: V01 , SN: JAE203901ZJ

NAME: "Slot 10", DESCR: "1/10 Gbps Ethernet Module"
PID: DS-X9848-480K9 , VID: V01 , SN: JAE172603Q9

NAME: "Slot 11", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB1 , VID: V01 , SN: JAE18040A1N

NAME: "Slot 12", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB , VID: V01 , SN: JAE164705RF

NAME: "Slot 13", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB1 , VID: V01 , SN: JAE18040A22

NAME: "Slot 14", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB1 , VID: V01 , SN: JAE1640085T

NAME: "Slot 15", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB , VID: V01 , SN: JAE16410AR4

NAME: "Slot 16", DESCR: "Fabric card module"
PID: DS-X9710-FAB1 , VID: V00 , SN: JAE19500864

NAME: "Slot 33", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Power Supply"
PID: DS-CAC97-3KW , VID: V01 , SN: DTM1649022W

NAME: "Slot 34", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Power Supply"
PID: DS-CAC97-3KW , VID: V01 , SN: DTM16490239

NAME: "Slot 35", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Power Supply"
PID: DS-CAC97-3KW , VID: V01 , SN: DTM164602ZP

NAME: "Slot 40", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Power Supply"
PID: DS-CAC97-3KW , VID: V01 , SN: DTM164602XH

NAME: "Slot 41", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Fan Module"
PID: DS-C9710-FAN , VID: V00 , SN: JAF1647ADCN

NAME: "Slot 42", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Fan Module"
PID: DS-C9710-FAN , VID: V00 , SN: JAF1647ACHH

NAME: "Slot 43", DESCR: "MDS 9710 (10 Slot) Chassis Fan Module"
PID: DS-C9710-FAN , VID: V00 , SN: JAF1647ADCE

スイッチハードウェアインベントリ情報を表示するには、 show hardwareコマンドを使用し
ます。下の例は、show hardwareコマンドの出力を示しています：

switch# show hardware
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Documents: http://www.cisco.com/en/US/products/ps9372/tsd_products_support_series_home.html
Copyright (c) 2002-2017, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
156

システムハードウェアの管理

スイッチハードウェアインベントリの表示



Software
BIOS: version 3.1.0
kickstart: version 8.2(1)
system: version 8.2(1)
BIOS compile time: 02/27/2013
kickstart image file is: bootflash:///m9700-sf3ek9-kickstart-mz.8.2.1.bin.S46
kickstart compile time: 8/30/2017 23:00:00 [09/27/2017 12:00:46]
system image file is: bootflash:///m9700-sf3ek9-mz.8.2.1.bin.S46
system compile time: 8/30/2017 23:00:00 [09/27/2017 14:57:51]

Hardware
cisco MDS 9710 (10 Slot) Chassis ("Supervisor Module-3")
Intel(R) Xeon(R) CPU C5528 @ 2.13GHz with 8167228 kb of memory.
Processor Board ID JAE17360E6B

Device name: sw-9710-101
bootflash: 3915776 kB
slot0: 0 kB (expansion flash)

Kernel uptime is 0 day(s), 2 hour(s), 25 minute(s), 2 second(s)

Last reset at 969755 usecs after Wed Nov 8 06:28:35 2017

Reason: Reset Requested by CLI command reload
System version: 8.2(1)
Service:

plugin
Core Plugin, Ethernet Plugin

--------------------------------
Switch hardware ID information
--------------------------------

Switch is booted up
Switch type is : MDS 9710 (10 Slot) Chassis
Model number is DS-C9710
H/W version is 0.2
Part Number is 73-14586-02
Part Revision is 02
Manufacture Date is Year 16 Week 47
Serial number is JAF1647AQTL
CLEI code is 0

--------------------------------
Chassis has 10 Module slots and 6 Fabric slots
--------------------------------

Module1 empty

Module2 powered-dn
Module type is : 2/4/8/10/16 Gbps Advanced FC Module
0 submodules are present
Model number is DS-X9448-768K9
H/W version is 1.3
Part Number is 73-15110-04
Part Revision is A0
Manufacture Date is Year 19 Week 20
Serial number is JAE192008U7
CLEI code is CMUIAHUCAC

.

.

.
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Module10 ok
Module type is : 1/10 Gbps Ethernet Module
0 submodules are present
Model number is DS-X9848-480K9
H/W version is 1.0
Part Number is 73-15258-05
Part Revision is A0
Manufacture Date is Year 17 Week 26
Serial number is JAE172603Q9
CLEI code is CMUCAD5BAA

Xbar1 ok
Module type is : Fabric card module
0 submodules are present
Model number is DS-X9710-FAB1
H/W version is 1.2
Part Number is 73-15234-02
Part Revision is C0
Manufacture Date is Year 18 Week 4
Serial number is JAE18040A1N
CLEI code is CMUCAD1BA

.

.

.
Xbar6 powered-dn
Module type is : Fabric card module
0 submodules are present
Model number is DS-X9710-FAB1
H/W version is 1.0
Part Number is 73-100994-01
Part Revision is 03
Manufacture Date is Year 19 Week 50
Serial number is JAE19500864
CLEI code is CLEI987656

---------------------------------------
Chassis has 8 PowerSupply Slots
---------------------------------------

PS1 ok
Power supply type is: 3000.00W 220v AC
Model number is DS-CAC97-3KW
H/W version is 1.0
Part Number is 341-0428-01
Part Revision is A0
Manufacture Date is Year 16 Week 49
Serial number is DTM1649022W
CLEI code is CMUPABRCAA

.

.

.
PS8 ok
Power supply type is: 3000.00W 220v AC
Model number is DS-CAC97-3KW
H/W version is 1.0
Part Number is 341-0428-01
Part Revision is A0
Manufacture Date is Year 16 Week 46
Serial number is DTM164602XH
CLEI code is CMUPABRCAA

----------------------------------
Chassis has 3 Fan slots
----------------------------------
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Fan1(sys_fan1) ok
Model number is DS-C9710-FAN
H/W version is 0.2
Part Number is 73-15236-02
Part Revision is 02
Manufacture Date is Year 16 Week 47
Serial number is JAF1647ADCN
CLEI code is

Fan2(sys_fan2) ok
Model number is DS-C9710-FAN
H/W version is 0.2
Part Number is 73-15236-02
Part Revision is 02
Manufacture Date is Year 16 Week 47
Serial number is JAF1647ACHH
CLEI code is

Fan3(sys_fan3) ok
Model number is DS-C9710-FAN
H/W version is 0.2
Part Number is 73-15236-02
Part Revision is 02
Manufacture Date is Year 16 Week 47
Serial number is JAF1647ADCE
CLEI code is

CompactFlashテストの実行
テストは、system health check bootflash fix-errorsまたは system health check logflash bad-blocks
コマンドを EXECモードで使用して、オンデマンドで実行できます。

Cisco MDS 9700シリーズマルチレイヤディレクタ上のGOLD（総合オンライン診断）機能を
使用してライブシステムのハードウェアデバイスとデータパスをテストおよび検証します。

GOLDの詳細については、オンライン診断の構成の章の中の Cisco MDS 9000 Series NX-OS
System Management Configuration Guideを参照してください。

スイッチのシリアル番号の表示
シャーシの裏（電源の横）のシリアル番号ラベルを見るもしくは、 show sprom backplane 1コ
マンドを使用すれば、 Cisco MDS 9000 Seriesスイッチのシリアル番号を表示できます。
switch# show sprom backplane 1
DISPLAY backplane sprom contents:
Common block :
Block Signature : 0xabab
Block Version : 3
Block Length : 160
Block Checksum : 0x134f
EEPROM Size : 65535
Block Count : 5
FRU Major Type : 0x6001
FRU Minor Type : 0x0
OEM String : Cisco Systems, Inc.
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Product Number : DS-C9710
Serial Number : JAF1647AQTL
Part Number : 73-14586-02
Part Revision : 02
Mfg Deviation : 0
H/W Version : 0.2
Mfg Bits : 0
Engineer Use : 0
snmpOID : 0.0.0.0.0.0.0.0
Power Consump : 0
RMA Code : 0-0-0-0
CLEI Code : 0
VID : V00
Chassis specific block:
.
.
.

新しいライセンスをインストールする場合は、 show license host-idコマンドを使用して、ス
イッチのシリアル番号を取得します。詳細については、Cisco MDS 9000シリーズ NX-OSソフ

トウェアライセンスガイドを参照してください。

（注）

電力使用状況情報の表示
スイッチ全体の実際の電力消費量情報を表示するには、show environment powerコマンドを使
用します。このコマンドに対して、各モジュールの電源のキャパシティと消費情報が表示され

ます。

Cisco MDS 9700シリーズスイッチでは、スーパーバイザモジュールが 1つだけでも両方あっ
ても、電力消費量は両方のスーパーバイザ用に予約されています。

（注）

switch# show environment power

Power Supply:
Voltage: 50 Volts
Power Actual Total
Supply Model Output Capacity Status
------- ------------------- ----------- ----------- --------------
1 DS-CAC97-3KW 549 W 3000 W Ok
2 DS-CAC97-3KW 535 W 3000 W Ok
3 DS-CAC97-3KW 539 W 3000 W Ok
4 DS-CAC97-3KW 535 W 3000 W Ok
5 ------------ 0 W 0 W Absent
6 ------------ 0 W 0 W Absent
7 ------------ 0 W 0 W Absent
8 ------------ 0 W 0 W Absent

Actual Power
Module Model Draw Allocated Status
------- ------------------- ----------- ----------- --------------
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2 DS-X9448-768K9 N/A 0 W Powered-Dn
3 DS-X9648-1536K9 265 W 750 W Powered-Up
5 DS-X97-SF1-K9 113 W 190 W Powered-Up
6 DS-X97-SF1-K9 106 W 190 W Powered-Up
7 DS-X9334-K9 441 W 480 W Powered-Up
8 DS-X9648-1536K9 252 W 750 W Powered-Up
10 DS-X9848-480K9 363 W 500 W Powered-Up
Xb1 DS-X9710-FAB1 95 W 150 W Powered-Up
Xb2 DS-X9710-FAB 91 W 150 W Powered-Up
Xb3 DS-X9710-FAB1 94 W 150 W Powered-Up
Xb4 DS-X9710-FAB1 90 W 150 W Powered-Up
Xb5 DS-X9710-FAB 98 W 150 W Powered-Up
Xb6 DS-X9710-FAB1 N/A 150 W Powered-Dn
fan1 DS-C9710-FAN 50 W 600 W Powered-Up
fan2 DS-C9710-FAN 40 W 600 W Powered-Up
fan3 DS-C9710-FAN 45 W 600 W Powered-Up

N/A - Per module power not available

Power Usage Summary:
--------------------
Power Supply redundancy mode (configured) Redundant
Power Supply redundancy mode (operational) Redundant

Total Power Capacity (based on configured mode) 6000 W
Total Power of all Inputs (cumulative) 12000 W
Total Power Output (actual draw) 2158 W
Total Power Allocated (budget) 5560 W
Total Power Available for additional modules 440 W

電源モード
Cisco MDS 9000シリーズマルチレイヤスイッチは、さまざまな数と機能の電源をサポートし
ています。このセクションでは、Cisco MDS 9000シリーズマルチレイヤースイッチ上で利用
可能なパワーモードを説明します。

Cisco MDS 9710マルチレイヤスイッチは、Cisco MDS 9700 48ポート 32 Gbpsファイバチャネ
ルスイッチングモジュールのみがインストールされている場合、最大 4つの電源をサポート
できます。デフォルトでは、4つの電源装置が電源装置ベイ 1～ 4に取り付けられています。

次の電源モードのいずれかを構成して、取り付けた各電源モジュールユニット（電力冗長性な

し）から供給される電力を合わせて利用したり、電源ロスが発生した際の電源の冗長性を備え

たりできます。最適なパフォーマンスを得るには、スイッチに完全冗長電源モードを設定する

ことをお勧めします。

• Combinedモード—このモードは、全ての電源の複合キャパシティを使用します。電源に
障害が発生した場合、消費される電力によっては、スイッチ全体がシャットダウンされ、

トラフィックが中断する可能性があります。このモードは、スイッチにより多くの電力が

必要な場合を除いて、めったに使用されません。

•入力送信元（グリッド）冗長モード -このモードでは、電源の半分を使用可能なカテゴリ
に割り当て、残りの半分を予備カテゴリに割り当てます。有効電力に使用される電源装置

に障害が発生した場合に、予備電力に使用される電源装置がスイッチに電力を供給できる
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ように、使用可能カテゴリと予備カテゴリに異なる電源装置を使用する必要があります。

グリッド冗長モードが失われると、電力モードは複合モードに戻ります。

•電源（N+1）冗長モード：このモードでは、アクティブな電源に障害が発生した場合にス
イッチに電力を供給するための予備として1つの電源が割り当てられます。残りのカテゴ
リモジュールが使用可能電力に割り当てられます。予備電源モジュールは、現用系電力に

使用される各電源モジュールと少なくとも同じ能力が要求されます。

•完全冗長性モード—このモードは、入力電源（グリッド）と電源（N+1）冗長性モード
を組み合わせたモードです。入力ソース冗長モードと同様に、このモードは電源の半分を

使用可能なカテゴリに割り当て、残りの電源を予約カテゴリに割り当てます。現用系の電

力に使われている電源が機能不全になった場合、電源供給のために予備電源装モジュール

の一つを代わりに利用することができます。

スイッチでサポートされる電源モードの詳細については、スイッチに対応するハードウェアイ

ンストレーションガイドを参照してください。

電源の構成ガイドライン

スイッチでサポートされている電源に固有の情報については、スイッチに対応するハードウェ

ア設置ガイドを参照してください。

•一部の Cisco MDSスイッチは、DCおよび高電圧 DC（HVDC）電源をサポートしていま
す。HVDC電源は 440 V (より高い電圧)をサポートしますが、DC電源は最大 110または
220 Vをサポートします。また、HVDC電源は長距離にわたって電力を効率的に伝送しま
す。

• Cisco MDS 9250iスイッチには、電源モードが N+1モードに設定された 3つの電源があり
ます。Cisco MDS 9250iスイッチは、1+1グリッドの冗長性が必要な場合、2つの電源装置
だけで動作させることもできます。他のすべての Cisco MDS 9000スイッチ（ディレクタ
を除く）には、1+1グリッド冗長性に設定された設定不可の電源モードがあります。

（注）

Cisco MDS 9700シリーズスイッチには、グリッド冗長（N+N）モードでフル装備のシャーシ
に電力を供給するのに十分な電源が付属しています。たとえば、スイッチの構成によっては、

Cisco MDS 9710スイッチにはデフォルトで 6つの電源装置が付属している場合があり、グリッ
ド冗長電源構成 (N+N)モードでフル装備のシャーシに電力を供給できます。すべての電源装置
が常にシャーシに電力を供給しています。ただし、電源装置の管理、レポート、および予算編

成のために、Cisco MDS NX-OSはさまざまな構成可能な電源装置モードをサポートしていま
す。電源モードの機能の 1つは、特にグリッド構成で、グリッド Aおよびグリッド Bの電源
ホイップに接続されている電源を特定するための仮定を行うことです。電源装置の接続につい

ては、Cisco MDS 9700 Series Hardware Installation Guideの「Product Overview」セクションを参
照してください。

次の表に、グリッド構成に関する電源ベイに関する情報を示します。
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表 19 : Cisco MDS 9700グリッドスロットの場所

グリッド Bグリッド ACisco MDSスイッチ

PSU3, PSU4, PSU7, PSU8,
PSU11, PSU12, PSU15, PSU16

PSU1, PSU2, PSU5, PSU6, PSU9,
PSU10, PSU13, PSU14

Cisco MDS 9718

PSU3, PSU4, PSU7, PSU8PSU1, PSU2, PSU5, PSU6Cisco MDS 9710

PSU3, PSU4PSU1, PSU2Cisco MDS 9706

次に、Cisco MDSスイッチでサポートされる電源モードのリストを示します。

電力モード間の変更は無停止であり、ターゲットモードで使用可能な電力が十分にある場合に

のみ可能です。十分な電力が利用できない場合、MDSNX-OSは「キャパシティ不足」メッセー
ジでコマンドを拒否します。

（注）

• Ps冗長モード：デフォルトの電源モードは ps冗長モードです。これは、N+1冗長モード
に相当します。これは、このモードが最も多様な環境での展開に対応できる十分な柔軟性

を備えているためです。このモードでは、N個の機能している電源がバジェット、アラー
ト、レポート、およびモニタリングに使用され、1つの電源が予備として使用されます。
総合使用可能電力は、N電源装置のキャパシティの合計です。

ps-redundantモードでは、シャーシスロット内の電源の配置に制限はありません。推奨さ
れているように、電源装置をグリッドAまたはグリッドBに配置する必要はありません。
電源装置がグリッド Aまたはグリッド Bで推奨どおりに配置されている場合でも、MDS
NX-OSは、N+1冗長モードのため、グリッド構成に従ってバジェット、アラート、レポー
ト、およびモニタリングをサポートしません。

表 20 : ps-redundant Mode

電源動作

モード

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

電源 7
（ワッ

ト）

電源 4
（ワッ

ト）

電源 3
（ワッ

ト）

電源 5
（ワッ

ト）

電源 2
（ワッ

ト）

電源 1
（ワッ

ト）
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電源動作

モード

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

N+1冗長
モード使用

可能な電力

キャパシ

ティは、予

備として使

用される 1
つを除く、

すべての稼

働中の電源

装置 (PSU)
の電力キャ

パシティの

合計です。

150003,000300030003000300030001

12000[オフ
（Off）]

3,00030003000300030002

9000消灯消灯3,0003000300030003

6,000消灯消灯消灯3,000300030004

• insrc-redundantモード：適切なバジェット、アラート、レポート、およびモニタリングの
目的でシャーシでグリッド（N+N）モードが必要な場合は、表20 : ps-redundant Mode（163
ページ）に示すように電源を設定してから、ps-redundantモードを変更する必要がありま
す。 insrc-redundantモードに。

insrc-redundantモードが設定された後、電源装置に機能不全が発生すると、電源装置モー
ドは最も人口の少ないグリッドに関連して結合 (非冗長)モードに変更されます。

insrc-redundantモードが構成されているときにグリッドに障害が機能不全になると、グリッ
ドがオンラインに戻るまで insrc-redundantモードは無効になります。その間、動作電源モー
ドは結合 (非冗長)モードに変更され、すべての電源からの電力は、バジェット、アラー
ト、レポート、およびモニタリングのために使用されます。

表 21 : insrc-redundant Mode

電源動作モー

ド

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

電源 7
（ワッ

ト）

電源 4
（ワッ

ト）

電源 3
（ワッ

ト）

電源 5
（ワッ

ト）

電源 2
（ワッ

ト）

電源 1
（ワッ

ト）
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電源動作モー

ド

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

3+3冗長モー
ド。

使用可能キャ

パシティは、

予備として使

用される 3つ
の PSUの電
力容量の合計

です。

90003,000300030003000300030001

グリッド内の

PSUの流通が
不均一なた

め、結合 (非
冗長)モー
ド。使用可能

なキャパシ

ティは、最も

人口の少ない

グリッドの

PSUの電力容
量の合計で

す。

6,000[オフ
（Off）]

3,00030003000300030002

グリッド内の

PSUの流通が
不均一なた

め、結合 (非
冗長)モー
ド。使用可能

なキャパシ

ティは、最も

人口の少ない

グリッドの

PSUの電力容
量の合計で

す。

3000消灯消灯3,0003000300030003
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電源動作モー

ド

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

グリッドBの
障害による結

合（非冗長）

モード。

9000消灯消灯消灯3,000300030004

•冗長モード -冗長モードは、グリッド（N+N）モードと ps冗長（N+1）モードの組み合わ
せです。MDSNX-OS電源モードが冗長モードに設定されていて、各グリッド位置（グリッ
ド Aとグリッド B）に同数の機能している電源がある場合、動作電源モードはグリッド
（insrc-冗長）モード。グリッドに機能不全が発生すると、動作電源モードはps冗長（N+1）
モードに変更されます。ps-redundantモードは、insrc-redundantモードとは異なります。こ
れは、insrc-redundantモードでのグリッド障害がデフォルトで結合（非冗長）モードにな
るためです。

冗長モードで構成されていて、電源に機能不全が発生した場合、電源モードは、最も人口

の少ないグリッドに関連して複合（非冗長）モードに変更されます。

表 22 :冗長モード

電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

電

源
7
（ワッ

ト）

電

源
4
（ワッ

ト）

電

源
3
（ワッ

ト）

電

源
5
（ワッ

ト）

電

源
2
（ワッ

ト）

電

源
1
（ワッ

ト）
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

各

グ

リッ

ド

に
3
つ

の
PSU
を

備

え

た
3+3
冗

長

モー

ド。

9000 3,000 3000 3000 3000 3000 3000 1
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

6,000 [オ
フ

（Off）]

3,000 3000 3000 3000 3000 2
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

組

み

合

わ

せ

た

(非

冗

長）

モー

ド

は、

グ

リッ

ド

内

の
PSU
の

流

通

が

不

均

一

な

た

め

で

す。

使

用

可

能
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

な

キャ

パ

シ

ティ

は、

最

も

人

口

の

少

な

い

グ

リッ

ド

の
PSU
の

合

計

で

す。
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

3000 消
灯

消

灯

3,000 3000 3000 3000 3
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

組

み

合

わ

せ

た

(非

冗

長）

モー

ド

は、

グ

リッ

ド

内

の
PSU
の

流

通

が

不

均

一

な

た

め

で

す。

使

用

可

能
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

な

キャ

パ

シ

ティ

は、

最

も

人

口

の

少

な

い

グ

リッ

ド

の
PSU
の

合

計

で

す。
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電

源

動

作

モー

ド

利

用

可

能

キャ

パ

シ

ティ

（ワッ

ト）

グ

リッ

ド
B

グ

リッ

ド
A

シ

ナ

リ

オ

グ

リッ

ド
B
の

障

害

に

よ

り、

電

源

モー

ド

が
ps
冗

長

（N+1）
モー

ド

に

切

り

替

え

ら

れ

ま

し

た。

6,000 消
灯

消

灯

消

灯

3,000 3000 3000 4
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insrc-redundantまたはredundantモードが構成されている場合、不
均衡な構成（つまり、2+4など）のグリッド電源により、電源モー
ドが複合（非冗長）動作モードに変わり、電力が不足する可能性

があります。予算を立てる。insrc-redundantまたはredundantモー
ドが設定されている場合は、不平衡構成のグリッド電源を使用し

ないことをお勧めします。

（注）

•複合（非冗長）モード：外部電源を Cisco MDS 9710スイッチに接続する方法に制限はあ
りません。スイッチで使用可能な電力は、シャーシ内のすべての機能している電源の合計

です。トラフィックを中断することなく、他の電力モードから複合モードに変更できま

す。

表 23 :組み合わせた（非冗長）モード

電源動作

モード

利用可

能キャ

パシ

ティ

（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリ

オ

電源 7
（ワッ

ト）

電源 4
（ワッ

ト）

電源 3
（ワッ

ト）

電源 5
（ワッ

ト）

電源 2
（ワッ

ト）

電源 1
（ワッ

ト）

組み合わ

せて（非

冗長)モー
ドでは、

PSUの位
置は関係

ありませ

ん。すべ

ての PSU
は予算編

成に利用

できま

す。

180003,000300030003000300030001

15000[オフ
（Off）]

3,00030003000300030002

12000消灯消灯3,0003000300030003

9000消灯消灯消灯3,000300030004

次の表に、複合（非冗長）モードから他の電源モードへの移行に関する情報を示します。
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表 24 :複合（非冗長）モードから他の電源モードへの移行

電源動作モードキャパシティ

（ワット）

新しいモード現在のモード現在の使用

状況（ワッ

ト）

グリッド Bグリッド Aシナリオ

電源 7（ワッ
ト）

電源4（ワッ
ト）

電源 3（ワッ
ト）

電源 5
（ワット）

電源2（ワッ
ト）

電源 1（ワッ
ト）

複合モード。18000該当なしCombined65003,000300030003000300030001

新しいキャパシティは冗

長モードに変更されまし

た。

9000冗長または insrc-

冗長

該当なし65003,00030003000300030003000

複合モード。15000該当なしCombined6500[オフ（Off）]3,00030003000300030002

キャパシティ不足のため

却下。電源モードは、組

み合わせた状態に戻りま

す (非

冗長）モードです。これ

は、1つのグリッドで可用
性電力が現在の使用量よ

りも少ないためです。

該当なし冗長または insrc-

冗長

該当なし6500[オフ（Off）]3,0003000300030003000

複合モード。15000該当なしCombined5500[オフ（Off）]3,00030003000300030003

新しいキャパシティは冗

長モードに変更されまし

た。

6,000冗長または insrc-

冗長

該当なし5500[オフ（Off）]3,0003000300030003000

複合モード。15000該当なしCombined6500[オフ（Off）]3,00030003000300030004

新しいキャパシティは

ps-redundantモードに変更
されました。

12000Ps-

冗長

該当なし6500[オフ（Off）]3,0003000300030003000

電源モードの設定

電源モードを構成できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. power redundancy-mode {combined | insrc-redundant | ps-redundant |redundant}
3. （任意） show environment power

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

電源モードを構成します。デフォルトは redundant
です。

power redundancy-mode {combined | insrc-redundant
| ps-redundant |redundant}

例：

ステップ 2

switch(config)# power redundancy-mode combined

電力モード構成を表示します。（任意） show environment power

例：

ステップ 3

switch(config)# show environment power

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

モジュール温度モニタリングについて
Cisco MDS 9000ファミリのすべてのスイッチには、常時スイッチをモニタできる自動センサー
が組み込まれています。

各モジュール（スイッチングおよびスーパーバイザ）には 4つのセンサーがあります： 1（排
気センサー）、2（吸気センサー）と 3（オンボードセンサー）。各センサーにはマイナーと
メジャーの 2つのしきい値（摂氏）があります。

-127のしきい値は、しきい値が設定されていないか、適用できないことを示します。（注）

•マイナーしきい値：マイナーしきい値を超過すると、マイナーアラームが発生し、すべて
の 4つのセンサーに対して次のアクションが行われます。

•システムメッセージが表示されます。

• Call Homeアラートが送信されます（設定されている場合）。

• SNMP通知が送信されます（設定されている場合）。

•メジャーしきい値：メジャーしきい値を超過すると、メジャーアラームが発生し、次のア
クションが行われます。
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•センサー 1と 3（排気およびオンボードセンサー）の場合：

システムメッセージが表示されます。

Call Homeアラートが送信されます（設定されている場合）。

SNMP通知が送信されます（設定されている場合）。

•センサー 2（吸気センサー）の場合

スイッチングモジュールのしきい値を超過した場合、モジュールだけがシャットダウ

ンします。

HA-standbyまたは standbyが存在するアクティブスーパーバイザモジュールのしきい
値を超過すると、そのスーパーバイザモジュールだけがシャットダウンし、スタンバ

イスーパーバイザモジュールが処理を引き継ぎます。

スイッチにスタンバイスーパーバイザモジュールが搭載されていない場合は、温度

を下げるために 2分間のインターバルがおかれます。この 2分間にソフトウェアは 5
秒ごとに温度をモニタリングし、設定どおりにシステムメッセージを継続して送信し

ます。

Cisco MDS 9700シリーズのスイッチでこのような組み込み型の自
動センサーの利点を活かすには、デュアルスーパーバイザモ

ジュールを搭載することを強く推奨します。デュアルスーパーバ

イザモジュールを搭載しないで Cisco MDS 9000シリーズスイッ
チを使用する場合は、1つのファンだけが作動していない場合で
もすぐにファンモジュールを交換することを推奨します。

ヒント

モジュール温度の表示

各モジュールの温度センサー show environment temperatureコマンドを使用します。

この例は、温度情報を表示しています。

switch# show environment temperature
Temperature:
--------------------------------------------------------------------
Module Sensor MajorThresh MinorThres CurTemp Status

(Celsius) (Celsius) (Celsius)
--------------------------------------------------------------------
3 Crossbar0 (s1) 125 115 46 Ok
3 Crossbar1 (s2) 125 115 54 Ok
3 Arb-mux (s3) 125 105 48 Ok
3 CPU (s4) 125 105 48 Ok
3 PCISW (s5) 125 105 66 Ok
3 IOSlice0 (s6) 125 115 38 Ok
3 IOSlice1 (s7) 125 115 39 Ok
3 IOSlice2 (s8) 125 115 40 Ok
5 Inlet (s1) 60 42 23 Ok
5 Crossbar(s2) 125 115 71 Ok
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5 Arbiter (s3) 125 105 51 Ok
5 L2L3Dev1(s4) 125 110 41 Ok
5 CPU1CORE1(s5) 85 75 35 Ok
5 CPU1CORE2(s6) 85 75 28 Ok
5 CPU1CORE3(s7) 85 75 35 Ok
5 CPU1CORE4(s8) 85 75 31 Ok
5 DDR3DIMM1(s9) 95 85 31 Ok
6 Inlet (s1) 60 42 25 Ok
6 Crossbar(s2) 125 115 70 Ok
6 Arbiter (s3) 125 105 52 Ok
6 L2L3Dev1(s4) 125 110 41 Ok
6 CPU1CORE1(s5) 85 70 36 Ok
6 CPU1CORE2(s6) 85 70 34 Ok
6 CPU1CORE3(s7) 85 70 36 Ok
6 CPU1CORE4(s8) 85 70 33 Ok
6 DDR3DIMM1(s9) 95 85 31 Ok
7 Crossbar0 (s1) 125 115 83 Ok
7 Crossbar1 (s2) 125 115 82 Ok
7 Arb-mux (s3) 125 115 52 Ok
7 CPU (s4) 125 115 53 Ok
7 L2L3Dev0 (s5) 125 115 66 Ok
7 IOSlice0 (s6) 125 115 56 Ok
7 IOSlice1 (s7) 125 115 56 Ok
7 IOSlice2 (s8) 125 115 57 Ok
7 FC-IP 0 (s9) 95 85 55 Ok
7 FC-IP 1 (s10) 95 85 56 Ok
8 Crossbar0 (s1) 125 115 52 Ok
8 Crossbar1 (s2) 125 115 52 Ok
8 Arb-mux (s3) 125 105 50 Ok
8 CPU (s4) 125 105 47 Ok
8 PCISW (s5) 125 105 56 Ok
8 IOSlice0 (s6) 125 115 40 Ok
8 IOSlice1 (s7) 125 115 41 Ok
8 IOSlice2 (s8) 125 115 42 Ok
10 Crossbar1(s1) 125 115 79 Ok
10 Crossbar2(s2) 125 115 78 Ok
10 Arb-mux (s3) 125 105 56 Ok
10 L2L3Dev1(s5) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev2(s6) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev3(s7) 125 110 57 Ok
10 L2L3Dev4(s8) 125 110 56 Ok
10 L2L3Dev5(s9) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev6(s10) 125 110 52 Ok
10 L2L3Dev7(s11) 125 110 58 Ok
10 L2L3Dev8(s12) 125 110 66 Ok
10 L2L3Dev9(s13) 125 110 57 Ok
10 L2L3Dev10(s14) 125 110 58 Ok
10 L2L3Dev11(s15) 125 110 66 Ok
10 L2L3Dev12(s16) 125 110 61 Ok
xbar-1 Crossbar1(s1) 125 115 49 Ok
xbar-1 Crossbar2(s2) 125 115 54 Ok
xbar-2 Crossbar1(s1) 125 115 56 Ok
xbar-2 Crossbar2(s2) 125 115 63 Ok
xbar-3 Crossbar1(s1) 125 115 51 Ok
xbar-3 Crossbar2(s2) 125 115 64 Ok
xbar-4 Crossbar1(s1) 125 115 59 Ok
xbar-4 Crossbar2(s2) 125 115 67 Ok
xbar-5 Crossbar1(s1) 125 115 61 Ok
xbar-5 Crossbar2(s2) 125 115 68 Ok
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ファンモジュールの概要
ホットスワップ可能なファンモジュール（ファントレイ）は、Cisco MDS 9000シリーズのす
べてのスイッチに搭載され、スイッチ全体のエアーフローと冷却を管理します。それぞれの

ファンモジュールには、冗長性を提供するために複数のファンが装備されています。次のよう

な状況下では、スイッチの機能は停止しません。

•ファンモジュール内の 1つまたは複数のファンに障害が発生した場合—複数のファンの
障害であっても、Cisco MDS 9000シリーズスイッチの機能は停止しません。モジュール
内でファンに障害が発生すると、モジュール内の機能しているファンが加速し、障害が発

生したファンを補います。

•交換するためにファンモジュールが取り外された場合：ファンモジュールは、システム
の稼働中に取り外しおよび交換を行っても電気的事故やシステムの故障を引き起こさない

設計になっています。スイッチの稼働中に障害のあるファンモジュールを交換する場合、

5分以内に新しいファンモジュールに交換するようにしてください。

ファンモジュール内の 1つまたは複数のファンに障害が発生すると、ファンステータス LED
がレッドの状態になります。すぐに解消しない場合、ファン障害によって温度アラームが発生

する可能性があります。

（注）

ファンステータスは、Cisco MDS NX-OSソフトウェアによって継続的にモニタされます。ファ
ン障害が発生した場合は、次の処理が行われます。

•システムメッセージが表示されます。

• Call Homeアラートが送信されます（設定されている場合）。

• SNMP通知が送信されます（設定されている場合）。

ファンモジュールのステータスを表示するには、show environment fanコマンドを使用しま
す。

この例は、シャーシファン情報を表示しています。

switch# show environment fan
Fan:
------------------------------------------------------
Fan Model Hw Status
------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan2(sys_fan2) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan3(sys_fan3) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan_in_PS1 -- -- Ok
Fan_in_PS2 -- -- Ok
Fan_in_PS3 -- -- Ok
Fan_in_PS4 -- -- Absent
Fan_in_PS5 -- -- Absent
Fan_in_PS6 -- -- Absent
Fan_in_PS7 -- -- Absent

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
180

システムハードウェアの管理

ファンモジュールの概要



Fan_in_PS8 -- -- Ok
Fan Zone Speed %(Hex): Zone 1: 40.78(0x68)

Cisco MDS 9700シリーズスイッチのファンモジュールの有効なステータスフィールド値は次
のとおりです。

•ファンモジュールが正しく動作している場合、ステータスは okです。

•ファンが物理的にない場合、ステータスは absentです。

•ファンは物理的に存在しても、正しく動作していない場合、ステータスは failureです。

環境情報の表示
すべての環境に関連するスイッチ情報を表示するには、show environmentコマンドを使用しま
す。

switch# show environment
Power Supply:
Voltage: 50 Volts
Power Actual Total
Supply Model Output Capacity Status
------- ------------------- ----------- ----------- --------------
1 DS-CAC97-3KW 548 W 3000 W Ok
2 DS-CAC97-3KW 535 W 3000 W Ok
3 DS-CAC97-3KW 535 W 3000 W Ok
4 ------------ 0 W 0 W Absent
5 ------------ 0 W 0 W Absent
6 ------------ 0 W 0 W Absent
7 ------------ 0 W 0 W Absent
8 DS-CAC97-3KW 535 W 3000 W Ok

Actual Power
Module Model Draw Allocated Status
------- ------------------- ----------- ----------- --------------
2 DS-X9448-768K9 N/A 0 W Powered-Dn
3 DS-X9648-1536K9 265 W 350 W Powered-Up
5 DS-X97-SF1-K9 107 W 190 W Powered-Up
6 DS-X97-SF1-K9 106 W 190 W Powered-Up
7 DS-X9334-K9 441 W 480 W Powered-Up
8 DS-X9648-1536K9 252 W 750 W Powered-Up
10 DS-X9848-480K9 363 W 500 W Powered-Up
Xb1 DS-X9710-FAB1 95 W 150 W Powered-Up
Xb2 DS-X9710-FAB1 94 W 150 W Powered-Up
Xb3 DS-X9710-FAB1 91 W 150 W Powered-Up
Xb DS-X9710-FAB1 N/A 150 W Powered-Dn
fan1 DS-C9710-FAN 45 W 600 W Powered-Up
fan2 DS-C9710-FAN 45 W 600 W Powered-Up
fan3 DS-C9710-FAN 50 W 600 W Powered-Up

N/A - Per module power not available

Power Usage Summary:
--------------------
Power Supply redundancy mode (configured) Redundant

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
181

システムハードウェアの管理

環境情報の表示



Power Supply redundancy mode (operational) Redundant

Total Power Capacity (based on configured mode) 6000 W
Total Power of all Inputs (cumulative) 12000 W
Total Power Output (actual draw) 2153 W
Total Power Allocated (budget) 5560 W
Total Power Available for additional modules 440 W

Clock:
----------------------------------------------------------
Clock Model Hw Status
----------------------------------------------------------
A Clock Module -- NotSupported/None
B Clock Module -- NotSupported/None

Fan:
------------------------------------------------------
Fan Model Hw Status
------------------------------------------------------
Fan1(sys_fan1) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan2(sys_fan2) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan3(sys_fan3) DS-C9710-FAN 0.2 Ok
Fan_in_PS1 -- -- Ok
Fan_in_PS2 -- -- Ok
Fan_in_PS3 -- -- Ok
Fan_in_PS4 -- -- Absent
Fan_in_PS5 -- -- Absent
Fan_in_PS6 -- -- Absent
Fan_in_PS7 -- -- Absent
Fan_in_PS8 -- -- Ok
Fan Zone Speed %(Hex): Zone 1: 40.78(0x68)

Temperature:
--------------------------------------------------------------------
Module Sensor MajorThresh MinorThres CurTemp Status

(Celsius) (Celsius) (Celsius)
--------------------------------------------------------------------
3 Crossbar0 (s1) 125 115 46 Ok
3 Crossbar1 (s2) 125 115 54 Ok
3 Arb-mux (s3) 125 105 49 Ok
3 CPU (s4) 125 105 48 Ok
3 PCISW (s5) 125 105 66 Ok
3 IOSlice0 (s6) 125 115 38 Ok
3 IOSlice1 (s7) 125 115 39 Ok
3 IOSlice2 (s8) 125 115 40 Ok
5 Inlet (s1) 60 42 24 Ok
5 Crossbar(s2) 125 115 71 Ok
5 Arbiter (s3) 125 105 51 Ok
5 L2L3Dev1(s4) 125 110 42 Ok
5 CPU1CORE1(s5) 85 75 35 Ok
5 CPU1CORE2(s6) 85 75 29 Ok
5 CPU1CORE3(s7) 85 75 35 Ok
5 CPU1CORE4(s8) 85 75 30 Ok
5 DDR3DIMM1(s9) 95 85 31 Ok
6 Inlet (s1) 60 42 26 Ok
6 Crossbar(s2) 125 115 70 Ok
6 Arbiter (s3) 125 105 52 Ok
6 L2L3Dev1(s4) 125 110 41 Ok
6 CPU1CORE1(s5) 85 70 36 Ok
6 CPU1CORE2(s6) 85 70 34 Ok
6 CPU1CORE3(s7) 85 70 36 Ok
6 CPU1CORE4(s8) 85 70 33 Ok
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6 DDR3DIMM1(s9) 95 85 31 Ok
7 Crossbar0 (s1) 125 115 83 Ok
7 Crossbar1 (s2) 125 115 82 Ok
7 Arb-mux (s3) 125 115 52 Ok
7 CPU (s4) 125 115 53 Ok
7 L2L3Dev0 (s5) 125 115 66 Ok
7 IOSlice0 (s6) 125 115 56 Ok
7 IOSlice1 (s7) 125 115 57 Ok
7 IOSlice2 (s8) 125 115 57 Ok
7 FC-IP 0 (s9) 95 85 56 Ok
7 FC-IP 1 (s10) 95 85 56 Ok
8 Crossbar0 (s1) 125 115 52 Ok
8 Crossbar1 (s2) 125 115 52 Ok
8 Arb-mux (s3) 125 105 50 Ok
8 CPU (s4) 125 105 47 Ok
8 PCISW (s5) 125 105 56 Ok
8 IOSlice0 (s6) 125 115 40 Ok
8 IOSlice1 (s7) 125 115 41 Ok
8 IOSlice2 (s8) 125 115 42 Ok
10 Crossbar1(s1) 125 115 79 Ok
10 Crossbar2(s2) 125 115 79 Ok
10 Arb-mux (s3) 125 105 56 Ok
10 L2L3Dev1(s5) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev2(s6) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev3(s7) 125 110 57 Ok
10 L2L3Dev4(s8) 125 110 56 Ok
10 L2L3Dev5(s9) 125 110 61 Ok
10 L2L3Dev6(s10) 125 110 52 Ok
10 L2L3Dev7(s11) 125 110 58 Ok
10 L2L3Dev8(s12) 125 110 66 Ok
10 L2L3Dev9(s13) 125 110 57 Ok
10 L2L3Dev10(s14) 125 110 59 Ok
10 L2L3Dev11(s15) 125 110 66 Ok
10 L2L3Dev12(s16) 125 110 62 Ok
xbar-1 Crossbar1(s1) 125 115 49 Ok
xbar-1 Crossbar2(s2) 125 115 54 Ok
xbar-2 Crossbar1(s1) 125 115 56 Ok
xbar-2 Crossbar2(s2) 125 115 63 Ok
xbar-3 Crossbar1(s1) 125 115 51 Ok
xbar-3 Crossbar2(s2) 125 115 64 Ok
xbar-4 Crossbar1(s1) 125 115 59 Ok
xbar-4 Crossbar2(s2) 125 115 67 Ok
xbar-5 Crossbar1(s1) 125 115 61 Ok
xbar-5 Crossbar2(s2) 125 115 68 Ok

デフォルト設定
この表はデフォルトハードウェア設定を表示します。

表 25 :デフォルトのハードウェアパラメータ設定

デフォルト設定パラメータ

PS冗長モード。電源装置モード
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第 13 章

モジュールの管理

この章では、スイッチングモジュールおよびサービスモジュール（別名、ラインカード）の

管理方法について説明し、モジュールステートのモニタリングについても解説します。

•モジュールの概要（186ページ）
•スーパーバイザモジュールのメンテナンス（189ページ）
•モジュールのステータスの確認（191ページ）
•モジュール状態のチェック（192ページ）
•モジュールへの接続（193ページ）
•モジュールのリロード（193ページ）
•モジュール設定の保存（195ページ）
•モジュール設定の消去（196ページ）
•スイッチングモジュール電源の切断（197ページ）
•モジュール LEDの識別（198ページ）
• EPLDイメージ（205ページ）
• SSIブートイメージ（211ページ）
• SSMおよびスーパーバイザモジュールの管理（211ページ）
•デフォルト設定（216ページ）
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モジュールの概要
この表に、Cisco MDS 9000ファミリスイッチのスーパーバイザモジュールオプションを示し
ます。

表 26 :スーパーバイザモジュールオプション

スイッチング/サービス
モジュール機能

スーパーバイザモ

ジュールのスロット番

号

スーパーバイザモ

ジュール数

製品

シャーシの 13個のス
ロットのうち、他の11
個のスロットに任意の

スイッチングモジュー

ルまたはサービスモ

ジュールを搭載できま

す。

7および 8モジュール× 2Cisco MDS 9513

シャーシの 9個のス
ロットのうち、他の 7
個のスロットに任意の

スイッチングモジュー

ルまたはサービスモ

ジュールを搭載できま

す。

5および 6モジュール× 2Cisco MDS 9509

シャーシの 6個のス
ロットのうち、他の 4
個のスロットに任意の

スイッチングモジュー

ルまたはサービスモ

ジュールを搭載できま

す。

5および 6モジュール× 2Cisco MDS 9506

シャーシの 2個のス
ロットのうち、もう一

方のスロットにオプ

ションのスイッチング

モジュールまたはサー

ビスモジュールを1つ
搭載できます。

11つのモジュールCisco MDS 9216
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スイッチング/サービス
モジュール機能

スーパーバイザモ

ジュールのスロット番

号

スーパーバイザモ

ジュール数

製品

シャーシの 2個のス
ロットのうち、もう一

方のスロットにオプ

ションのスイッチング

モジュールまたはサー

ビスモジュールを1つ
搭載できます。

11つのモジュールCisco MDS 9216A

シャーシの 2個のス
ロットのうち、もう一

方のスロットにオプ

ションのスイッチング

モジュールまたはサー

ビスモジュールを1つ
搭載できます。

11つのモジュールCisco MDS 9216i

スーパーバイザモジュール

スーパーバイザモジュールの電源はスイッチで自動的に入り、スーパーバイザモジュールは

起動されます。Cisco MDSファミリスイッチには、次のスーパーバイザモジュール構成があ
ります。

• Cisco MDS 9513ディレクタ— 2つのスーパーバイザモジュールがあります。一方がスロッ
ト 7（sup-1）に、もう一方がスロット 8（sup-2）に搭載されます。スイッチに電源が投入
されると、同時に2つのスーパーバイザモジュールが起動します。最初に起動するのはア
クティブモジュールです。スタンバイモジュールは、常にアクティブモジュールを監視

します。アクティブモジュールに障害が発生すると、ユーザトラフィックに影響を与え

ることなくスタンバイモジュールに切り替わります。

• Cisco MDS 9506および Cisco MDS 9509ディレクタ— 2つのスーパーバイザモジュールが
あります。一方がスロット 5（sup-1）に、もう一方がスロット 6（sup-2）に搭載されま
す。スイッチに電源が投入されると、同時に2つのスーパーバイザモジュールが起動しま
す。最初に起動するのはアクティブモジュールです。スタンバイモジュールは、常にア

クティブモジュールを監視します。アクティブモジュールに障害が発生すると、ユーザ

トラフィックに影響を与えることなくスタンバイモジュールに切り替わります。

• Cisco MDS 9216iスイッチ— 14のファイバチャネルポートおよび 2つのギガビットイー
サネットポートを備えた一体型スイッチングモジュールを含むスーパーバイザモジュー

ルが 1つ搭載されています。
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• Cisco MDS 9200シリーズスイッチ—一体型16ポートスイッチングモジュールを含むスー
パーバイザモジュールが 1つ搭載されています。

使用法固定または相対モジュールの用語

module-7は常にスロット 7の
スーパーバイザモジュールを

指します。そして、module-8
は常にスロット 8のスーパー
バイザモジュールを指しま

す。

Cisco MDS 9513ディレクタの
固定使用法

module-27と module-28

module-5は常にスロット 5の
スーパーバイザモジュールを

表し、module-6は常にスロッ
ト 6のスーパーバイザモ
ジュールを表します。

Cisco MDS 9509および Cisco
MDS 9506ディレクタの固定使
用法

module-5および module-6

module-1は常にスロット 1の
スーパーバイザモジュールを

指します。

Cisco MDS 9200シリーズス
イッチの固定使用

module-1

Cisco MDS 9506およびMDS
9509スイッチでは、sup-1は常
にスロット 5のスーパーバイ
ザモジュールを指し、sup-2は
常にスロット 6のスーパーバ
イザモジュールを指します。

Cisco MDS 9513ディレクタで
は、sup-1は常にスロット 7の
スーパーバイザモジュールを

指し、sup-2は常にスロット 8
のスーパーバイザモジュール

を指します。

固定用法sup-1および sup-2

sup-activeは現用系なスーパー
バイザモジュールを表し、現

用系なスーパーバイザモ

ジュールを含むスロットが基

準となります。

sup-standbyはスタンバイ状態
のスーパーバイザモジュール

を表し、スタンバイ状態の

スーパーバイザモジュールを

含むスロットが基準となりま

す。

相対用法sup-activeおよび sup-standby
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使用法固定または相対モジュールの用語

アクティブなスーパーバイザ

モジュールにログインした場

合、sup-localはアクティブな
スーパーバイザモジュールを

表し、sup-remoteはスタンバイ
状態のスーパーバイザモ

ジュールを表します。

スタンバイスーパーバイザに

ログインした場合、sup-local
はスタンバイスーパーバイザ

モジュール（ログイン対象）

を指します。スタンバイスー

パーバイザモジュールから使

用可能な sup-remoteはありま
せん（現用系 supのファイル
システムにアクセスできませ

ん）。

相対用法sup-localおよび sup-remote

スイッチングモジュール

Cisco MDS 9000ファミリスイッチは、スーパーバイザ以外のスロットにある任意のスイッチ
ングモジュールをサポートします。これらのモジュールは、スーパーバイザモジュールから

イメージを取得します。

サービスモジュール

Cisco MDS 9000ファミリスイッチは、スーパーバイザ以外のスロットにある任意のサービス
モジュールをサポートします。

Cisco MDS 9000キャッシュサービスモジュール（CSM）の詳細については、Cisco MDS 9000

シリーズ SANボリュームコントローラ構成ガイドを参照してください。

スーパーバイザモジュールのメンテナンス
ここでは、スーパーバイザモジュールの効率的な交換方法および使用方法に関する概要を説明

します。
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スーパーバイザモジュールの交換

Cisco MDS 9500シリーズディレクタからスーパーバイザモジュールを取り外す際のパケット
ロスを防ぐには、スーパーバイザモジュールを取り外す前にスーパーバイザモジュールをア

ウトオブサービスにします。

スーパーバイザモジュールを取り外す前に、out-of-serviceコマンドを使用します。

out-of-service module slot

slotは、スーパーバイザモジュールが装着されているシャーシスロット番号です。

スーパーバイザモジュールを取り外して再挿入または交換して、使用可能にする必要がありま

す。

（注）

スタンバイスーパーバイザモジュールのブート変数バージョン

スタンバイスーパーバイザモジュールのブート変数イメージが、アクティブスーパーバイザ

モジュールで稼働するイメージと同一のバージョンでない場合、ソフトウェアでは、スタンバ

イスーパーバイザモジュールがアクティブスーパーバイザモジュールと同一のバージョンを

実行するように強制します。

スタンバイスーパーバイザモジュールのブート変数を別のバージョンに特別に設定して、ス

タンバイスーパーバイザモジュールを再起動する場合、同一のバージョンがアクティブスー

パーバイザモジュールで稼働していると、スタンバイスーパーバイザモジュールは指定され

たブート変数だけをロードします。この時点で、スタンバイスーパーバイザモジュールは、

ブート変数に設定されたイメージを稼働していません。

スタンバイスーパーバイザモジュールのブートフラッシュメモリ

スタンバイスーパーバイザモジュールのソフトウェアイメージを更新する場合は、dir
bootflash://sup-standby/コマンドを使用してイメージ用に十分な領域があることを確認します。
古いバージョンの Cisco MDS NX-OSイメージおよびキックスタートイメージは削除します。

スタンバイスーパーバイザモジュールのブートアラート

スタンバイスーパーバイザモジュールが起動に失敗する場合、アクティブスーパーバイザモ

ジュールがその状態を検出してCall Homeイベントおよびシステムメッセージを生成し、スタ
ンバイスーパーバイザモジュールが loader>プロンプトに移動した約 3～ 6分後にスタンバイ
スーパーバイザモジュールを再起動します。

次のシステムメッセージが発行されます。

%DAEMON-2-SYSTEM_MSG:Standby supervisor failed to boot up.

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
190

モジュールの管理

スーパーバイザモジュールの交換



このエラーメッセージは、次の状況のいずれかに該当する場合も生成されます。

•長期間 loader>プロンプトに留まる場合。

•適切にブート変数を設定していません。

モジュールのステータスの確認
スイッチの設定を始める前に、シャーシのモジュールが設計どおりに機能していることを確認

する必要があります。任意の時間にモジュールのステータスを確認するには、 show moduleコ
マンドを発行します。各モジュールのインターフェイスは、show moduleコマンドの出力でok
ステータスが表示されたときに設定できます。show moduleコマンドのスクリーンショット出
力例を次に示します：

switch# show module
Mod Ports Module-Type Model Status
--- ----- ------------------------------- ------------------ ------------
2 8 IP Storage Services Module DS-X9308-SMIP ok
4 0 Caching Services Module ok
5 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 active *
6 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 ha-standby
8 0 Caching Services Module DS-X9560-SMAP ok
9 32 1/2 Gbps FC Module DS-X9032 ok

Mod Sw Hw World-Wide-Name(s) (WWN)
--- ----------- ------ --------------------------------------------------
2 1.3(0.106a) 0.206 20:41:00:05:30:00:00:00 to 20:48:00:05:30:00:00:00
5 1.3(0.106a) 0.602 --
6 1.3(0.106a)) 0.602 -- <--------------- New running version in module 6
8 1.3(0.106a) 0.702 --
9 1.3(0.106a) 0.3 22:01:00:05:30:00:00:00 to 22:20:00:05:30:00:00:00

Mod MAC-Address(es) Serial-Num
--- -------------------------------------- ----------
2 00-05-30-00-9d-d2 to 00-05-30-00-9d-de JAB064605a2
5 00-05-30-00-64-be to 00-05-30-00-64-c2
6 00-d0-97-38-b3-f9 to 00-d0-97-38-b3-fd JAB06350B1R
8 00-05-30-01-37-7a to 00-05-30-01-37-fe JAB072705ja
9 00-05-30-00-2d-e2 to 00-05-30-00-2d-e6 JAB06280ae9

* this terminal session

出力の Statusカラムは、スイッチングモジュールで okステータス、スーパーバイザモジュー
ルで activeか standby（または HA-standby）になっている必要があります。ステータスが okか
activeである場合は、設定を続けることができます。

ハイアベイラビリティ（HA）スイッチオーバーメカニズムがイネーブルである場合、スタン
バイ状態のスーパーバイザモジュールは HA-standbyステータスになります。ウォームスイッ
チオーバーメカニズムがイネーブルである場合、スタンバイ状態のスーパーバイザモジュー

ルは standbyステータスになります。

（注）
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モジュール状態のチェック
シャーシ内のモジュールは、show moduleコマンドを使用して表示できるさまざまな状態にす
ることができます。モジュールがブートシーケンスを実行すると、状態が更新されます。

「OK」状態になると、操作の準備が整います。ブートアップまたは操作中に障害が検出され
た場合、状態が更新されてエラーのタイプが示されます。

この表は、show moduleコマンドの出力に表示されるモジュールの状態について説明していま
す。

表 27 :モジュールの状態

説明モジュールステータスの出力

モジュールに電力が供給されています。モ

ジュールの電源が入ると、ソフトウェアは起

動を始めます。

powered up

モジュールはスーパーバイザモジュールとの

接続を確立し、ブートアップ診断を実行して

います。

testing

この診断が正常に完了し、設定がダウンロー

ドされています。

initializing

3回試行した後、モジュールは正常に初期化で
きませんでした。これは、ソフトウェアまた

はハードウェアの問題が原因である可能性が

あります。

failure

モジュールはオンラインで、すぐに使用でき

ます。

ok

構成でモジュールの電源がオフになっていま

す。

power-dn

モジュールの電源を投入するための電力が不

足しています。

power-denied

このモジュールはアクティブなスーパーバイ

ザモジュールであり、スイッチを設定できま

す。

active

スタンバイスーパーバイザは現用系スーパー

バイザと同期しており、現用系スーパーバイ

ザに障害が発生した場合に引き継ぐ準備がで

きています。

ha-standby
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説明モジュールステータスの出力

ワームスイッチオーバーメカニズムが、スタ

ンバイ状態のスーパーバイザモジュールでイ

ネーブルです。

standby

モジュールへの接続
attach moduleコマンドを使用し、任意のモジュールにいつでも接続できます。モジュールの
プロンプトが表示されたら、モジュール固有のコマンドを使用してモジュールの詳細を取得で

きます。

次のように attach moduleコマンドを使用することもできます。

•スタンバイスーパーバイザモジュールの情報を表示します。このコマンドを使用してス
タンバイスーパーバイザモジュールを設定することはできません。

•スロット 1にある Cisco MDS 9200シリーズスーパーバイザモジュールのスイッチングモ
ジュール部分を表示します。

手順の概要

1. attach module slot

2. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたスロットのモジュールへの直接窓口を提

供します。

attach module slot

例：

ステップ 1

switch# attach module 4
Attaching to module 4 ...
To exit type 'exit', to abort type '$.'
module-4#

モジュールアクセス構成モードを終了します。exit

例：

ステップ 2

module-4# exit
rlogin: connection closed.
switch#

モジュールのリロード
スイッチ全体をリロードしたり、スイッチの特定モジュールをリセットしたり、スイッチの特

定モジュールにイメージをリロードしたりすることができます。
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スイッチのリロード

スイッチをリロードするには、オプションを指定せずにreloadコマンドを発行します。このコ
マンドを発行すると、スイッチはリブートします（『Cisco MDS 9000 NX-OS Release 4.1(x)』お

よび『SAN-OS 3(x) Software Upgrade and Downgrade Guide』を参考します。

モジュールの電源オフ/オン
シャーシ内の任意のモジュールの電源周期をすることができます。電源周期をすると、モジュー

ルが再初期化されます。

手順の概要

1. リセットの必要があるモジュールを識別します。

2. 識別したモジュールをリセットするには、reloadmoduleコマンドを発行します。このコマ
ンドでは、選択したモジュールの電源が再投入されます。

手順の詳細

ステップ 1 リセットの必要があるモジュールを識別します。

ステップ 2 識別したモジュールをリセットするには、reload moduleコマンドを発行します。このコマンドでは、選択
したモジュールの電源が再投入されます。

reload module number

numberは、識別したモジュールが存在するスロットを示します。

switch# reload module 2

モジュールをリロードすると、モジュールを通過するトラフィックが中断されます。注意

スイッチングモジュールのリロード

スイッチングモジュールは、スーパーバイザモジュールからイメージを自動的にダウンロー

ドするため、強制的にダウンロードする必要はありません。この手順は、新しいイメージが必

要な場合の参照用に提供されています。

手順の概要

1. 新しいイメージを必要とするスイッチングモジュールを特定します。

2. reload moduleコマンドを発行して、スイッチングモジュールのイメージを更新します。
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手順の詳細

ステップ 1 新しいイメージを必要とするスイッチングモジュールを特定します。

ステップ 2 reload moduleコマンドを発行して、スイッチングモジュールのイメージを更新します。

reload module number force-dnld

numberは、識別したモジュールが存在するスロットを示します。この例では、識別したモジュールはス
ロット 9に取り付けられています。

switch# reload module 9 force-dnld
Jan 1 00:00:46 switch %LC-2-MSG:SLOT9 LOG_LC-2-IMG_DNLD_COMPLETE: COMPLETED
downloading of linecard image. Download successful...

モジュール設定の保存
不揮発性ストレージに新しい構成を保存するには、copy running-config startup-configコマンド
を発行します。このコマンドを発行すると、実行中および起動時の設定が同一の内容になりま

す。

この表に、モジュールの構成が保存されるか、失われるさまざまなシナリオを表示します。

表 28 :スイッチングモジュールの設定のステータス

結果シナリオ

設定したモジュール情報は失われる。スイッチングモジュールを取り外し、copy
running-config startup-configコマンドを発行
します。

構成したモジュール情報は保存されました。スイッチングモジュールを取り外し、copy
running-config startup-configコマンドを発行
する前に同じスイッチングモジュールを再挿

入します。

構成したモジュール情報は保存されました。スイッチングモジュールを取り外し、同じタ

イプのスイッチングモジュールを同じスロッ

トに挿入して、reload module numberコマンド
を発行します。

設定したモジュール情報は保存される。スイッチングモジュールをリロードするには、

reload module numberコマンドを入力します。
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結果シナリオ

設定されたモジュール情報が実行コンフィギュ

レーションから失われます。デフォルト設定

が適用されます。

再度 copy running-config startup-configコマン
ドが入力されるまで、構成されたモジュール

情報がスタートアップ構成に残されます。

サンプル応答：

1. スイッチは、16ポートスイッチングモ
ジュールを使用し、現在の設定が不揮発

性ストレージに保存されます。

2. 出荷時デフォルト設定が適用されます。

3. 出荷時デフォルト設定が適用されます。

4. ステップ 1の不揮発性ストレージに保存
された設定が適用されます。

スイッチングモジュールを取り外し、別のタ

イプのスイッチングモジュールをスロットに

挿入します。たとえば、16ポートスイッチン
グモジュールが 32ポートスイッチングモ
ジュールに交換した場合。

サンプルシナリオ：

1. スイッチには現在 16ポートスイッチング
モジュールが搭載され、スタートアップ

および実行コンフィギュレーションファ

イルが同一です。

2. スイッチの 16ポートスイッチングモ
ジュールを 32ポートスイッチングモ
ジュールと交換します。

3. 次に、32ポートスイッチングモジュール
を取り外し、ステップ 1と同一の 16ポー
トスイッチングモジュールを取り付けま

す。

4. スイッチをリロードするには、reloadコ
マンドを使用します。

モジュール設定の消去
特定のモジュールの構成を削除するには、 purge module slot running-configコマンドを入力し
ます。このコマンドの入力後、Cisco NX-OSソフトウェアが指定スロットの実行構成をクリア
されます。このコマンドは、スーパーバイザモジュールまたはモジュールのあるスロットで動

作しません。このコマンドは、空のスロット（指定モジュールが常駐していたスロット）だけ

で動作します。

purgemoduleコマンドでは、スロットに以前存在していて取り外されたモジュールの構成がク
リアされます。そのスロットにモジュールがあるとき、実行構成から構成をクリアしないと、

一部の構成（IPアドレスなど）が実行構成に保存されていて再利用できないことがあります。

たとえば、スイッチ Aのスロット 3において、IPSモジュールで IPストレージ構成を作成し
たとします。このモジュールでは IPアドレス 10.1.5.500を使用します。この IPSモジュールは
取り外してスイッチ Bに移動することにしたので IPアドレス 10.1.5.500が必要なくなったと
します。この未使用 IPアドレスを設定しようとすると、設定を阻止するエラーメッセージが
表示されます。この場合は purge module 3 running-configコマンドを入力してスイッチAの古
い構成をクリアしてから、この IPアドレスの使用に進む必要があります。

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
196

モジュールの管理

モジュール設定の消去



スイッチングモジュール電源の切断
コマンドラインインターフェイス（CLI）からスイッチングモジュールの電源を切ることがで
きます。デフォルトでは、シャーシがロードされたとき、またはモジュールがシャーシに挿入

されたとき、すべてのスイッチングモジュールは電源投入状態になります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] poweroff module slot

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたモジュールの電源をオフにします。モ

ジュールの電源をオンにするには、noコマンドの形
式を使用します。

[no] poweroff module slot

例：

switch(config)# poweroff module 2

ステップ 2
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モジュール LEDの識別
この表に、Cisco MDS 9200シリーズ一体型スーパーバイザモジュールの LEDを表示します。

表 29 : Cisco MDS 9200シリーズスーパーバイザモジュールの LED

説明ステータスLED

すべての診断テストに合格し

ています。モジュールは動作

可能です（通常の初期化シー

ケンス）。

緑Status

モジュールはブート中、また

は診断テストを実行中です

（標準初期化シーケンス）。

または

システムの吸気口の温度が、

システム動作上の最大許容温

度を超えました（マイナー環

境警告）。製品寿命を最大限

に延ばすために、すぐに環境

温度を適温に調節し、システ

ムを正常な動作に戻してくだ

さい。

オレンジ

診断テストに失敗しました。

初期化シーケンス中に障害が

発生したため、モジュールは

正常に動作していません。

または

システムの吸気温度がカード

の安全動作温度の制限を超え

ています（メジャーな環境警

告）。カードは、致命的な損

傷を防ぐためにシャットダウ

ンされます。この状態を解決

しない場合、システムは 2分
後にシャットダウンします。

赤
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説明ステータスLED

2 Gbpsモードおよび標識モー
ドがディセーブルです。

オン（On）速度

1 Gbpsモードおよび標識モー
ドがディセーブルです。

[オフ（Off）]

標識モードがイネーブル化さ

れています。

点滅

リンクはアップしています。グリーンに点灯リンク

ソフトウェアによってリンク

がディセーブルにされていま

す。

黄色の点灯

障害が発生しています。イエローに点滅

リンクが確立されていませ

ん。

消灯
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この表に、Cisco MDS 9200シリーズインターフェイスモジュールの LEDを示します。

表 30 : Cisco MDS 9200シリーズインターフェイスモジュールの LED

説明ステータスLED

すべての診断テストに合格し

ています。モジュールは動作

可能です（通常の初期化シー

ケンス）。

緑Status

モジュールはブート中、また

は診断テストを実行中です

（標準初期化シーケンス）。

または

システムの吸気口の温度が、

システム動作上の最大許容温

度を超えました（マイナー環

境警告）。製品寿命を最大限

に延ばすために、すぐに環境

温度を適温に調節し、システ

ムを正常な動作に戻してくだ

さい。

オレンジ

診断テストに失敗しました。

初期化シーケンス中に障害が

発生したため、モジュールは

正常に動作していません。

または

システムの吸気温度がカード

の安全動作温度の制限を超え

ています（メジャーな環境警

告）。カードは、致命的な損

傷を防ぐためにシャットダウ

ンされます。

赤
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説明ステータスLED

シャーシの環境モニタの結果

は、すべて正常です。

グリーンSystem

電源が故障しているか、電源

のファンが故障しています。

または

互換性のない電源装置が搭載

されています。

または

冗長クロック障害です。

オレンジ

スーパーバイザモジュールの

温度がメジャーしきい値を超

えました。

赤

リンクはアップしています。緑MGMT 10/100 ETHERNET
LINK LED

リンクが確立されていませ

ん。

消灯

ポート上をトラフィックが流

れています。

緑MGMT 10/100 ETHERNET
ACTIVITY LED

リンクまたはトラフィックは

ありません。

[オフ（Off）]
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この表に、16ポートおよび 32ポートスイッチングモジュール、4ポート、12ポート、24ポー
ト、および 48ポートジェネレーション 2スイッチングモジュールの LEDを示します。

表 31 : Cisco MDS 9000ファミリファイバチャネルスイッチングモジュールの LED

説明ステータスLED

すべての診断テストに合格し

ています。モジュールは動作

可能です（通常の初期化シー

ケンス）。

緑Status

モジュールはブート中、また

は診断テストを実行中です

（標準初期化シーケンス）。

または

システムの吸気口の温度が、

システム動作上の最大許容温

度を超えました（マイナー環

境警告）。製品寿命を最大限

に延ばすために、すぐに環境

温度を適温に調節し、システ

ムを正常な動作に戻してくだ

さい。

赤

診断テストに失敗しました。

初期化シーケンス中に障害が

発生したため、モジュールは

正常に動作していません。

または

システムの吸気温度がカード

の安全動作温度の制限を超え

ています（メジャーな環境警

告）。カードは、致命的な損

傷を防ぐためにシャットダウ

ンされます。

オレンジ

2 Gbpsモードオン（On）速度

1 Gbpsモード[オフ（Off）]
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説明ステータスLED

リンクはアップしています。グリーンに点灯リンク

リンクはアップしています

（標識を使用してポートを識

別）。

規則的にグリーンに点滅

リンクはアップしています

（ポート上にトラフィックが

流れます）。

断続的にグリーンに点滅

ソフトウェアによってリンク

がディセーブルにされていま

す。

黄色の点灯

障害が発生しています。イエローに点滅

リンクが確立されていませ

ん。

消灯

スーパーバイザモジュール上のLEDは、スーパーバイザモジュール、電源、およびファンモ
ジュールのステータスを示します。
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この表に、このような LEDの詳細を示します。

表 32 : Cisco MDS 9500シリーズスーパーバイザモジュールの LED

説明ステータスLED

すべての診断テストに合格し

ています。モジュールは動作

可能です（通常の初期化シー

ケンス）。

緑Status

モジュールはブート中、また

は診断テストを実行中です

（標準初期化シーケンス）。

または

過熱条件が検出されました

（環境モニタ中にマイナーし

きい値を超過）。

オレンジ

診断テストに失敗しました。

初期化シーケンス中に障害が

発生したため、モジュールは

正常に動作していません。

または

過熱条件が検出されました

（環境モニタ中にメジャーし

きい値を超過）。

赤

シャーシの環境モニタの結果

は、すべて正常です。

緑システム（System）

冗長スーパーバイ

ザモジュール上の

SYSTEMおよび
PWR MGMT LED
は、アクティブ

スーパーバイザモ

ジュールに同期し

ます。

（注）

電源が故障しているか、電源

のファンが故障しています。

または

互換性のない電源装置が搭載

されています。

または

冗長クロックに障害が発生し

ました。

オレンジ

スーパーバイザモジュールの

温度がメジャーしきい値を超

えました。

赤
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説明ステータスLED

スーパーバイザモジュールが

動作可能でアクティブです。

グリーンアクティブ

スーパーバイザモジュールは

スタンバイモードです。

オレンジ

すべてのモジュールに十分な

電力を供給できます。

緑Pwr Mgmt1

すべてのモジュールに十分な

電力を供給できません。

オレンジ

リンクはアップしています。緑MGMT 10/100 ETHERNET
LINK LED

リンクが確立されていませ

ん。

消灯

ポート上をトラフィックが流

れています。

緑MGMT 10/100 ETHERNET
ACTIVITY LED

リンクまたはトラフィックは

ありません。

[オフ（Off）]

外部の CompactFlashカードに
アクセス中です。

緑コンパクトフラッシュ

アクティビティなし。消灯

EPLDイメージ
Cisco MDS 9000ファミリ内のスイッチとディレクタには複数の Electrical Programmable Logical
Device（EPLDs）が含まれているので、すべてのモジュールでハードウェア機能を使用できま
す。EPLDイメージアップグレードは、拡張されたハードウェア機能を組み込むもしくは、既
知の問題を解決するために定期的に提供されます。

使用している Cisco NX-OSイメージバージョン向けの EPLDが変更されたかどうかを確認す
るには、Cisco MDS NX-OSリリースノートを参照してください。

ヒント

EPLDイメージのアップグレード
モジュールの EPLDイメージをアップグレードできます。
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モジュールの EPLDイメージをアップグレードする場合と同じ手順を使用して、EPLDイメー
ジをダウングレードできます。

（注）

手順の概要

1. コンソールポート、SSHセッション、Telnetセッションのうちいずれかでスイッチにログ
インします。

2. show versionコマンドを入力して、MDSスイッチで実行されている Cisco MDS NX-OSソ
フトウェアリリースを確認します。

3. 必要に応じて、スイッチで実行されているCiscoMDSNX-OSソフトウェアをアップグレー
ドします（『Cisco MDS 9000 NX-OS Release 4.1(x)』および『SAN-OS 3(x) Software Upgrade

and Downgrade Guide』を参照）。

4. dir bootflash:または dir slot0:コマンドを発行して、Cisco MDS NX-OSリリースに対応す
る EPLDソフトウェアイメージファイルが現用系スーパーバイザモジュールに存在する
ことを確認します。たとえば、スイッチが Cisco MDS SAN-OSリリース 2.1（2）を実行し
ている場合、現用系スーパーバイザモジュールの bootflash:または slot0:に
m9000-epld-2.1.2.imgが必要です。

5. 適切な EPLDソフトウェアイメージファイルを取得する必要がある場合は、次の手順に
従います。

6. モジュールのEPLDイメージをアップグレードするには、現用系スーパーバイザモジュー
ルで install module number epld urlコマンドを使用します。

手順の詳細

ステップ 1 コンソールポート、SSHセッション、Telnetセッションのうちいずれかでスイッチにログインします。

ステップ 2 show versionコマンドを入力して、MDSスイッチで実行されているCisco MDS NX-OSソフトウェアリリー
スを確認します。

switch# show version
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2006, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained herein are owned by
other third parties and are used and distributed under license.
Some parts of this software may be covered under the GNU Public
License or the GNU Lesser General Public License. A copy of
each such license is available at
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html and
http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html

Software
BIOS: version 1.0.8
loader: version unavailable [last: 1.0(0.267c)]
kickstart: version 2.1(2) [build 2.1(2.47)] [gdb]
system: version 2.1(2) [build 2.1(2.47)] [gdb]
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...

ステップ 3 必要に応じて、スイッチで実行されている Cisco MDS NX-OSソフトウェアをアップグレードします（
『Cisco MDS 9000 NX-OS Release 4.1(x)』および『SAN-OS 3(x) Software Upgrade and Downgrade Guide』を参
照）。

ステップ 4 dir bootflash:または dir slot0:コマンドを発行して、Cisco MDS NX-OSリリースに対応する EPLDソフト
ウェアイメージファイルが現用系スーパーバイザモジュールに存在することを確認します。たとえば、

スイッチが Cisco MDS SAN-OSリリース 2.1（2）を実行している場合、現用系スーパーバイザモジュール
の bootflash:または slot0:に m9000-epld-2.1.2.imgが必要です。

switch# dir bootflash:
12288 Jan 01 00:01:07 1980 lost+found/

2337571 May 31 13:43:02 2005 m9000-epld-2.1.2.img
...

EPLDイメージは、次の URLで見つけることができます：

http://www.cisco.com/pcgi-bin/tablebuild.pl/mds-epld

ステップ 5 適切な EPLDソフトウェアイメージファイルを取得する必要がある場合は、次の手順に従います。

1. EPLDソフトウェアイメージファイルを Cisco.comから FTPサーバーにダウンロードしてください。

2. 使用する予定の現用系とスタンバイスーパーバイザメモリデバイス（bootflash:または slot0:）に十分
な空き領域があることを確認します。Cisco.comのダウンロードサイトは EPLDイメージファイルの
サイズをバイト単位で示します。

次の例は、bootflash:デバイスの現用系およびスタンバイスーパーバイザの使用可能なメモリを表示す
る方法を表示しています：

switch# dir bootflash:
12288 Jan 01 00:01:06 1980 lost+found/

14765056 Mar 21 15:35:06 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin
15944704 Apr 06 16:46:04 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1a.bin
48063243 Mar 21 15:34:46 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1.bin
48036239 Apr 06 16:45:41 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1a.bin

Usage for bootflash://sup-local
141066240 bytes used
43493376 bytes free
184559616 bytes total

switch# show module
Mod Ports Module-Type Model Status
--- ----- -------------------------------- ------------------ ------------
2 32 Storage Services Module DS-X9032-SSM ok
5 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 active *
6 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 ha-standby
...

show moduleコマンド出力はスタンドバイスーパーバイザ出力がスロット 6の中にあることを表示し
ます。スーパーバイザモジュールをアクセスするには、attachコマンドを使用します。

switch# attach module 6
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...
switch(standby)# dir bootflash:

12288 Jan 01 00:01:06 1980 lost+found/
14765056 Mar 21 15:35:06 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin
15944704 Apr 06 16:46:04 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1a.bin
48063243 Mar 21 15:34:46 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1.bin
48036239 Apr 06 16:45:41 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1a.bin

Usage for bootflash://sup-local
141066240 bytes used
43493376 bytes free
184559616 bytes total

switch(standby)# exit
switch#

次の例は、slot0:デバイスの現用系およびスタンバイスーパーバイザの使用可能なメモリを表示する方
法を表示しています：

switch# dir slot0:
12288 Jan 01 00:01:06 1980 lost+found/

14765056 Mar 21 15:35:06 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin
15944704 Apr 06 16:46:04 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1a.bin
48063243 Mar 21 15:34:46 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1.bin
48036239 Apr 06 16:45:41 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1a.bin

Usage for slot:
141066240 bytes used
43493376 bytes free
184559616 bytes total

switch# show module
Mod Ports Module-Type Model Status
--- ----- -------------------------------- ------------------ ------------
2 32 Storage Services Module DS-X9032-SSM ok
5 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 active *
6 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 ha-standby
...

show moduleコマンド出力はスタンドバイスーパーバイザ出力がスロット 6の中にあることを表示し
ます。スーパーバイザモジュールをアクセスするには、attachコマンドを使用します。

switch# attach module 6
...
switch(standby)# dir slot0:

12288 Jan 01 00:01:06 1980 lost+found/
14765056 Mar 21 15:35:06 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin
15944704 Apr 06 16:46:04 2005 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1a.bin
48063243 Mar 21 15:34:46 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1.bin
48036239 Apr 06 16:45:41 2005 m9500-sf1ek9-mz.2.1.1a.bin

Usage for slot0:
141066240 bytes used
43493376 bytes free
184559616 bytes total

switch(standby)# exit
switch#
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3. 領域が足りなければ、必要ではないファイルを削除します。

switch# delete bootflash:m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin

show moduleコマンド出力はスタンドバイスーパーバイザ出力がスロット 6の中にあることを表示し
ます。スーパーバイザモジュールをアクセスするには、attachコマンドを使用します。

switch# attach module 6
switch(standby)# delete bootflash:m9500-sf1ek9-kickstart-mz.2.1.1.bin
switch(standby)# exit
switch#

4. FTPサーバーから現用系なスーパーバイザモジュールのブートフラッシュメモリまたは slot0:デバイ
スに EPLDイメージファイルをコピーします。次の例は、ブートフラッシュにコピーする方法を表示
しています：

switch# copy ftp://10.1.7.2/m9000-epld-2.1.2.img bootflash:m9000-epld-2.1.2.img

システムは、自動コピーをイネーブル化すると ELPDイメージをスタンバイスーパーバイ
ザに自動的に同期します。

switch# configure terminal
switch(config)# boot auto-copy

（注）

ステップ 6 モジュールのEPLDイメージをアップグレードするには、現用系スーパーバイザモジュールで installmodule
number epld urlコマンドを使用します。

switch# install module 2 epld bootflash:m9000-epld-2.1.2.img

EPLD Curr Ver New Ver
-------------------------------------------------------
XBUS IO 0x07 0x07
UD Flow Control 0x05 0x05
PCI ASIC I/F 0x05 0x05
PCI Bridge 0x05 0x07
WARNING: Upgrade process could take upto 15 minutes.

Module 2 will be powered down now!!
Do you want to continue (y/n) ? y
\ <------------------------------------------------------------progress twirl
Module 2 EPLD upgrade is successful

オンラインでないモジュールを強制的にアップグレードすると、すべての EPLDが強制的にアップグレー
ドされます。モジュールがスイッチに存在しない場合、エラーが返されます。モジュールが存在する場合、

コマンドプロセスは続行されます。オンラインではないがシャーシに存在するモジュールをアップグレー

ドするには、同じコマンドを使用します。スイッチソフトウェアは、モジュールの状態を報告した後、続

行するように求めます。続行する意思を確認すると、アップグレードが続行されます。

switch# install module 2 epld bootflash:m9000-epld-2.1.2.img

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
209

モジュールの管理

EPLDイメージのアップグレード



\ <------------------------------------------------------------progress twirl
Module 2 EPLD upgrade is successful

Cisco MDS 9100シリーズスイッチの EPLDモジュールをアップグレードすると、次のメッセー
ジが表示されます。

Data traffic on the switch will stop now!!
Do you want to continue (y/n) ?

（注）

EPLDイメージバージョンの表示
指定したモジュールの現在の EPLDバージョンをすべて表示するには、show version module
number epldコマンドを使用します。

switch# show version module 2 epld
EPLD Device Version
---------------------------------------
Power Manager 0x07
XBUS IO 0x07
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05
PCI Bridge 0x07

show version module epld urlコマンドを使用して、使用可能なEPLDバージョンを表示します。

switch# show version epld bootflash:m9000-epld-2.1.1a.img
MDS series EPLD image, built on Wed May 4 09:52:37 2005

Module Type EPLD Device Version
---------------------------------------------------------------
MDS 9500 Supervisor 1 XBUS 1 IO 0x09

XBUS 2 IO 0x0c
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x04

1/2 Gbps FC Module (16 Port) XBUS IO 0x07
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05

1/2 Gbps FC Module (32 Port) XBUS IO 0x07
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05

Advanced Services Module XBUS IO 0x07
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05
PCI Bridge 0x07

IP Storage Services Module (8 Port) Power Manager 0x07
XBUS IO 0x03
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05
Service Module I/F 0x0a
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IPS DB I/F 0x1a

IP Storage Services Module (4 Port) Power Manager 0x07
XBUS IO 0x03
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05
Service Module I/F 0x1a

Caching Services Module Power Manager 0x08
XBUS IO 0x03
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x05
Service Module I/F 0x72
Memory Decoder 0 0x02
Memory Decoder 1 0x02

MDS 9100 Series Fabric Switch XBUS IO 0x03
PCI ASIC I/F 0x40000003

2x1GE IPS, 14x1/2Gbps FC Module Power Manager 0x07
XBUS IO 0x05
UD Flow Control 0x05
PCI ASIC I/F 0x07
IPS DB I/F 0x1a

SSIブートイメージ
Cisco MDS NX-OSリリース 8.1（1）以降のリリースから、SSIイメージはサポートされなくな
りました。ブートコマンドでインストールされた SSIイメージは、no boot ssiコマンドを使用
して削除し、モジュールをリロードしてから、Cisco MDS NX-OSリリース 8.1（1）以降のリ
リースにアップグレードする必要があります。

SSMおよびスーパーバイザモジュールの管理
ここでは、SSMおよびスーパーバイザモジュールの交換と、Cisco MDS NX-OSおよびSAN-OS
リリースのアップグレードとダウングレードに関するガイドラインについて説明します。

SSMおよびMSMのグローバルアップグレード遅延の構成
同じシャーシに複数のSSMまたはMSMがある場合、ローリングSSIアップグレードでのSSM
またはMSMのアップグレード間の遅延時間を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ssm upgrade delay seconds

3. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

SSMまたはMSM間の SSIアップグレードを指定さ
れた秒数だけ遅延します。指定できる範囲は 1秒か
ら 600秒です。デフォルトは 0秒です。

[no] ssm upgrade delay seconds

例：

switch(config)# ssm upgrade delay 30

ステップ 2

遅延タイマーをクリアするには、コマンドの no形
式を使用します。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

SSMおよびスーパーバイザモジュールの交換に関するガイドライン
SSMまたはスーパーバイザモジュールを交換する場合は、次のガイドラインに注意する必要
があります。

• SSMを別の SSMに交換し、ブートイメージが bootflash:上にある場合、SSMブートイ
メージをアクティブスーパーバイザモジュール上にインストールしたままにしておくこ

とができます。

• SSMを別の SSMに交換し、SSIブートイメージがmodflash：上にある場合、SSMは初期
化されないことがあります。

• SSMを他のタイプのモジュールと交換する場合、アクティブスーパーバイザモジュール
にインストールされた SSMブートイメージをそのままにしておくか、削除できます。ア
クティブスーパーバイザモジュールはモジュールタイプを検出し、モジュールを適切に

起動します。

•スイッチのスーパーバイザモジュールをアクティブおよびスタンバイのスーパーバイザ
モジュールに交換する場合、ブートイメージは自動的に新しいスーパーバイザモジュー

ルに同期するため、特に何かする必要はありません。

•スイッチのスーパーバイザモジュールを交換してスタンバイスーパーバイザモジュール
がなくなる場合、新しいスーパーバイザモジュールで設定を最実装する必要があります。
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破損したコンパクトフラッシュメモリを交換した後の SSMの回復

Cisco MDS NX-OSリリース 4.1（1a）および SAN-OSリリース 2.1（2）では、SSMでコンパク
トフラッシュメモリ（modflash:）を使用して SSIイメージを保存できます。SSMの modflash:
を交換すると、SSMが初期化されないことがあります。

手順の概要

1. コンソールポート、SSHセッション、Telnetセッションのうちいずれかでスイッチにログ
インします。

2. 各モジュールの SSIイメージブート変数に割り当てられた値を表示し、後で参照できるよ
うに値を書き留めます。

3. SSIイメージブート変数に割り当てられた値をクリアします。
4. SSMをリロードして、ファイバチャネルスイッチングモードで初期化します。
5. SSMが初期化されたら、SSIブートイメージをアップグレードします。
6. 手順 3でクリアした SSIブート変数を再割り当てします。

手順の詳細

ステップ 1 コンソールポート、SSHセッション、Telnetセッションのうちいずれかでスイッチにログインします。

ステップ 2 各モジュールの SSIイメージブート変数に割り当てられた値を表示し、後で参照できるように値を書き留
めます。

switch# show boot module
Module 2
ssi variable = modflash://2-1/m9000-ek9-ssi-mz.2.1.2.bin
Module 4
ssi variable = modflash://4-1/m9000-ek9-ssi-mz.2.1.2.bin

ステップ 3 SSIイメージブート変数に割り当てられた値をクリアします。

switch# configure terminal
switch(config)# no boot ssi

ステップ 4 SSMをリロードして、ファイバチャネルスイッチングモードで初期化します。

switch# reload module 4
reloading module 4 ...

ステップ 5 SSMが初期化されたら、SSIブートイメージをアップグレードします。

ステップ 6 手順 3でクリアした SSIブート変数を再割り当てします。

switch# configure terminal

Cisco MDS 9000シリーズ基礎構成ガイド、リリース 9.x
213

モジュールの管理

破損したコンパクトフラッシュメモリを交換した後の SSMの回復



switch(config)# boot ssi modflash://2-1/m9000-ek9-ssi-mz.2.1.2.bin module 2

Cisco MDS NX-OSリリースのアップグレードおよびダウングレードの
ガイドライン

SSMを含むスイッチで Cisco MDS NX-OSソフトウェアをアップグレードおよびダウングレー
ドする場合は、次のガイドラインを考慮してください：

• SSIイメージのブート変数を設定すると、ブートイメージをサポートするCiscoMDSNX-OS
リリースへのアップグレードまたはダウングレードのためにその変数をリセットする必要

はありません。install allコマンドまたは Fabric Manager GUIを使用して、インストールし
た SSMをアップグレードできます。

• SSMをサポートしていない Cisco MDS NX-OSリリースにダウングレードする場合は、モ
ジュールの電源を切る必要があります。モジュールのブート変数は失われます。

• SSMは、SSIとVSFNなどのモジュール上の他のサードパーティソフトウェアの両方に設
定することはできません。

次に、SSIイメージアップグレードを含む install allコマンドの成功例を示します。

SSIブート変数設定は install all出力に含まれています。また、SSIブートイメージが bootflash:
にある場合、install allコマンドは SSIブートイメージを SSMの modflash:にコピーします。

（注）

Switch# install all system bootflash:isan-2-1-1a kickstart bootflash:boot-2-1-1a
ssi bootflash:ssi-2.1.1a

Copying image from bootflash:ssi-2.1.1a to modflash://2-1/ssi-2.1.1a.
[####################] 100% -- SUCCESS

Verifying image bootflash:/ssi-2.1.1a
[####################] 100% -- SUCCESS

Verifying image bootflash:/boot-2-1-1a
[####################] 100% -- SUCCESS

Verifying image bootflash:/isan-2-1-1a
[####################] 100% -- SUCCESS

Extracting "slc" version from image bootflash:/isan-2-1-1a.
[####################] 100% -- SUCCESS

Extracting "ips4" version from image bootflash:/isan-2-1-1a.
[####################] 100% -- SUCCESS

Extracting "system" version from image bootflash:/isan-2-1-1a.
[####################] 100% -- SUCCESS

Extracting "kickstart" version from image bootflash:/boot-2-1-1a.
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[####################] 100% -- SUCCESS

Extracting "loader" version from image bootflash:/boot-2-1-1a.
[####################] 100% -- SUCCESS

Compatibility check is done:

Module bootable Impact Install-type Reason
------ -------- -------------- ------------ ------
2 yes non-disruptive rolling
3 yes disruptive rolling Hitless upgrade is not supported
4 yes disruptive rolling Hitless upgrade is not supported
5 yes non-disruptive reset

Images will be upgraded according to following table:

Module Image Running-Version New-Version Upg-Required
------ ---------- -------------------- -------------------- ------------
2 slc 2.0(3) 2.1(1a) yes
2 bios v1.1.0(10/24/03) v1.1.0(10/24/03) no
3 slc 2.0(3) 2.1(1a) yes
3 SSI 2.0(3) 2.1(1a) yes
3 bios v1.0.8(08/07/03) v1.1.0(10/24/03) yes
4 ips4 2.0(3) 2.1(1a) yes
4 bios v1.1.0(10/24/03) v1.1.0(10/24/03) no
5 system 2.0(3) 2.1(1a) yes
5 kickstart 2.0(3) 2.1(1a) yes
5 bios v1.1.0(10/24/03) v1.1.0(10/24/03) no
5 loader 1.2(2) 1.2(2) no

Do you want to continue with the installation (y/n)? [n] y

Install is in progress, please wait.

Module 6:Force downloading.
-- SUCCESS

Syncing image bootflash:/SSI-2.1.1a to standby.
[####################] 100% -- SUCCESS

Syncing image bootflash:/boot-2-1-1a to standby.
[####################] 100% -- SUCCESS

Syncing image bootflash:/isan-2-1-1a to standby.
[####################] 100% -- SUCCESS

Setting boot variables.
[####################] 100% -- SUCCESS

Performing configuration copy.
[####################] 100% -- SUCCESS

Module 3:Upgrading Bios/loader/bootrom.
[####################] 100% -- SUCCESS

Module 6:Waiting for module online.
-- SUCCESS

"Switching over onto standby".

-----------------------------
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デフォルト設定
この表に、スーパーバイザモジュールのデフォルト設定値を示します。

表 33 :スーパーバイザモジュールのデフォルト設定値

デフォルトパラメータ

シリアル接続管理用接続

•システム名には値が設定されていません。

•システムコンタクトには値が設定されて
いません。

•ロケーションには値が設定されていませ
ん。

グローバルスイッチ情報

システムクロックタイムには値が設定されて

いません。

システムクロック

VSANに割り当てられた IPアドレス、サブ
ネットマスク、およびブロードキャストアド

レスは 0.0.0.0に設定されています。

帯域内（VSAN 1）インターフェイス

このテーブルに、SSMのデフォルト設定値を示します。

表 34 :スーパーバイザモジュールのデフォルト設定値

デフォルトパラメータ

•電源切断ステート（Cisco MDS SAN-OS
Release 2.1(1a)以前のリリースがインス
トールされたスイッチ）

•ファイバチャネルスイッチングモード
（Cisco MDS SAN-OS Release 2.1(2)およ
び NX-OS Release 4.1(1b)またはそれ以降
のリリース、EPLDバージョン 2.0(2)以降
のバージョンのSSMがインストールされ
たスイッチ）

インストールされた場合の初期ステート
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第 14 章

tclによるスクリプティング

この章では、Cisco NX-OSデバイスで tclをインタラクティブにスクリプトで実行する方法に
ついて説明します。

•機能情報の確認（217ページ）
•ガイドラインと制約事項（217ページ）
• tclに関する情報（220ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/
の Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ
い。このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリー

スのリストについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の項または「機能の履

歴」表を参照してください。

ガイドラインと制約事項
Tcl構成時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

tclshコマンドのヘルプ
tclコマンドでは、コマンドのヘルプは使用できません。インタラクティブ tclシェル内から
Cisco NX-OSコマンドのヘルプ機能に引き続きアクセスできます。

次に、インタラクティブ tclシェルで tclコマンドのヘルプがない場合の例を示します。
switch# tclsh
switch-tcl# set x 1
switch-tcl# puts ?

^
% Invalid command at '^' marker.
switch-tcl# configure ?
<CR>
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session Configure the system in a session
terminal Configure the system from terminal input

switch-tcl#

上の例では、Cisco NX-OSコマンドのヘルプ機能が引き続き使用できますが、tclの putsコマ
ンドはヘルプ機能からのエラーを返します。

（注）

tclshコマンドの履歴
端末で矢印キーを使用して、以前にインタラクティブ tclシェルで入力したコマンドにアクセ
スできます。

インタラクティブ tclシェルを終了すると、 tclshコマンドの履歴は保存されません。（注）

tclshのタブ補完
インタラクティブ tclシェルを実行している場合は、Cisco NX-OSコマンドのタブ補完を使用
できます。tclコマンドでは、タブ補完は使用できません。

tclshの CLIコマンド
インタラクティブ tclシェル内から直接 Cisco NX-OSコマンドにアクセスできますが、 tcl cliコ
マンドにより付加される場合のみ tclスクリプト内で Cisco NX-OSコマンドを実行できます。

双方向性 tclシェルでは、次のコマンドは同じであり、正しく実行されます。
switch-tcl# cli show module 1 | incl Mod
switch-tcl# cli "show module 1 | incl Mod"
switch-tcl# show module 1 | incl Mod

tclスクリプトで、この例のように、Cisco NX-OSコマンドに tcl cliコマンドを付加する必要が
あります。

set x 1
cli show module $x | incl Mod
cli "show module $x | incl Mod"

スクリプトで次のコマンドを使用すると、そのスクリプトは失敗し、tclシェルにエラーが表示
されます。

show module $x | incl Mod
"show module $x | incl Mod"
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tclshコマンドの区切り
セミコロン（;）は、Cisco NX-OSと tclの両方でのコマンド区切りです。tclコマンドで複数の
Cisco NX-OSコマンドを実行するには、各Cisco NX-OSコマンドを引用符（""）で囲む必要が
あります。

双方向性 tclシェルでは、次のコマンドは同じであり、正しく実行されます。
switch-tcl# cli "configure terminal ; interface loopback 10 ; description loop10"
switch-tcl# cli configure terminal ; cli interface loopback 10 ; cli description loop10
switch-tcl# cli configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config-tcl)# cli interface loopback 10
switch(config-if-tcl)# cli description loop10
switch(config-if-tcl)#

インタラクティブ tclシェルでは、tclの cliコマンドを付加せずに、直接 Cisco NX-OSコマンド
を実行することもできます：

switch-tcl# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config-tcl)# interface loopback 10
switch(config-if-tcl)# description loop10
switch(config-if-tcl)#

tcl変数
tcl変数を Cisco NX-OSコマンドへの引数として使用できます。また、tclスクリプトに引数を
渡すこともできます。tcl変数は永続的ではありません。

次の例では、tcl変数を Cisco NX-OSコマンドへの引数として使用する方法を示します。
switch# tclsh
switch-tcl# set x loop10
switch-tcl# cli "configure terminal ; interface loopback 10 ; description $x"
switch(config-if-tcl)#

tclquit
tclquitコマンドは、どの Cisco NX-OSコマンドモードが現在現用系であるかには関係なく tcl
シェルを終了します。また、Ctrl+Cを押して tclシェルを終了することもできます。exitコマ
ンドと endコマンドは、Cisco NX-OSコマンドモードを変更します。 exitコマンドは、EXEC
コマンドモードからのみ tclシェルを終了します。

Tclshセキュリティ
tclシェルは、Cisco NX-OSシステムの特定の部分への不正アクセスを防止するために、サンド
ボックスで実行されます。システムは、無限ループや過剰なメモリ使用率などのイベントを検
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出するために、tclシェルによって使用されている CPU、メモリ、ファイルなどのシステムリ
ソースをモニタリングします。

初期の tcl環境は、scripting tcl init init-fileコマンドで設定します。

scripting tcl recursion-limit iterationsコマンドを使用して、tcl環境のループ制限を定義できま
す。デフォルトの反復は 1000回の繰り返しです。

tclに関する情報
（Tcl）Tool Command Languageは、カリフォルニア大学バークレー校の John Ousterhoutが作成
したスクリプト言語です。Tcl 8.5は、スクリプト作成機能を提供するために、Cisco NX-OSリ
リース 5.1（1）に追加されました。tclを使用すると、デバイスの CLIコマンドをより柔軟に
使用できます。tclを使用して showコマンドの出力の特定の値を抽出したり、スイッチを設定
したり、Cisco NX-OSコマンドをループで実行したり、スクリプトで EEMポリシーを定義し
たりすることができます。

ここでは、Cisco NX-OSデバイスで tclスクリプトを実行する方法や、tclを対話的に実行する
方法について説明します。

tclshコマンドの実行
tclshコマンドを使用すると、スクリプトまたはコマンドラインから tclコマンドを実行できま
す。

CLIプロンプトの状態で tclスクリプトファイルを作成することはできません。スクリプト
ファイルをリモートデバイスで作成して、Cisco NX-OSデバイスの bootflash:ディレクトリに
コピーすることができます。

（注）

手順の概要

1. tclsh [bootflash:filename [argument ... ]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

tclシェルを開始します。tclsh [bootflash:filename [argument ... ]]

例：

ステップ 1

引数を指定せずに tclshコマンドを実行すると、シェ
ルは対話形式で実行され、標準入力から tclコマンswitch# tclsh ?

<CR>
bootflash: The file to run ドを読み込んで、コマンドの結果とエラーメッセー

ジを標準出力に出力します。 tclquitを入力するか、
Ctrl+Cを押すとインタラクティブ tclシェルが終了
します。
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目的コマンドまたはアクション

引数を指定して tclshコマンドを実行すると、最初
の引数は、tclコマンドが記述されたスクリプトファ
イルの名前になり、他の引数をスクリプトで変数と

して使用できます。

例

次に、インタラクティブ tclシェルの例を示します。
switch# tclsh
switch-tcl# set x 1
switch-tcl# cli show module $x | incl Mod
Mod Ports Module-Type Model Status
1 32 1/10 Gbps Ethernet Module N7K-F132XP-15 ok
Mod Sw Hw
Mod MAC-Address(es) Serial-Num
Mod Online Diag Status
Left ejector CLOSE, Right ejector CLOSE, Module HW does support ejector based shutdown.
switch-tcl# exit
switch#

次の例は、tclスクリプトの実行方法を示しています。
switch# show file bootflash:showmodule.tcl
set x 1
while {$x < 19} {
cli show module $x | incl Mod
set x [expr {$x + 1}]
}

switch# tclsh bootflash:showmodule.tcl
Mod Ports Module-Type Model Status
1 32 1/10 Gbps Ethernet Module N7K-F132XP-15 ok
Mod Sw Hw
Mod MAC-Address(es) Serial-Num
Mod Online Diag Status
Left ejector CLOSE, Right ejector CLOSE, Module HW does support ejector based shutdown.
switch#

tclshのコマンドによる Cisco NX-OSのモードの制御
インタラクティブ tclシェルの実行中に Cisco NX-OSのモードを変更できます。

手順の概要

1. tclsh
2. configure terminal
3. tclquit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インタラクティブ tclシェルを開始します。tclsh

例：

ステップ 1

switch# tclsh
switch-tcl#

tclシェルで Cisco NX-OSのコマンドを実行して、
モードを変更します。

configure terminal

例：

ステップ 2

tclプロンプトが変化して、Cisco NX-OS
コマンドモードになったことが示され

ます。

（注）switch-tcl# configure terminal
switch(config-tcl)#

tclシェルを終了し、開始モードに戻ります。tclquit

例：

ステップ 3

switch-tcl# tclquit
switch#

例

次に、インタラクティブ tclシェルから Cisco NX-OSのモードを変更する例を示しま
す：

switch# tclsh
switch-tcl# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config-tcl)# interface loopback 10
switch(config-if-tcl)# ?
description Enter description of maximum 80 characters
inherit Inherit a port-profile
ip Configure IP features
ipv6 Configure IPv6 features
logging Configure logging for interface
no Negate a command or set its defaults
rate-limit Set packet per second rate limit
shutdown Enable/disable an interface
this Shows info about current object (mode's instance)
vrf Configure VRF parameters
end Go to exec mode
exit Exit from command interpreter
pop Pop mode from stack or restore from name
push Push current mode to stack or save it under name
where Shows the cli context you are in

switch(config-if-tcl)# description loop10
switch(config-if-tcl)# tclquit
Exiting Tcl
switch#
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tclの参照
次のタイトルは、参照のために示されています。

• Mark Harrison (ed)、『Tcl/Tk Tools』、O'Reilly Media、ISBN 1-56592-218-2、1997年

• Mark HarrisonおよびMichael McLennan、『Effective Tcl/Tk Programming』、Addison-Wesley、
Reading、MA、USA、ISBN 0-201-63474-0、1998年

• Brent B. Ousterhout、『Tcl and the Tk Toolkit』、Addison-Wesley、Reading、MA、USA、ISBN
0-201-63337-X、1994年

• Brent B. Welch、『Practical Programming in Tcl and Tk』、Prentice Hall、Upper Saddle River、
NJ、USA、ISBN 0-13-038560-3、2003年

• J Adrian Zimmer、『Tcl/Tk for Programmers』、IEEE Computer Society、John Wiley and Sons
により出版、ISBN 0-8186-8515-8、1998年
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